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第１章 死に損ねた令嬢は人嫌い伯爵に捕まる








『親愛なるお父様、お母様


先立つ不孝をお許しください

あなたがたの元には初めから娘などいなかったものとして、どうかお諦めを




──イゾルデ』






　生家の自室に置いてきた遺書の一字一句を思い返しながら、イゾルデ・フォルストは眼下を見下ろす。

　もう家には戻らないと決意してここを訪れた。両親だけなら二、三ヶ月は暮らせるだろう、ある程度まとまったお金も置いてきた。心残りはない。

　だが今、彼女の心は挫けかけている。

　背中まで伸びた亜麻色の髪を海風に靡なびかせながら、イゾルデはげっそりと目を細めた。

　──自死の名所、エルプセ岬。

　特に、許されぬ恋に身をやつした男女が心中を図る場所として、この岬は古くから名を知られている。せめて死後の世界でともに暮らしたい、そして自分たちの恋を許さなかった家族や親族には亡骸すら遺してやりたくないと考える者たちの、ある意味では究極の抵抗と言える。

　もっとも、イゾルデは男と心中を図ろうとしているわけではなかった。

　朝早くに家を出て、乗り合いの馬車を乗り継ぎながら、近くの町で降りて以降は歩いてここまでやってきた。この岬からひとりで身を投げ、命を絶つために。

　今、彼女が立っているのは崖の端、海の上にせり出した岩場だ。

　眼下では、岩場に激しく叩きつけられた波が割れ、派手な飛沫を上げている。あの波に揉まれて絶壁に押しつけられようものなら、確かにひとたまりもないだろう。だが。

　それ以前の問題だ。

　見えた。波の合間に、獲物を狙う海の猛獣の姿が。

　あれは……間違いなく鮫。それも、ぱっと見ただけでも五、六匹はいる。

（むっ、無理ですよあれは……）

　このときばかりはイゾルデも、自分のずば抜けて良い視力を呪わざるを得なかった。

　波の合間に見えたのは、びっしりと生えた歯だ。波に押し潰されて死ぬのが先か、あの鋭利な歯に食いちぎられるのが先か。どちらにせよ一瞬といえば一瞬なのだろうが、楽な死に方だとはとても思えない。

　死に至るまでの数秒を想像すると、それだけで眩暈がする。

　絶対に痛い。それこそこの世の地獄に違いない。飛び降りるべく立った崖の端から、イゾルデは堪らず数歩後ずさった。

「……はぁ……」

　重々しい溜息を落とし、彼女はすごすごと崖を後にする。

　鮫さえ見なければ、というよりあの尖りに尖った歯さえ見なければ、おそらくなんとかなった。家に遺書を置いてきたほどだ、本気で飛び降りようとしていたことに偽りはない。

　だが。

　──幼い頃から結婚を約束していた相手に不貞を働かれたこと。それこそが、イゾルデがこの岬を訪れたきっかけだった。

　これまでの彼女は、相手のどんな不遜にも無礼にも耐えてきた。

　かつては教会に仕える聖騎士の家として名を馳せたイゾルデの生家だが、輝かしい経歴はすでに過去の栄光となって久しい。爵位だけはなんとか維持しているものの、今では完全に傾いている。

　先代から二代続けて文官を務める、そこそこ裕福な中流階級の家の放蕩息子。イゾルデを含めたフォルスト家の面々は、そんな相手にさえ頭が上がらない。

　物心ついてからの十数年、家と両親のため、イゾルデはなんとか婚約者に縋り続けてきた。しかし。

「……う……」

　彼の浮気相手の、大きく膨らんだ腹を思い返しながら、イゾルデは額を押さえた。

　あの腹を見てしまっては、もうどうにもならない。

　婚約を解消するよりも先に、他の女を孕ませる……あり得ない。碌でもない男だとはだいぶ前から知っていたが、不貞を眼前にしてしまった以上、もう見て見ぬふりも限界だ。

　家の事情がなかったなら、本来こちらから願い下げなのだ。あんな男は。

　ところが、イゾルデの両親はそう考えなかった。婚約者の浮気そのものよりも、むしろ両親の反応こそが、彼女を真に追い詰めたと言える。

　げっそりと疲弊したイゾルデを前にしても、両親の視線は変わらなかった。

『愛人のひとりやふたり、別に許してやればいいじゃないか』

『そうよ。そのくらいは我慢しなさいな』

　父と母、ふたりに責める調子で諭された瞬間、イゾルデの心はぽきりと折れた。

　崩壊は一瞬だった。ぎりぎりまで無理を押して溜め込み続けた彼女の我慢は、両親の心ない言動によって、ついに跡形もなく崩れ落ちた。

　もういい。終わりにしたい。

　不遇を押しつけられる役しか回ってこないこの世界で、なぜこれ以上必死に生きていかなければならないのか。長生きしたところでなにが得られるとも思えない。

　それならば、いっそ──だが。

（……かといって鮫の餌、というのは……）

　青褪めたイゾルデの口から、弱々しい吐息が零れ落ちた。

　立ち入り禁止の縄が張られた場所まで戻り、杭と杭の間をくぐり抜ける。杭の傍に立つ古びた看板を、イゾルデはなんとも言えない気分で一瞥した。

　さすがは自死の名所だ。高所から身を投げんと訪れた人を思い留まらせるような文言の刻まれた板が、岬の入り口から立ち入り禁止の縄の前までいくつも立てられている。

『たったひとつの命です』

『早まらないで』

『あなたを大切に思っている人がいます』

　……白々しい。そういう相手がただのひとりもいないからこそ、ひとりぼっちでこんな寂しい場所を訪れる羽目になったというのに。

　看板を設置した人たちがそう言いたくなる気持ちも分からないではないが、こんな文言では来訪者の神経を逆撫でするだけだ。鮫の尖った歯のほうがよほど自分を思い留まらせてくれた──胡乱な眼差しで、イゾルデは看板から視線を外した。

　立ち入り禁止の縄を背に、来た道をとぼとぼと戻っていく。

　伸び放題の雑草を掻き分け、また掻き分け……心が荒む。崖に向かって歩いていたときには、二度とこの場所を歩くことはないと、感傷さえ抱いたくらいなのに。

（どうしましょう……もっと楽に済む方法があれば）

　どのみち家には戻れない。戻る気もない。

　けれど、このままではどうしようもない。

「……家……帰る……無理……死ぬ……波……鮫……歯……」

　ぶつぶつと不穏な呟きを落としながら、イゾルデは足取りも重く草むらを進んでいく。

　とそのとき、ふと視線を上向けた彼女の目に、うっすらと人影が入り込んだ。

「……え？」

　思わず声が漏れる。だいぶ遠く──崖の手前のこの草むらにもまだ到達していないと思しき人影は、しかし視力に優れたイゾルデの目にはっきり映った。

　咄嗟に、彼女は身を屈めた。

　手入れの施されていない草むら、中でも背丈の高い草が生い茂っている辺りへそっと動いていく。イゾルデの腰ほどまで伸びた緑の中では、軽くしゃがみ込むだけで、ある程度身を隠せてしまう。

　迷いなく草むらへ足を踏み入れてきたその人物を、イゾルデは草の中から頭だけ出して遠目に凝視した。

　外套のフードを深く被っているせいで顔が見えない。上背から察するに男性だろうか。衣服は上等に見える。富裕層、もしくは貴族か。

（ああ、あの人も……）

　自ら命を絶つため、この岬を訪れたに違いない。

　イゾルデの肌がぞわりと粟立った。男の歩幅は大きく、歩き方にも迷いを感じない。先ほどイゾルデが立っていたあの絶壁に、もう間もなく辿り着いてしまうだろう。

　そう思い至るや否や、彼女の足が動いた。

　あの男性はきっと、歩調を緩めることなく、躊躇もなにもなく崖から飛び降りる。そんな気がしてならなかった。

「っ、く……」

　息が詰まる。予想通り、彼は歩みを止めない。杭の前で一度足を止めたイゾルデは、意を決して再び縄をくぐった。

　ちょうど彼女が先ほど立っていた場所と同じ辺りに辿り着いた後も、やはりためらいなく、男はさらなる一歩を踏み出し──その途端、イゾルデは声を限りに叫んだ。

「あのっ、……お、お待ちください!!」

　悲鳴じみたイゾルデの声に、男がはっと振り返る。その拍子に、彼が被っていた外套のフードが外れ、顔が顕わになった。

　病的なまでに青白い顔、長くはないが無造作に伸びた癖のある黒髪。中でも、深く刻まれた目元のくまがイゾルデの目に焼きついて残る。黒ずんだそれは、彼の顔から一層血の気を引かせているように見えた。

　生気の感じられない風貌に気を取られつつも、彼の顔立ちそのものに、イゾルデは既視感を覚える。

　……見覚えがある。だが、どこで見たのか思い出せない。

　怪訝そうに歪む相手の目元から視線を外せずじまいで、彼女は震える喉から声を絞り出した。

　今は、この人を止めるのが先だ。

「こっ、ここはよろしくないかと思います。その、鮫……鮫が大量に、あの、歯がすごくて……！」

　この男は自分よりも迷いがない。なんとか飛び降りをやめてもらわなければと、イゾルデは躍起になって口を動かし続ける。

　だが、妙な既視感に引っ張られたせいか、喉まで出かかっていたさまざまな制止の言葉は、ひと息に彼女の頭から消え失せていた。その結果、なにを訴えたいのか自分でもよく分からない的外れな言葉ばかりが口をついて出てくる。

　崖下の鮫がどれほど恐ろしいかについて熱弁を振るう羽目になったイゾルデを、男は驚いたような目で凝視したきりだ。

　その視線に、イゾルデは違和感を覚えた。

　彼女が急に現れたことに驚いているわけでも、話の内容を怪訝に思っているわけでもなく、ただただイゾルデの顔そのものに驚いている──そういう視線に見えたせいだ。

　不可思議な感覚も相まって、ただでさえしどろもどろだった彼女の語り口が余計に鈍り始めた頃、男は目を細めて小さく呟いた。

「……見える……？」

　少々離れた場所から身振り手振りで訴えかけていたイゾルデの耳に届くかどうか、というほどのささやかな声だった。なんとかそれを拾ったイゾルデは、なおも男の関心を引きつけるべく声をあげ続ける。

「はい？　さ、鮫ですか？　見えます見えます、ほら！」

　言いながら、イゾルデは相手の背後、崖下を指差してみせる。

　同時に、彼を今以上に崖の縁へ近づけかねない自分の言動を悔いた。

「あああ、やっぱり見なくて結構です！　それよりもう少し、こっ、こちら側に、どうか……!!」

　金切り声をあげ、ぶんぶんと首を横に振り……勢い良く首を動かしたためか、強烈な眩暈がイゾルデを襲う。

　そんな焦燥まみれの彼女とは対照的に、男の視線は一向に崖下へ向かない。それどころか、彼はさらに目を凝らしてイゾルデを見つめているように見えた。

「いや、鮫のことは分かったけど……あなたはなに？」

　おそるおそるといった口調で問われ、イゾルデは動きを止めた。

　誰、ではなく、なに、と訊かれた。なんだろう、私ってなに──混乱が止まらない。

「ええと、……死のう、と考えてここを訪れた者、ですが」

「え……どうして死んでないの？」

「ど、どうしてと訊かれましても……」

　イゾルデの背筋を、冷たい雫が流れ落ちていく。

　まさか死んでいない理由を訊かれるとは思わなかった。まさしく眼下の鮫こそが理由なのだけれど、と思いながらもイゾルデが返答に詰まっていると、背後からにわかに人の声が聞こえてきた。

　我に返ったイゾルデが振り向いた先に、騎士らしき屈強な男たちの姿が見て取れた。皆、走ってこちらに向かってくる。「こっちだ」と後続へかける声も聞こえた。

　きっと、この人の護衛だ。

「……よく見つけたな。わざわざ歩いてきたのに」

　独り言じみた男の声に、イゾルデはこくりと喉を鳴らす。

　また彼へ向き直ろうとした拍子に、その顔の右の目尻に、くまと重なって泣きぼくろが覗き見えた。その瞬間、彼女は唐突に思い至る。

「っ、あ……」

　思い出した。人嫌いで有名なオルデンベルク伯爵だ。

　四、五年前、イゾルデが貴族の家で働いていた頃、奉仕していたパーティーの最中に遠目に見かけた貴人だ。

　当時よりもやつれて見えるが、艶やかな黒髪と青灰色の瞳、桁外れに整った美貌、そして目尻の泣きぼくろ……そうした特徴がすべて当てはまる男性は、おそらく他にいない。だが。

（嘘……どうしてそんなお方が？）

　この岬は、貴人が単身で訪れるような場所ではない。

　固まったきり動けずにいたイゾルデが、困惑を滲ませて男に向き直ろうとしたそのとき、背後まで迫っていた騎士たちの中から嗄しわがれ声が聞こえてきた。

「どうかお戻りください、アルフォンス様。そちらは危険でございます」

　見ると、屈強な騎士たちの背後から、老齢の男性が一歩踏み出している。

　執事服に身を包んだ老人は、騎士に囲まれているからか、なおさら小柄に見えた。いや、それよりも。

　アルフォンス。

　間違いない。現オルデンベルク伯の名だ。

「ッ、あ……」

　思わず声を漏らしたイゾルデを挟み、両者の視線がぶつかり合う。

　……自分越しに睨み合わないでほしい。強烈な居心地悪さと緊張を覚えたイゾルデだったが、同時に、彼女は先ほども覚えた妙な違和感に再び襲われる。

　オルデンベルク伯爵は、ゆっくりと崖を離れて足を進めてくる。その視線は、なおも老齢の執事と騎士たちに向いたきりだ。

　一歩、また一歩──実際には、彼は護衛たちの元へ向かっているだけなのだろう。とはいっても、立ち位置の都合上、イゾルデの目にはどうしても自分の傍へ寄られているように映ってしまう。

　緊迫した空気と、騎士たちからひしひしと伝わってくる〝ところでお前はなんなんだ？〟と言わんばかりの視線が、鋭くイゾルデを貫く。

　どちら側にも動けない彼女が眩暈に震えると同時、その細腕が唐突に引かれた。

「え？」

　つい声が出た。イゾルデの腕を掴んだのが、いつしか彼女の隣まで歩み寄っていたオルデンベルク伯爵本人だったからだ。

　腕を取られただけでは終わらず、少々強引に引っ張られる。足場の悪い道を長時間歩いて疲弊したイゾルデの足は、堪らずふらふらともつれてしまう。

　呆然と隣を見上げたイゾルデにはなにも言わず、オルデンベルク伯爵は、執事たちに向かってはっきりと告げた。

「近寄らないでくれ。一歩でも寄ったら」

　──この人と、ここから飛び降りる。

　極めて冷静な声だった。そのせいで、危うく話の内容を聞き流すところだった。

　一拍置いてから、イゾルデの背が派手に跳ねる。

「は……!?」

「話を合わせて」

　身を屈めた伯爵は、騎士たちに聞こえない程度の囁きをイゾルデに落とした。だが当のイゾルデは、すぐさまその言葉に従えるほど冷静ではいられない。

「むっ、無理です……わ、わ、私は死にたくな……」

　視線を泳がせながら零し、そしてイゾルデは目を瞠った。

　死にたくない？　死ぬために、わざわざここを訪れたはずなのに？

（ど、どうしてでしょう……おかしいです）

　困惑に溺れた彼女は、またも眩暈に襲われてしまう。

　そんなイゾルデの腰を、男の腕が強く抱き寄せる。彼女が動かなくなったことを、まるで好都合だとでも思っているかのような所作だった。

　微動だにしなくなった騎士たちへ、オルデンベルク伯爵はなおも続ける。

「この岬は心中の名所だったな？　許されない恋に落ちた男女……私たちもそうだと言ったらどうする？」

　あまりにも堂々とした口調だったせいで、イゾルデの反応は大いに遅れてしまう。

　この状況で、しかも行きずりの女を巻き込みながら……一体どういうつもりなのか。執事も騎士たちも、見るからに困惑している。

　ぽかんと口を開けたきり、イゾルデは隣の男を見上げた。相手もまたイゾルデを見下ろし、ふたりの視線がかち合う。

　男の灰がかった青い瞳に、図らずもイゾルデの目は釘づけになってしまう。

　彼の瞳は、崖から眼下を見下ろしたとき目に焼きついた、絶壁に打ちつけられる波の色に似て見えた。激しい飛沫を上げては濁る水、それでいて澄みきった静寂も連想させるような、不思議な色だ。

　男の瞳をじっと凝視するイゾルデへ、彼は口元を緩めて微笑みかけた。

　場違いなほど穏やかな微笑みだ。見開いた目はすっかり乾ききっているのに、イゾルデは瞬きすら忘れて彼の顔に見入ってしまう。

　再び騎士たちに視線を向けた伯爵は、一層声を低めて告げる。

「王城に断りの連絡を入れてくれ。そうしてくれたらそちらに戻る、……どうする？」

　王城。その言葉が、妙にイゾルデの耳に残る。

　苦渋を滲ませた執事が「かしこまりました」と深く頭を下げるさまを、イゾルデはただ呆然と見つめるしかできなかった。







第２章 嘘を恐れる伯爵は刷り込み愛に溺れる








　アルフォンス・オルデンベルクは人の顔を識別できない。正確には、嘘をついた経験のある者の顔を。

　人は、齢を重ねれば重ねるほど、嘘も重ねていく生き物だ。

　人を騙す嘘、誑かす嘘、保身のための嘘、楽しませるための嘘、誰かを守るための嘘──理由はともあれ、人が人である以上、ひとつも嘘をつかずに生きるのは不可能に近い。ゆえに彼は、生前の親の顔さえ肖像画や写真でしか見たことがなかった。

　黒く歪んで見えるのだ。しかも、その歪みは徐々に深くなっていく。

　対象は生きた人間だけで、また〝嘘をつくこと〟が歪みのきっかけになる。アルフォンスがそう悟ったのは、彼がまだ幼い頃、目の前で嘘をついた人物の顔が、その瞬間にぶるりと黒く霞みを深めたときだった。

　両親に訴えると、彼らは大いに嘆き悲しみ、それは祖先が抱えていた呪いだと口にした。血族の中には、稀にそれを受け継いで生まれ落ちてしまう者がいるのだと。

　両親は七年前、アルフォンスが十七歳のとき、馬車の事故に巻き込まれて他界した。

　その頃の彼には、父も母も、顔どころか全身までもが汚泥のように歪んで見えていた。だが、損傷した部位をおおよそ修復されて柩に収まった彼らは、ようやくアルフォンスの目に人の形として映った。生きた人間ではなくなったからなのだろう。

　オルデンベルク伯爵家は、古くから、鉱石──主にアメシストの産地として知られるオルデン領の領主を担ってきた家だ。国王からの信頼も厚い。

　優れた領主であった父親の影響もあってか、アルフォンス自身も王に気に入られていた。王の末娘であるカサンドラ王女との結婚を促されてしまう程度には。

　アルフォンスが初めてカサンドラと相対したのは、彼の爵位継承式の当日だ。

　当時まだ十歳だったカサンドラは、すでに全身が真っ黒だった。人の形を成していない黒い泥が、豪奢なドレスを着て歩いている……つまるところそれは、彼女が稀代の大嘘つきだという証明だ。

　齢を重ねた狡猾な老人と同等、もしくはそれ以上の見え方だった。本人を前に悲鳴をあげずに済んだことを褒めてもらいたいくらいだと、アルフォンスはいまだに思ってしまう。

　あんな泥と結婚なんて冗談じゃない、と生唾を飲み込んだ彼は、両親の死後間もないことを理由に断った。ところが王も簡単には折れず、娘が成人するまでアルフォンスが独り身だったらそのときは、と強引に約束を取りつけられてしまった。

　七年、アルフォンスは王の心変わりに期待し続けた。

　民には公表していないものの、王には当時から認知機能の衰えが見え始めていたようだ。現に数年前から、政事的な実権の大半が王太子のヒルデベルトに移っている。

　とはいえその件に関してだけは、わざとなのかと疑わしくなるほど意固地だった。間もなく七十五歳、十分高齢と言って良いだろう王は、良く言えば恩義に厚い、悪く言えば古い価値観が根づいている人物だ。若くして両親の不幸に見舞われたアルフォンスの力になりたい──そんな思いを、愛娘との縁談という形以外には表せなかったのかもしれない。

　ただ月日の経過を待っているわけにもいかず、悪い噂のない、もっとはっきり言うなら嘘をついたことのなさそうな令嬢を、こっそり家臣に探させもした。

　だがどの娘も、アルフォンスと顔を合わせたその席でなにかしらの嘘をつき、最初から不鮮明だった顔をさらに黒く霞ませた。裏表のなさそうな娘も、優しそうな娘も、純朴そうな娘も、皆。

　目の前で嘘をつかれて歪まれるのが、他のなにより耐えられない。

　自分は生涯、妻を、そして家族をもうけられないだろう。五度目の縁談が白紙となった瞬間、アルフォンスはそう悟った。

　その後は無為に時が過ぎるばかりで、彼が二十四歳になった今年、とうとうカサンドラ王女は成人を迎えることとなった。

　彼女の誕生日には、毎年盛大なパーティーが開かれる。成人を迎える今年はなおのこと、贅の限りを尽くした祝宴が催されるのだろう。

　一度王城に出向いてほしいと、アルフォンスの元へ王室から便りが届いたのは七日前。もう逃げられないと極限まで追い詰められた結果、王城へ向けて出発するその日の朝、彼はつい魔が差してしまった。

　死ねばこの苦痛から解放されるのではないか、と。

　誰も信用できない。信頼できる家臣は数える程度、その数名だって完全に顔が見えるわけではない。嘘つきが恐ろしくて、社交の場に顔を出すどころか外出ひとつままならない。

　領主の務めに加え、鉱山主として精錬や加工の工程にも携わっている以上、彼の仕事は多岐にわたる。クライアントと顔を合わせてのやり取りを避けたり、家臣に任せたりして、これまではなんとか乗り切ってきたつもりだ。だが、それだって限界はある。

　こんな碌でもない枷を生まれながらに嵌められ、なぜこれ以上必死に生きていかなければならないのか。長生きしたところでなにが得られるとも思えない。

　──それならば、いっそ。

　アルフォンスが突発的に向かった先は、いわくつきの断崖絶壁・エルプセ岬だ。心中や飛び降りの名所として有名なそこは、幸い、海と鉱山のちょうど間の丘に建つオルデンベルク邸からさほど離れていない。

　足がつかないよう、明け方のうちから歩いて向かうことにした。

　丘を下り、碌に整備されていない海沿いの荒れ地を抜け……もう間もなく目的地だと、彼が一心不乱に崖の上を目指していた、そのときだった。

『お待ちください』

『ここはよろしくないかと思います』

　……自暴自棄になって訪れた死地に、まさかこんな出会いが待っていたとは。

　馬車の中、アルフォンスは対面の女性をまじまじと見つめる。

　この謎の呪いを解く手段は、家に残るどの記録を紐解いてみても見つからなかった。祖先の代から引きずっている呪いだというにもかかわらず。

　幸運にも呪いを引き継がなかった父、そして母も、血眼になって探してくれた。もちろん自分でも探した。だが駄目だった。

　ただ、目の前で起きている現実だけがすべてだった。それなのに。

『死のうと考えてここを訪れた者、ですが』

　肖像画でも写真でもない生身の女性が、焦った顔で喋っている。

　腰近くまで伸びた亜麻色の髪が海風に煽られて乱れる、その毛先まで鮮明に見えた。髪だけではない。顔の輪郭も、鼻の形も、耳も、口も……小さな唇がわずかに荒れている、そんな細かな様子まで、すべて。

　中でもアルフォンスの目が釘づけになったのは瞳だ。大きく開いた目の奥でしっとりときらめく淡い紫色。最高純度のアメシストと同じ、あるいはそれ以上の輝きを湛えた瞳。他人の瞳に色を見出すのは初めてだった。

　──この人は自分の目に、生きたまま、人の形で映っている。

　どんな理由であの岬を訪れたのかは知らないが、今日、彼女があそこで死なずにいてくれて良かった。うかうか鮫の餌になどさせてはいられない。

　自死の名所で出会った、唯一無二の救世主──失うわけにはいかない。絶対に。

　居心地が悪そうに深く俯く娘を、アルフォンスは一瞬たりとも目を逸らすことなく見つめ続けていた。





　　　　　＊






『許されない恋に落ちた男女……私たちもそうだと言ったらどうする？』

　堂々とした彼の発言を思い返し、イゾルデは眉をひそめた。

　早くに先代を喪い、若くしてオルデンベルク伯爵家を継いだのが、先代伯の一人息子アルフォンス・オルデンベルク。人嫌いで有名な人物だ。

　没落貴族の娘であるイゾルデの耳にも、彼の噂は届いている。まさか、あんないわくつきの場所で出会ったのがその人嫌い伯爵本人で、しかもこうして同行を命じられてしまうとは。

　彼に手を引かれるまま、イゾルデはオルデンベルク邸へ向かう馬車に乗せられた。

　ふたりきりの馬車の中、向かい合って座った伯爵は、馬車の揺れにも負けず、一瞬たりともイゾルデから視線を外さなかった。

　自分のなにが彼の関心をそこまで掻き立てているのか、イゾルデには露ほども想像がつかない。じっと凝視され、途中からは深く俯くことで相手からの熱視線に耐えた。

　ほどなくして、馬車はオルデンベルク邸に到着した。

　居室へ案内される間も、アルフォンスはイゾルデの手を放さなかった。出迎えに並んだ使用人たちの〝ところでお前はなんなんだ？〟という視線が、とにかくイゾルデの全身を突き刺してやまなかった。

　──そしてそのまま応接間へ通され、今に至る。

「伯爵様。その、どうして私をお連れになったのでしょうか」

　振る舞われた茶に手をつける気にもなれず、イゾルデはおずおずと問いかけた。

　一方で、正面に腰かけたアルフォンスは、なおもイゾルデの顔を凝視したきりで答える。

「帰る場所、なかったでしょう？」

「……家はありますが」

「遺書は置いてきてないの？」

「……置いてきました……」

「ならすぐには帰りにくいよね？」

　……確かにそうだ。反論の口はあっさり鈍ってしまう。

　家に帰ったところで針の筵だ。遺書まで置いてきたにもかかわらず、すごすごと帰宅しようものなら、両親はすぐにもイゾルデを婚約者の元へ送り出すに違いなかった。他の女を孕ませたと知られてなお悪びれもしなかった最低の婚約者、ヨルンの元へ。

　両親のこともヨルンのことも、できればしばらく放っておきたい。特に両親には、まとまった生活資金まで残してきた。彼らがすぐさま困窮する心配もまずない。

（……いっそ、このお屋敷で働かせてはもらえないでしょうか）

　イゾルデの脳裏に、ふとそんな考えが浮かぶ。

　十一歳からの六年あまり、イゾルデは貴族の家で下働きをしていた。三年前、国の騎士団に所属していた父が怪我をして引退を余儀なくされ、それを機に暇をもらって生家へ戻った。以降は、内職をしながらほぼすべての家事を担ってきた身だ。

　下働きでもなんでもいいから、ここで雇ってもらえたら。

　考えてみれば、馬車の中でもこの屋敷に到着してからも、見つめられては目を逸らしてばかりで、まだ名乗ってさえいなかった。

　意を決したイゾルデは、おもむろに立ち上がって一礼する。

「改めまして、このたびはお招きをありがとうございます、オルデンベルク伯爵。フォルスト男爵家の長女、イゾルデ・フォルストと申します」

　強烈な視線を受け止めながら、イゾルデは深々と礼をしてみせる。

　彼女を凝視したままの男が、イゾルデ、と音を確認するかのように唇を動かした。

「こちらこそお会いできて光栄だ、イゾルデ嬢。あのような場所で出会った人が、まさか貴族のご令嬢だったとは」

　物騒な岬にいたことを咎められた気分だったが、続いた彼の言葉に、そんな気も一瞬で吹き飛んでしまう。

「本当に信じられない。こんなにはっきり見えるなんて」

「……え？」

「人の顔をきちんと見るのは初めてなんだ」

　思わぬ告白を前に、イゾルデは目を見開いて固まった。

　……どういう意味だ。今日だけでも、彼は多くの騎士や使用人たちに取り囲まれていたのに。

「それ、は……どういう」

　困惑とともに尋ねた彼女へ、アルフォンスはああ、と口元を緩めて笑う。

「嘘つきの人間の顔が、僕の目には映らなくなるんだ。祖先が受けた呪いを受け継いでしまったらしくて、物心がついた頃にはすでにこうだった」

　は、と声が零れ、イゾルデは慌てて口を覆う。

　目の下のくまも青白さも、彼の顔は岬で出会ったときとなにも変わっていない。だが、機嫌は明らかに良くなっている。

　右の目尻に覗く泣きぼくろが微かに動くさまを見て、イゾルデはつい彼の顔に見入ってしまう。いまさらながら、直視が憚られるほどに美しく整った顔だ。

「嘘をついたことのない人間なんて、まずいないだろう？」

「は、はい」

「だから、ほとんどの人の顔がまともには見えない。声でなんとか識別してるだけ……歪んで見えるんだ、黒い泥みたいに」

　泥、と鸚鵡返ししたイゾルデは、それきり言葉を失ってしまった。

　ひどい場合には、顔のみならず全身まで真っ黒に歪んで見えるらしい。貴族は特にそうした例が多く、そのせいで、アルフォンスは人の集まる場へ出向けずにいるという。

　絶句したイゾルデを前に、「でも」とアルフォンスは続ける。

「あなたの顔ははっきり見える。鼻筋も、目尻も、唇も、顎の形も……これが自分以外の人の顔……」

　呟きながら、彼は静かに立ち上がった。それからゆっくりとイゾルデの傍へ歩み寄り、彼女の隣に腰を下ろす。目の前にいるイゾルデの存在をまだ信じきれていないような、おそるおそるといった仕種に見えた。

　急に距離を縮められたイゾルデは息を詰めたが、アルフォンスは彼女の困惑などお構いなしに、やわらかな頬を目指して指を伸ばしてくる。

「っ、あの……」

　顔の輪郭を確かめるように触れられ、イゾルデは不覚にも胸を高鳴らせてしまう。

　男性から顔に触れられるのは初めてだ。壊れ物にでも触れるかのような、丁寧な触れ方だった。

　婚約者のヨルンさえ、こんな優しい触れ方をしてきたことは一度もなかったのに。

（お、お、落ち着かなければ……）

　頬に触れる彼の指をやんわりと外し、身を引いて距離を取りながら、彼女は胸の高鳴りをごまかすように声を張り上げる。

「ど、どなたの顔であってもそうなのですか？」

「ああ。両親の顔も見たことはないんだ、死体になってしまうまではね」

　死体。その言葉が生々しく耳を掠め、イゾルデの喉が乾いた音を立てる。

　先代のオルデンベルク伯は、数年前、夫人とともに事故死しているはずだ。アルフォンスの両親は、生きた嘘つきから物言わぬ亡骸に変わった。だからそれ以降、アルフォンスの目にも彼らの姿が映るようになった、ということか。

　嘘をついた人間の顔が識別できなくなっていく──そんなことが現実に起こり得るだろうか。にわかには信じられない。

　疑いの眼差しを悟られてしまわないよう、イゾルデは、相手の目から喉元へ視線を移しつつ尋ねる。

「では、ご自分のお顔は？」

「鏡を通せばおおよそは見えるよ。少し歪んではいるけど」

「……あ……」

「この体質を自覚してからは、一度も嘘をついてこなかったから」

　自覚して以降は嘘をついていない……嘘をつけばその瞬間に自分自身の顔さえも歪む、だから恐ろしくてつけなくなった、という意味か。とはいっても、今の口ぶりからすると、自分の顔さえももう細部までは確認できないのだろう。だが。

「ええと……先ほど嘘、ついてらっしゃいませんでしたか？　許されない恋に落ちたとかなんとか……」

　ついつい不躾な口ぶりになってしまったが、イゾルデは尋ねずにはいられない。

『許されない恋に落ちた男女……私たちもそうだと言ったらどうする？』

　違う。過去に見かけたことこそあっても、彼とは明らかに初対面だ。イゾルデの喉がこくりと鳴る。

　ところが、当のアルフォンスは不思議そうに小首を傾げるばかりだ。

「いや、あれは嘘ではないよ。これから現実になることだ」

「はい？」

「もちろん『許されない恋』ではなくするけど」

　当然のように答えられ、イゾルデは二の句を継げなくなってしまう。

　目を瞠ったきり固まった彼女の手へ、間を置かずに長い指が触れる。

「それにしても、初対面なのにこの話をすんなり信じてくれるなんて、あなたが初めてだ。優しいね」

「っ、あ……」

　実際にはまだ信じたわけではないのだが、まっすぐな相手の瞳に罪悪感を擽られ、イゾルデは咄嗟に言葉を返せない。

　再び頬を撫でられ、彼女は派手に目を泳がせてしまう。

　じろじろと相手の顔を直視するのは憚られる。アルフォンスの顔が、眩暈がしてくるほど美しく整っているからという理由もあるにはあったが、それだけではなかった。

　自分以外の生きた人間の中で、まともに顔が見えるのは現状イゾルデのみ──だからアルフォンスはこうして彼女に固執している。

　きっと彼は、イゾルデという個人を求めているわけではない。まっとうに生きるため、目の前の人間に縋りつくしかない状況に置かれているだけなのだろう。そう思うと途端に居た堪れなくなる。

（それにしても、どうして私は彼の目に映っているのでしょう……）

　堪らず、イゾルデは首を傾げてしまう。

　この二十年、彼女は嘘をつかずに生きてきたわけではまったくない。謎の呪いに苦しむアルフォンスに、どういう仕組みで自分の顔だけ見えてしまっているのか。

　困惑に表情を歪めたイゾルデの頬を、アルフォンスの指が優しく撫でる。

「イゾルデ。あなたは僕にとって特別な人だ」

「……伯爵様」

「あなたが傍にいてくれたら、僕はやっと普通の人間らしく生きられる。だからそうしてくれないか？　岬で、あなたも『死にたくない』って言ってたじゃないか」

　最後には訴えかけるように告げられ、イゾルデの肩がぎくりと跳ねた。

　……そうだった。あんな場所へ向かったのは死ぬためだったはずなのに、あの瞬間、ついそう口走ってしまった。

　だが、あれこそが本心だ。

　ヨルンの不貞や無礼な態度、そして両親の無理解がなければ、自分だってなにも進んで死にたいとは考えなかった。さまざまな要因に追い詰められた結果、まともな考えを巡らせられなくなっていたのだ。

　黙り込んだイゾルデの手を取り、アルフォンスは彼女の耳元で囁く。

「僕も同じだ。死にたくなるほどの悩みが消えてなくなるなら……鮫の餌になるよりもまともな未来を思い描けるなら、僕だって死にたくない。だから」

　じっと見つめられ、イゾルデは彼から目を逸らせなくなる。

　波打ち際の青。激しさと穏やかさが同居する不思議な色の瞳に、今にも吸い込まれてしまいそうだ。

「ああ、大事なことを訊き忘れてた。あなたは未婚？　もしかして結婚してる？」

「っ、し、しておりません。まだ……」

　とんでもない男の元へ無理やり嫁がされるところだったから死んで逃げようとした、とまでは伝えきれないイゾルデへ、アルフォンスが穏やかに笑いかける。

「良かった。もし伴侶がいるなら、まず別れさせるところから始めなきゃいけなかった」

　安堵を滲ませたアルフォンスは、イゾルデの髪をひと房手に取り、そこへ唇を寄せた。

　甘やかな仕種だが、話の内容は異常だ。別れさせる……恐ろしいことを平然と口にする。ぞくりと寒気に襲われたイゾルデは、やんわりと話の矛先を変える。

「恐れながら……フォルスト家は男爵家です。それに最近はすっかり傾いておりまして、オルデンベルク伯爵家には到底釣り合わないかと」

「そうかな。僕はあなたが平民じゃなかっただけでも十分幸運だと思う」

「で、ですが……」

「それに、仮に平民だったとしても手段がないわけじゃない。どうとでもできるよ」

　囁いたアルフォンスの目は、冗談を言っている人のそれには見えない。

　先ほどの〝既婚なら別れさせる〟という発想も含め、彼は本気なのだ。

「岬では『なんで死んでないの』なんて訊いてごめんね。あなたはどうしてあそこに行ったの？　あなたみたいに優しい人が……そんなにつらいことがあった？」

　顔を覗き込まれ、イゾルデは息を詰めた。

　俯いて相手の視線を遮ったものの、彼は質問を撤回しない。諦念を滲ませ、イゾルデはおずおずと口を開く。

「……心ないことを、言われたり、されたりしてしまって」

「それはひどいね。誰に？」

「……両親、と……」

　婚約者、と伝えてしまっていいのか迷う。

　ヨルンを自分の婚約者として説明したくない。だが、両親はそうは考えていないはずで、体面的にはイゾルデは今もヨルンの婚約者だ。きちんと死ねなかった以上は。

　口ごもったイゾルデの躊躇を察したのか、それ以上の返答は必要ないとばかり、アルフォンスはそっと彼女の手を握る。

「この屋敷では、誰もあなたを傷つけない。約束しよう」

「……あ」

「傍にいてほしい。ほしいものがあったら言ってくれ、すぐに用意させる。部屋も、ドレスも、アクセサリーも、靴も……あなたが望むならお金でも宝石でも鉱山でも、なんでも」

　鉱山──話の規模がどうかしている。イゾルデは堪らず生唾を飲み込んでしまう。

　そんな彼女の困惑など見えていないとばかり、握った手に力を込め、アルフォンスはうっとりと目を細めて囁いた。

「僕らが出会えたのは、きっと運命だ。どうか僕と結婚してほしい」

　左手の甲に口づけられ、イゾルデは途方に暮れてしまった。

　馬車内から続く熱視線、簡単に詰められた距離、断りもなく触れてくる指──ようやく納得する。彼の言動はどれも異様に大胆だ。その理由は、はなから結婚を前提としているからだったのだ。

　貴い身分の男性に、出会ったその日に求婚されるなどというできごとが、まさか自分の身に降りかかるとは……ぽかんと口を開けたきりで頬を染めたイゾルデを横目に、アルフォンスは思案げに拳を口元に添えた。

「そうだな。遺書の件もあるし、あなたのご両親にはしばらく事情を伏せておこうか……ああ、でも陛下にはお伝えしないと」

「へ、陛下……国王陛下にですか!?」

「ああ。末の王女との縁談を白紙にしてもらわないといけない」

「縁談!?」

　悲鳴じみた声をあげたきり、イゾルデは言葉を失ってしまう。

　とんでもない話になってきた。末の王女……カサンドラ王女だ。イゾルデのような者の耳にも届くほど、カサンドラは絶世の美女として名高い。

　青褪めるイゾルデとは対照的に、アルフォンスは神経質そうに親指の爪を噛む。

「カサンドラ王女は大嘘つきでね。まだ成人もしていないのに、何年も前から顔どころか全身が真っ黒なんだ……おぞましい。あんな嘘つきと結婚させられるなら死んだほうがましだ、だからあの岬に向かった」

　嫌悪に顔を歪ませたアルフォンスは、両腕で自分の身体を抱き締めて身震いしている。

　文字通り〝死ぬほど嫌だった〟ということか。彼自身が望んだ縁談ではまったくなさそうだ。

「あんな場所からひとりで飛び降りるしかないくらいに追い詰められてたんだ。お願いだ、イゾルデ……あなたが隣にいてくれないと、僕は」

　いつしかアルフォンスはイゾルデの手を取り、胸の前で握り締めていた。

　祈りでも捧げているような仕種だ。中途半端に途絶えてしまった彼の声が、イゾルデの頭の中で延々と繰り返される。

　……僕は、に続く言葉はなんだ。〝生きていけない〟だろうか、あるいは〝また死にたくなる〟だろうか。熱烈な愛情表現というよりは、もう後がない人間の切実さをより強く感じる。

　刷り込み──イゾルデの頭に、ふとそんな言葉が浮かんだ。

　雛鳥が親に縋るしかないように、アルフォンスもまた、イゾルデに縋るしかないのかもしれない。きっと彼は今、この広い世界でたったひとりぼっちだったところに、ようやく仲間を見つけた状態なのだ。

「僕に嘘をつかないで。あなたにそうされたら、僕はもう生きていけない」

　ひゅ、とイゾルデの喉が鳴る。

　生きていけない……先刻は想像を巡らせただけだったが、今度は実際に言葉にされてしまった。

「……あの、伯爵様」

「そんな他人みたいに呼ばないで。死にたくなる」

　……これでは脅しと変わらない。今度こそ派手に顔を引きつらせたイゾルデの瞳に、相手の目の下に深く刻まれたくまが鮮明に映り込んでくる。

　その目元を見ていたら、自分が悪いことをしている気分になる。身分差もなにもかも忘れ、イゾルデは苦虫を噛み潰したような表情を浮かべてしまう。

「もしあなたの顔が、他の人たちと同じように歪んで見えなくなったら……想像するだけで気がふれそうだ」

　両手でイゾルデの手を包み、呻くように吐き出した彼を、イゾルデは言葉もなく見つめ続けるしかできない。

　歪んで見えなくなる、というアルフォンスの発言が、彼女の胸に重く圧しかかる。

　自分の両親の顔すら、彼らの死後にしか見ることの叶わなかった、かわいそうな人。縋るようなアルフォンスの表情を見つめながら、イゾルデの胸に深い同情が浮かぶ。

「イゾルデ。あなたはただ、嘘をつかずに僕の傍にいてくれればそれでいい」

　そっと頬を撫でられ、イゾルデはそれきりなにも答えられなくなってしまい──ちょうどそのときだった。

　ドアをノックする音が響き、イゾルデははっと我に返る。

「っ、あ……」

　反射的に身を引き、彼女は分かりやすくアルフォンスから距離を取ってしまう。

　その反応が面白くなかったのか、不機嫌そうに眉を寄せた後、アルフォンスはドア越しの相手へ「入れ」と雑に投げかけた。

　失礼いたします、と入室してきたのは、先ほど岬でも見かけた老執事だ。

「お話し中のところ申し訳ございません、アルフォンス様。ご用命の通り、今後はイゾルデ様をアルフォンス様と同等に扱うようにと、今ほど使用人全員に周知を徹底して参りました」

「ああ。ご苦労だった」

「え!?」

　深々と頭を下げて告げた執事を、イゾルデは目を見開いて凝視してしまう。

　報告している本人も、その報告を聞いているアルフォンスも、極めて平然としている。驚きの声を張り上げたのはイゾルデだけだ。

「そ、それはどういう……」

「当然でございます。イゾルデ様は、我が当主が心中を図ろうとするほどに渇望されている方なのですから」

　皺を深めて微笑む老執事を見つめたきり、イゾルデは今度こそ絶句してしまう。

　エルプセ岬での一連は、誰がどう見ても単なる茶番でしかなかったはずだ。なにせイゾルデとアルフォンスはほぼ初対面。身分も釣り合っていない。

　たまたまあの場に居合わせた没落貴族の娘──おおかた、自害のために岬を訪れ、偶然アルフォンスと鉢合わせたとでも思われているのだろう。そして実際にその通りだ。

　どうして、と訝しんだ次の瞬間、イゾルデの脳裏に先ほどのアルフォンスの言葉が蘇る。

『この屋敷では、誰もあなたを傷つけない。約束しよう』

　……そうか、と彼女は悟る。

　つまるところ、すでにそういうことに仕立て上げられた後なのだ。

　この老執事は、今『ご用命』と言った。アルフォンスとイゾルデが先ほど話し込んでいた頃、彼は、同時進行で使用人たちへ主からの命令を伝えていたということだ。

「改めまして、イゾルデ様。私は執事のユルゲンと申します。この後、イゾルデ様にお屋敷をご案内させていただきたく」

「は、……はい。よろしくお願いします」

　穏やかに微笑みかけられ、イゾルデは思わず立ち上がって頭を下げた。

　そんな彼女と老執事を、アルフォンスはいかにもつまらないものを見るような目で眺めている。座ったまま、イゾルデの手を強く引いて彼女を再び座らせた後、アルフォンスは相変わらず不機嫌そうな声でユルゲンに告げる。

「案内なら僕ひとりでもできるが？」

「もちろんでございます。ただ、私が坊ちゃまの未来の奥様にご案内差し上げたいだけ……老いぼれの我儘と思って何卒お許しを」

「……ふん」

　未来の奥様なる言葉に反応するよりも先に、イゾルデは『坊ちゃま』というユルゲンの気安い呼称に気を取られた。

　アルフォンスも特に否定しない。どうやら、ふたりは気の置けない間柄らしい。岬でも、アルフォンスは現れた騎士たちにというより、ユルゲンの存在にこそ反応していたように見えた。

　一見した限りでは好々爺といった印象しか受けないが、ユルゲンの目は、ときおりイゾルデをじっと注視している。堪らず、彼女は緊張に背筋を震わせてしまう。

「それではご案内いたします。参りましょう」

　ユルゲンの嗄れ声に頷き返しつつ、イゾルデはそっと生唾を飲み込んだ。







　屋敷を案内されている間も、アルフォンスは終始イゾルデの傍を離れなかった。

　まるで親鳥について回る雛鳥だ。四つも年上の、それも自分より遥かに身分の貴い相手に対して巡らせて良い想像ではない──そんなことは百も承知だが、イゾルデの頭にはどうしても生まれたてのヒヨコが思い浮かんでしまう。

「……それにしても驚きました。あなた様が、あのフォルスト家のご令嬢とは」

　案内が終盤に差しかかった頃、ユルゲンはふと歩みを止めてそう零した。

　なまじ独り言じみた口ぶりだったために、イゾルデは「え？」と怪訝そうな声をあげてしまう。

　……あのフォルスト家、という言い回しが気に懸かる。

　ユルゲンに合わせてイゾルデとアルフォンスも足を止め、回廊には短い沈黙が落ちた。それを、ほどなくしてユルゲンの声が遠慮がちに裂く。

「かれこれ三十年以上前の話ですが、その……フォルスト家の先代の当主とお会いしたことがあるものですから」

　思わぬ話を切り出され、イゾルデは目を瞠った。

「先代……祖父、でしょうか？」

「ええ。その通りです」

　頷くユルゲンを見つめながら、イゾルデは派手に背を強張らせていた。

　祖父はフォルスト家を傾けた張本人だ。彼が作った多額の借金を返し終えたのは、父に代が移ってからだと聞いている。

　決して褒められた経歴を持っていなかった祖父が、名家の執事であるユルゲンと、一体どんな理由で顔を合わせたのか。今のユルゲンの口ぶりから考えると、親しい関係にあったとは思いがたい。彼の表情も見るからに複雑そうだ。

　祖父の素性を知っている相手──もしかしたら警戒されているのかもしれない。イゾルデの背筋を冷たいものが滑り落ちていく。

　一方のユルゲンは、なおも遠慮がちに続ける。

「あの手紙は、フォルスト家にまだ遺っているのでしょうか」

　おずおずと尋ねられ、身構えていたイゾルデは一瞬言葉を拾い遅れてしまう。

（あの手紙……？）

　なんの話だ。思い当たる節がない。

　目を見開いたきり、イゾルデは考え込むように床へ視線を落とす。逡巡してみたものの、やはりユルゲンの質問の意味を噛み砕ききれない。

「……『あの手紙』とは？　祖父が、なにかユルゲンさんにお渡ししたのですか？」

　小首を傾げて尋ねるイゾルデを一瞥したアルフォンスもまた、彼女の隣で怪訝そうに執事を見つめるばかりだ。

「ユルゲン。イゾルデが困っている、……さっきからなんの話だ？」

　低く尋ねる主の声に、ようやく我に返ったらしい。はっと目を見開いた後、ユルゲンは穏やかな笑みを浮かべ直してから首を横に振った。

「ああ、申し訳ございません。齢を取ると、どうも記憶が曖昧になってきて……私の思い違いでしょう。今の話はどうかお忘れになってくださいませ、イゾルデ様」

　皺の奥に目を潜らせて笑うユルゲンの口調は、明らかになにかをごまかすようなそれだった。そのせいで、イゾルデは余計に彼の質問が気に懸かってしまう。

『あの手紙は、フォルスト家にまだ遺っているのでしょうか』

　三十年以上前。祖父。手紙。自分の知らないフォルスト家について、ユルゲンはなにか知っているのだろうか。

　訝しさを拭いきれずじまいではあったが、ユルゲンが再び歩き始めたため、イゾルデもまた、遅れないようにと意識して足を動かし始める。

　やがてユルゲンは、あるドアの前でひたりと足を止めた。

「イゾルデ様のお部屋はこちらです。不足がございましたら、なんなりとお申しつけください」

　案内の最後、ユルゲンは穏やかに微笑んでみせた。その表情には、イゾルデの祖父について語ったときの、なんとも言えない複雑そうな気配はもう宿っていない。

　一方で、先ほどの話と執事の態度が気に懸かったのか、アルフォンスはまたも不機嫌そうに口を開く。

「今日は随分よく喋るじゃないか。どうした？」

「ほほ、失礼しました。久しぶりに客人をお招きできて、少々浮かれてしまったようです」

「……後は僕が伝える。下がっていい」

　短いやり取りを終え、かしこまりました、とユルゲンはふたりに一礼してから踵を返した。

　背を向けられる直前、ほんの一瞬ではあったが、イゾルデの目にはユルゲンの表情がまたも少し考え込むようなそれに見えた。

　つられて考え込みそうになったところで、アルフォンスがイゾルデの手を強く引いた。

　あ、と足をもつれさせかけたイゾルデは、たった今案内されたばかりの部屋の前から立ち去ろうとするアルフォンスへ、目を丸くして問いかける。

「あの、お部屋はこちらなのでは……」

「ああ。でもあなたはこれからずっと僕と一緒に過ごすから、ここに加えて僕の部屋もあなたの部屋になる」

　平然と伝えられ、イゾルデは言葉を失ってしまう。

（どういう……ことでしょう……？）

　意味の咀嚼に時間がかかる。

　イゾルデとアルフォンスの常識は、明らかに懸け離れている。身分の差を考えれば当然なのかもしれないが、相手の考えについていくだけでひと苦労だ。

　ほとんど引きずられるようにして、イゾルデは彼に手を引かれるまま足を動かした。





　　　　　＊






　イゾルデがオルデンベルク邸に身を寄せて三日も経たないうち、彼女の衣食住に関わるすべてはすっかり整っていた。

　家具、調度品、衣服、アクセサリー……身ひとつで訪れたイゾルデのために用意されたどれもが、彼女が生家で暮らしていた頃の私財とは比較にならない高級品ばかり。イゾルデの困惑は深まる一方だ。

　ユルゲンの報告通り、この三日、屋敷の誰もが申し合わせたようにイゾルデを丁重に扱い続けている。ユルゲンをはじめ、エルプセ岬に現れた騎士たちは皆、アルフォンスがイゾルデを〝愛する女性〟として扱ったことを茶番だと知っているはずなのに。

　この扱いは、明らかに行きすぎている。

　アルフォンスが過去にこれほど固執した人間はいない……事情を踏まえるならそれは事実なのかもしれないが、それでも、イゾルデにはすべてが常軌を逸しているように思えてならない。

　──そして、来訪から三日目の夜。

「イゾルデ。おいで」

　寝室を照らすのは、ランプのほのかな明かりだけだ。そんな中、今日もまたアルフォンスはイゾルデに手を伸ばす。

　拒絶は許されていない。おとなしく手を取り、イゾルデは彼とともにベッドへ向かう。上質な布で仕立てられた夜着が立てる衣擦れの音が、彼女を余計に緊張させる。

　この三日、イゾルデはずっとアルフォンスに添っていた。彼の執務中も、休憩中も、食事の時間にも……さらには寝るときも同室だ。しかも室内にベッドはひとつだけ。

　使用人たちも皆そういうことだと察しているのか、いかにも脱がせやすそうな身支度をイゾルデに施し、早々に寝室を辞していく。主がイゾルデを囲っているのだと、屋敷の使用人全員が心得ている。

　入浴中まで、アルフォンスは浴室の傍で待機している。彼がそうしている間のイゾルデと同じように。

　背こそ向けてはいるが、互いに片時も離れない。

『離れている間にあなたの顔まで見えなくなったら、もう耐えられない』

　彼の囁きを思い返し、イゾルデは表情を曇らせた。

　離れてはいけない。離れたら、彼から目を逸らしたら、その瞬間取り返しのつかないことになる。エルプセの崖に躊躇なく向かっていくアルフォンスの足取りを思い返し、イゾルデは息を詰めた。

　初めて顔が見えた人間であるイゾルデに、彼は必死に縋っている。そう思ったらもう見て見ぬふりなどできない。

　元来、イゾルデは情が深い性た質ちだ。自ら命を絶つべく訪れた岬で、思わず人助けのために立ち上がり、相手に声をかけてしまう程度には。

　どのみち自分は死に損ねた身。帰る場所さえない。なら、このままアルフォンスの隣に添っていてもいいのでは──気を抜くとすぐそう考えてしまう。

　娘を働き手や道具としてしか見ていない両親も、最低の婚約者も、この屋敷にはいない。当主に配慮しているだけなのかもしれないが、ここにいる人たちは皆、イゾルデを大切に扱ってくれる。彼女が今までに経験したことのない贅沢な暮らしまで許されている。

　その贅沢を存分に楽しむ余裕は、イゾルデにはない。それでも。

「っ、あ……」

　夜着越しに脇腹を撫でられ、彼女は思わず声を落とした。

　ベッドの上で向かい合って座り、抱き寄せられるでもなく……昨日も一昨日もそうだった。初めてこの屋敷を訪れた日の夜から、ずっと。

　ただ触れられているだけだ。つまり、身体中の輪郭を確認されている。

　腹から少しずつ上に上がってくるアルフォンスの指が、とうとうイゾルデの胸に触れる。堪らず、彼女は派手に肩を震わせてしまう。

『女性の肌を見るのは初めてなんだ』

　初日の夜に囁かれた言葉が蘇り、イゾルデは息を詰めた。

　……他の男性も同じだろうに。結婚でもしない限り、家族以外の女性の夜着姿を見る機会など普通はない。だが。

　イゾルデの喉が不穏に上下する。

　アルフォンスにはきっともう後がない。次に追い詰められれば、彼はまたひとりでエルプセ岬に向かうだろう。

　エルプセの鮫は駄目だ。この綺麗で貴い人が、あんな鋭利な牙にかかってのたうち回って絶命するなんて、想像したくもない。それに命を絶つ方法はひとつではない。首を吊る、毒を飲む、刃物で心臓や喉を貫く──いくらでもある。手段は。

　それを止められたらという、この気持ちもきっと、人よりも厚く生まれ持ってしまった情が煽られた結果なのだろう。

「っ、あ」

　薄く噛み締めた唇を撫でられ、彼女の意識はようやく現実に引き戻される。

　気づけば、夜着の肩紐はすっかり外されていた。胸を顕わにされ、イゾルデはカッと頬を染める。

「ああ、綺麗だ……イゾルデ」

「う、……ぁ……っ」

　やわらかい、と胸を揉みながら囁くアルフォンスの声が、イゾルデの耳の奥を溶かす。

　甘い声に頭が真っ白になる。このまま流されてしまえばいい、他の女を孕ませたヨルンなんかよりずっと優しい人じゃないか、それにアルフォンスは自分を必要としてくれている……そんなふうに、弱い自分が本当の自分をそそのかす。

「あ……ッ!?」

　胸の先端を掠められ、イゾルデは悲鳴じみた声を落としてしまう。

　刺激を受け取ったそこが尖り始める。淫らなその反応を、相手に悟られていないとは思えない。思わず脚を擦り寄せたそのとき、彼女の大腿を硬いものが掠めた。いつしか彼女を抱き締めるように身を寄せていた彼の布越しのそれが、男性の興奮の証だと悟り、ただでさえ赤く茹だっていたイゾルデの頬がさらに熱を持つ。

　だが、アルフォンスは彼女に昂ぶりを押しつけてこない。かといって隠そうとするでもない。

　ああ、今日もそうなんだ、とイゾルデはきつく目を瞑る。

　おそらく彼は、自分自身の欲望に気づいていない。イゾルデの肌を見ながら、触れたり感触を確かめたりすることに集中しすぎているせいで。

「可愛いってこういうことなのかな……人に対して初めて思った」

「ッ、あ、ぅ……」

「可愛い、イゾルデ。本当に可愛い」

　繰り返し囁かれ、イゾルデは耳を塞ぎたくなる衝動に駆られる。

　アルフォンスのお気に入りは胸のようだ。何度も撫で回しては、赤く尖って主張する先端を摘む。はなから結婚する気でいるからか、彼の指には遠慮がない。

　それでいて、肌にも唇にも口づけられることはない。

　ちぐはぐな愛情表現だと思う。そもそもこれは愛情表現なのか、とも。

「使用人たちは皆、ちゃんとあなたに親切にしてる？」

「っ、もちろんです……本当に、良くしていただいて、……あっ……」

「良かった。気に入らない者がいたら教えてくれ、すぐに処分する」

　処分という言葉に、イゾルデはぎくりと肩を震わせた。

「呪いについて知っている者はごく一部だ。急に現れたあなたに、不躾な態度を取る者もいるかもしれない」

『もし伴侶がいるなら、まず別れさせるところから始めなきゃいけなかった』

　さらりと告げるアルフォンスの声が、いつか聞いた彼の声と重なる。

　イゾルデを手の内に留めておくために、アルフォンスは手段を選ばない。思えば出会った日からそうだった。

　自分の発言ひとつで、他人の人生を狂わせてしまう可能性がある……没落家出身の娘にはあまりにも荷が重い。快楽がもたらすものとは異なる震えが、イゾルデの背を不穏に伝う。

　胸の感触を堪能したアルフォンスの指は、次いで腹に動き、そして大腿へと移る。そこも輪郭を確認するように撫で回される。

　内腿の際どい場所をなぞられ、イゾルデは息を詰めた。

　淫らなことをしている自覚はあるのか……なさそうで怖い。純粋に、自分ではない人間の身体がどんなふうに見えるのか、その感触はどんなものなのか、試しているだけだ。きっと。

「気持ちいい？」

「……ぅ……」

　耳たぶを食みながら尋ねてくる彼の声に、耳を直に犯されているようだ。堪らずイゾルデは唇を噛む。

　答えられない。嘘をつかないで、と言われているからだ。

　気持ち良くないと答えれば嘘になる。かといって、今の自分たちのあやふやな関係を考えるなら、素直に甘えるのも間違っている。

　過去に何度も嘘をついているにもかかわらず、きちんとアルフォンスに視認されているイゾルデの場合、他人とは違って嘘をついても顔が歪まずに済むのかもしれない……それでも。

　ずきりと、イゾルデの胸が痛んだ。

　この世界は嘘つきで埋め尽くされている。嘘をついたことのない人間なんて、生まれたての赤子くらいなのでは、と感じる程度には稀少だ。

　もちろん、イゾルデもさまざまな嘘をついて生きてきた。人を思いやる嘘だけではない。後ろめたくなるような嘘だってそれなりについてきた。

　それなのに、イゾルデの顔だけはアルフォンスの目に映る。どういう理屈でそんなことになっているのかは知らないが、つまるところ、アルフォンスにとって見え方の条件となる〝嘘〟が、イゾルデに限っては発動していない。

　──でももし、ある日突然その効力が消えてしまったら？　それが、自分が次に嘘をつく瞬間だったとしたら？

（……そのときには、あっさり見限られてしまうのでしょうか）

　それこそヨルンにされたように、今度はアルフォンスから、裏切られたり切り捨てられたりしてしまうのかもしれない。こんな淫らな行為までされた後だというのに。

　今後は、絶対に嘘をつけない。イゾルデの喉が不穏に震える。

　アルフォンスの言動が、イゾルデへの恋情や愛情によるものとは限らない。むしろそうではない可能性のほうが高い。

　生まれて初めて頼れる相手を見つけたという事実が、彼に甘い夢を見せているだけ。だから彼は、イゾルデの身体の輪郭をどれほどなぞっても、どれほど可愛いと囁いても、彼女の唇に口づけを落とそうとはしない。

「イゾルデ。僕から離れないで、絶対に」

「ぅ、……はぁ、アルフォンス様」

「あなたのためならなんだってする、だからお願いだ」

　嘘つきの顔が歪んで見える呪い──嘘をついているようには思えない。彼自身も、自分の性質に気づいてからは嘘をついていないとはっきり言った。話を聞いた当初こそ信じがたかったが、それは真実なのだろう。だとしても。

　彼が抱いている思いは、きっと恋情ではない。この顔がひとたび歪んで見えてしまえば、彼は容赦なく自分を切り捨てる。

　──これからも必要とされたいなら、それだけは避けなければ。

　熱い吐息を落とした男の、目ではなく唇に焦点を合わせ、イゾルデは震える息を呑み込んだ。







第３章 愛の終わりを恐れる日々は








　イゾルデの生家・フォルスト家は、かつて〝魔女狩り〟で名を馳せた一族である。

　魔女狩りは今から二百年あまり前、人知を超えた不思議な力を操る魔女たちを、当時王室よりも強い権力を握っていた教会が〝危険な悪魔〟と位置づけたのが始まりだ。ほどなくして、それは大規模な弾圧へと発展した。

　弾圧の最前線に立ったのが、教会の命を受けた聖騎士たちだ。中でもフォルスト家は、性別を問わず大半の者が聖騎士として剣を取り、多くの魔女をその手にかけた。

　弾圧は十年を超えてなお続いた。教会は躍起になって魔女を炙り出したがり、民は次第に恐怖と疑心暗鬼に駆られ──やがては魔女ではない者たちにまで弾圧の矛先が向き、どんどん泥沼化していった。

　教会の意のまま魔女狩りを遂行していたフォルスト家は、教会に重宝され、家の安泰が約束されていた。

　だが、終わらない弾圧と無実の民の悲鳴を憂える者が現れた。

　当時の当主の嫡男だ。彼は、ついには家の意向を無視し、魔女狩りの不当性を訴え始めたという。

　教会はフォルスト家の離反に憤慨したが、その頃には、すでに人心は教会から離れつつあった。一方、権力を持ちすぎた教会を疎んでいた王室は、フォルスト家の離反を利用して魔女狩りを終結に導いた。

　フォルスト家は、今度は王室に忠誠を誓って子爵位を得た。

　以降は王室に仕える直属の騎士の家として長らえてきたが、それから百五十年あまり後、イゾルデの祖父の代に多額の借金を抱え、男爵家へと転落してしまった。

　先代の長女であったイゾルデの母もまた、厳しい生活の中で騎士となる道を選び、そこで同じ騎士団に所属していた父と出会って結婚。母は騎士を引退し、父が爵位を継いだ。しかしその父も、イゾルデが十七歳のときに大怪我をして復帰が絶望的となり、フォルスト家は一層傾いてしまった。祖父の借金を、ようやくすべて返し終えた矢先だったというのに。

　生まれつき身体があまり丈夫ではなかったイゾルデは、騎士の道を早々に諦め、十一歳から貴族の家へ奉公に出ていた。父が怪我をして以降は母の落胆がひどく、家に戻って細々と内職をしながら家事を担っていたのだ。

　──そんな彼女が、たった一日で貴族の夫人候補になってしまった。それも、長く繁栄を続ける名門家の当主、オルデンベルク伯爵の夫人候補に。

『僕らが出会えたのは、きっと運命だ』

　彼はそう言った。だが、イゾルデにとってこの運命はあまりにも脆い。

　顔が見えるから、有益だから傍に置く──それはすなわち、無益になれば傍に置く必要がなくなるということと同義だからだ。
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「っ、あ……ぅ、」

　イゾルデの輪郭を辿る長い指は、日を追うごとに大胆になる。

　初めの頃は形や感触を追うことに執心している様子だったが、数日が経った今ではそこからもう一歩踏み込み、どこにどう触れればイゾルデが声高く鳴くのかという点に関心が移ったらしい。

　今夜は浴室で隅々まで身体を洗われ、その時点でイゾルデの呼吸は大いに乱れていた。それなのに、湯浴みを終えてからもアルフォンスは彼女を手放さなかった。

　彼の手で濡れた身体を拭われ、夜着を着せられた。完全にされるがままだ。

　そして今、下着とさして変わらない薄手の夜着もすっかり乱された後。対する彼はガウンを羽織ったきりで、自分だけが乱されていると思うと、イゾルデが感じる居た堪れなさはどんどん嵩を増していく。

　毎日毎日、まるで本当に愛されているかのように、情交と変わらない淫らな行為を繰り返されている。

『あなたのためならなんだってする』

　イゾルデの髪を優しく梳きながら、アルフォンスは何度もそう繰り返す。

　彼に対して抱く気持ちを恋情に成長させないほうが良いと思っていたのに、イゾルデにはもう自分の気持ちを止められる自信がなかった。

　耳元で甘く囁かれるたび、彼の唇を自分のそれで塞いでしまいたい衝動に駆られることさえある。私のためならなんだってしてくれるんでしょう、と。

　事実、イゾルデが〝口づけてほしい〟と願えば、きっとアルフォンスは叶えてくれるのだろう。だが、それでは意味がない。

　口づけに特別な意味を見出しているからしてほしいイゾルデと、イゾルデの願いならなんでも叶えたいだけのアルフォンス。今の関係のままそんなことを願えば、自分の渇望は募る一方に違いない……イゾルデの唇がきつく引き結ばれる。

　湯浴みの後で、ただでさえ肌が火照っている。さんざん胸を弄ばれた今、イゾルデの上体からはすっかり力が抜け、だらしなく彼の胸元にしなだれかかってしまっていた。

　背後からイゾルデを抱き締め、膝を立てて座る彼女の大腿に指を這わせていたアルフォンスは、指先をさらに際どい場所へ動かしながら囁いた。

「今日はここにも触ってみたい。駄目？」

　息を浅くして甘い責め苦に耐えていたイゾルデだったが、さすがに背を強張らせた。

　彼の指が辿りたがっている場所は明白だ。そこへの接触を許したら、今度こそ引き返せなくなる気がしてならない。

「ぁ、……で、でも、」

「さっき浴室でも脚を擦り合わせてたでしょう？　あの仕種、可愛かった。いじらしくて」

　力を振り絞って寄せていた膝が震える。同時に、じわりと秘所が潤う感覚があった。

　……可愛かった、なんて言わないでいてほしかった。

　胸を弄ばれながら、触れられてもいないそこはすでにひくひくと疼いていた。誰にも暴かれたことがないはずなのに、そこはイゾルデの意思とは関係なく、女の快楽を知りたがって彼の指を求めている。

「っ、さ、触る……だけ、なら……」

「本当？　ありがとう、イゾルデ」

　きつく瞼を閉じたイゾルデがたどたどしく返事を零すと、アルフォンスは嬉しそうに指を動かし始めた。

　剥き出しの秘所に指先が触れた瞬間、くち、と淫らな水音が聞こえ、薄く瞼を開いたイゾルデの目尻に涙が滲む。

「濡れてる。どうして？」

「ん、ふぅ……っ」

「胸、触られて気持ち良かったから？」

　可愛いね、と囁かれ、イゾルデはなにも言えなくなってしまう。

　濡れた入り口をゆるゆると往復され、喘ぎを止められなくなる。欲張って甘く鳴くような真似だけは避けなければ……そんな気持ちが彼女の唇を引き結ばせ、喘ぐ声をくぐもったそれに押し留めていた。

　視線を下げれば、秘所をまさぐる長い指が見えてしまう。

　ゆっくりと輪郭をなぞる指。今日もいつもと変わらない。目で見て、指で辿って、アルフォンスはそこの形を知りたがっているだけ。

（こんな淫らなこと、毎晩のように……）

　イゾルデの視界が、くらりと眩暈に揺れる。

　優しい言葉、優しい仕種、優しい触れ方。婚約者に無下に扱われ続けてきたイゾルデにとって、アルフォンスとのやり取りは、それ自体が恋心を擽るものだった。

　彼は最初から結婚を望んでくれているのだから、好きになっても別に構わないのでは。むしろ、自分の顔が彼の目に映らなくなるよりも先に、簡単には離縁できない状態までさっさと駒を進めたほうがいいのでは──気を抜くとすぐに、そうした意地汚いことばかり考えてしまう。

　秘密を弄ばれながら、イゾルデはふと背中に硬い感触を覚えた。その正体に思い至った途端、触れられてもいない腹の奥が切なく疼き出す。

　は、と蕩けた吐息が漏れたそのとき、入り口をなぞっていた彼の指が、不意に別の場所を掠めた。

「ッ、あっ!?」

　びくりと腰を震わせたイゾルデの口から悲鳴が漏れる。

　それまではなんとか耐えていたのに、我慢しなければと思う暇もなかった。

「……なに、今の声？　ここ？」

「あっ、駄目、……やぁ……っ!!」

　それまでとは比較にならないほど大きく抵抗し始めたイゾルデを、アルフォンスは一層きつく抱き締めて押さえ込む。

　膝を立てさせたままの彼女をさらに背の側へ倒れさせた彼は、今度は両手で秘所を這い始めた。左手で秘裂を、右手で今イゾルデが高く鳴いたばかりの場所──肉芽を弄られ、イゾルデの喉からまたも悲鳴じみた声が滑り落ちる。

「硬くなってる……もっと触るよ？」

「ひ……ぁっ、あんっ、あっ」

　蕩けた蜜を掬われ、秘裂の上で震える肉芽に塗りつけられる。彼の言葉通り硬くなっていたそこを、濡れた指の腹でぐりぐりと潰され、余裕を欠いたイゾルデの喘ぎはますます止まらなくなる。

　普段は声を我慢しがちなイゾルデが派手に乱れる場所を見つけた興奮のせいか、アルフォンスはそこから手を放そうとしない。秘裂の奥から溢れ出た蜜が、とろりとシーツを濡らすさまが眼下に見えた頃、イゾルデの視界にチカチカと光が舞い始めた。

　ぐり、とひときわ強く押し潰された瞬間、イゾルデの肢体を、稲妻が突き抜けるかのような衝撃が襲う。

「だめ、……あ、ああッ……!!」

　がくがくと膝が震え、腹の奥が痙攣する。上体から完全に力が抜け落ち、彼女はアルフォンスの胸にしなだれかかってしまう。

　乱れた呼吸が碌に整わないうち、真っ赤に染まったイゾルデの耳たぶを、満足そうに微笑んだアルフォンスが唇で食んだ。

「イゾルデ。今の、気持ち良かった？」

「はぁ、あ、……わた、し……」

「肌、こんなに火照って……達してしまったんだね。綺麗だ」

　達してしまった、という彼の言葉が、衝撃の余韻からまだ抜けきれていないイゾルデの耳にぼんやりと溶ける。

　……これが女の快楽。達する、ということ。

　激しく脈打つイゾルデの心臓は、なかなか落ち着きを取り戻せない。なにも受け入れていないはずの腹の奥も同じで、まだとくとくと脈打っている。

　対するアルフォンスは、力が抜けたきりの彼女の身体を解放する素振りをまったく見せない。

「アルフォンス様、……今日は、もう、」

「どうして？　疲れちゃった？」

　寂しげに問われ、その声に脳が負ける。上体を支えなければとなんとか振り絞った力がくたりと抜け、抜けたら最後、イゾルデは再び脚を開かされてしまった。

　大きく左右に割られた膝の隙間から眼下を見下ろすと、シーツの上にしみが見えた。自分が溢れさせた蜜が作ったとしか思えないそれを目に留め、イゾルデは堪えきれずくぐもった呻きを零す。

「イゾルデ。さっきの、もう一回しよう？」

「や、……待って、だめ、」

「声を我慢できなくなったイゾルデの顔、どうしてもまた見たいんだ」

　言い放つや否や、アルフォンスは再度イゾルデの肉芽に指を伸ばす。今度は最初から狙いを定めた触れ方だった。

　逃げられない。稲妻が突き抜けるような衝撃と甘い痙攣──またあの感覚に溺れさせられるのかと思えば、それだけでイゾルデの目尻に涙が浮かぶ。

（……もう無理……）

　愛されたい。もっと深く。

　たとえあなたが、本当の意味で私を愛してくれているわけではないのだとしても。

　意思とは裏腹にまだまだ溢れてくる蜜へ、アルフォンスがねっとりと指を絡ませるさまを、イゾルデは涙で滲んだ視界にぼんやりと映すしかできなかった。
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　翌日、アルフォンスが王室へ送った手紙への返事が届いた。ただし、王からではなく王太子から。

　イゾルデを連れて王城を訪問しろ、という主旨だったようだ。ユルゲンを交え、その日のうちに旅程が立てられた。

　使用人たちと一緒に、当日身に着ける衣装を選びながら、イゾルデの胸には不安が燻り続けていた。

　実際に顔を合わせたことはないが、カサンドラ王女は絶世の美女。アルフォンスは彼女が大嘘つきだと言った。全身が汚泥に見える、と……だが。

　アルフォンスが背負っている呪いを疑う気は、イゾルデにはもうない。けれどもし仮に、今後、彼の呪いが解ける日が来るとしたらどうか。そのとき、王女の本来の美しさに彼が囚われる可能性は、決して低くないのではないか。

　カサンドラ王女に愛を囁くアルフォンス……想像するだけで胸が締めつけられる。彼の手のぬくもりを知った今のイゾルデにとって、その可能性は、もはや想像するだけでも拷問に等しかった。

　訪問の当日、ふたりは早朝から馬車に乗り込んだ。

　イゾルデ自身の瞳の色に合わせ、薄紫色のドレスを選んだ。アメシストの髪飾りとネックレスは、オルデンのアメシスト鉱山から発掘された最高純度の石を、一流の職人が丹精込めて仕上げたという揃いの意匠。そして、同じ色の宝石が散りばめられた靴は、アルフォンスが手ずから選んでくれた品だった。

　この屋敷を訪れるまでは触れたことさえなかった、きらびやかなドレスと希少な宝石──そんな品々に身を包まれているなんて、本当に不思議だ。それに分不相応でもある。窓に反射して映る自分の顔を、イゾルデは少々卑屈な気分で眺める。

　彼女のドレスと揃いのチーフを胸に忍ばせたアルフォンスは、今日は最初からイゾルデの隣に座り、手を握ったきり放そうとしない。またも親鳥に縋る雛鳥を連想してしまったイゾルデは、馬車の中、思わず浮かびかけた笑みをなんとかごまかした。

　正装姿のアルフォンスを見るのは、何年も前、パーティー会場で下働きをしていたとき以来だ。

　当時の自分にはどう足掻いても手の届かない、届かせようとさえ思えないほどの貴人であった彼が、今ではこうしてイゾルデの隣に座り、さらには手を繋いで放さない……実感はどうしても湧かない。繋いだ手だけをただじっと見つめ、イゾルデは馬車の揺れに耐え続けた。

　馬車は、半日かけて王城へ到着した。

　王太子には応接間で拝謁すると聞いている。朝から──否、数日前からずっとイゾルデの心身を慮っていたアルフォンスの気遣いは、イゾルデの心を満たすと同時に、カサンドラ王女に対する彼女の劣等感と不安も掻き立ててやまなかった。

「イゾルデ。手を」

「……ありがとうございます」

　初めて王城を訪れるイゾルデを、アルフォンスは丁寧にエスコートしてくれた。衛兵たちの視線が肌を刺すようだったが、イゾルデはなんとか笑みを浮かべながら足を踏み出した。

　案内された応接間でふたりを出迎えたのは、やはりヒルデベルト王太子だ。

「ようこそ。お待ちしていましたよ、オルデンベルク伯」

　ふたりを迎え入れた赤毛の王太子は、いかにも物腰のやわらかそうな、穏やかな微笑みを浮かべている。三十代半ばに差しかかった彼には妻も子もあるはずだが、今日、そうした面々はこの場に顔を出さないようだ。

　王太子の隣には、同じ髪色の美しい女性が佇んでいる。カサンドラ王女だ。

（本当にお綺麗な方です……）

　イゾルデの喉が上下する。

　最初に目を奪われたのは、艶やかに輝く赤色の巻き毛だ。マーメイドラインの華やかな真紅のドレスに身を包んだカサンドラ王女は、扇で顔の下半分を隠し、王太子の隣で目を細めて微笑んでいる。噂通り、もしくはそれ以上の妖艶さだ。

　慣れないコルセットの締めつけが、イゾルデの息を余計に震わせる。自分こそがドレスに着られているような感覚に溺れながらも、彼女はアルフォンスに恥をかかせまいと必死に口上を述べる。

「お初にお目にかかります、ヒルデベルト王太子殿下、カサンドラ王女殿下。イゾルデ・フォルストと申します」

「はじめまして、イゾルデ嬢。どうか楽にしてください」

「……ご配慮、痛み入ります」

　楽にしろと言われてもそんな無礼を働けるはずもなく、イゾルデはただ微笑み返すしかできない。

　ふたりが席に案内された後、ヒルデベルトは早々に切り出した。

「すでにご存知かもしれませんが、父は少し体調を崩しておりまして、今は大事を取って療養中でしてね。代わりに私どもが……」

「ねぇお兄様。あたくし、イゾルデ嬢と個別にお話ししたいわ。他のお部屋に案内してもよろしくて？」

　ヒルデベルトの穏やかな口調を露骨に遮ったカサンドラは、まっすぐにイゾルデを見つめて告げる。

　その視線の強さに、堪らずイゾルデは怯んでしまう。彼女の隣に座るアルフォンスもその困惑を悟ったのか、彼はイゾルデを庇うように腕を伸ばし、なおも彼女を凝視するカサンドラを睨みつけた。

「お断りします」

「嫌ね。あなたには聞いてないわよ、そんなにムキにならないで。別に取って食おうってわけじゃないし」

　砕けた口調で笑い交じりに告げたカサンドラへ、アルフォンスは淡々と続ける。

「この場でお話しになれば良いでしょう。それとも、王女殿下は私に聞かれては困るような話を彼女にされるおつもりですか」

　彼の声色には剣呑な気配が滲み出ていて、むしろイゾルデの背こそが冷える。

　室内に張り詰めていた緊張の空気を裂いたのは、カサンドラの隣でカチャリとティーカップを鳴らしたヒルデベルトだった。

「これはこれは。お手紙に記されていた通りの熱愛ぶりですね、オルデンベルク伯」

　朗らかに笑うヒルデベルトの表情に他意は感じられない。カサンドラもまた、興醒めとばかりにアルフォンスから視線を逸らした。

　一方のイゾルデは、王太子の思わぬ発言にひどく動揺してしまっていた。

　熱愛……一体、アルフォンスは王室宛ての手紙になんと書いたのだろう。

　応接間を訪れて以降のアルフォンスの態度は一貫していた。カサンドラ王女の全身が黒い泥に見えているのだろうが、そうと知らない者が見ても簡単に察せてしまうような、露骨な嫌悪が滲んでいる。

　息を詰めて三人の言動を見守っていたイゾルデだったが、短い沈黙を破ったのはカサンドラだった。再びイゾルデに視線を向けた彼女は、溜息交じりに切り出す。

「まぁいいわ。ふふ、よろしくねイゾルデ。カサンドラよ。親のせいでその男と勝手に結婚させられそうになってる、かわいそ～うな王女様なの」

　形式もなにもない、砕けた調子での挨拶を前に、イゾルデは先ほどとは別の意味で怯んでしまう。

　今度は、アルフォンスも間に入って遮るような真似はしなかった。黙ってイゾルデの腰を抱き寄せただけだ。ヒルデベルトもまた、苦笑いこそしているが、実妹の言葉を遮りはしなかった。

（……カサンドラ様も望んでいない婚約、ということでしょうか）

　腰を抱かれて心臓を跳ねさせたイゾルデだったが、彼女の脳裏をそんな考えが慌ただしく過ぎる。

　対面のカサンドラは、相変わらず面倒そうにアルフォンスを眺めた後、再びイゾルデに視線を向けた。

「フォルスト……昔、魔女狩りで活躍した聖騎士の家ね」

「っ、え？」

　わずかに目を細めたカサンドラの視線は、砕けた調子で挨拶していたときのそれとは違った。一転して、鋭利な刃を思わせるほどに鋭く研ぎ澄まされている。

　強い視線に射抜かれ、イゾルデはぴしりと固まってしまう。

「かつて教会からの信頼が最も厚かった一族で、弾圧の終盤、新当主が魔女狩りの否定派となったために教会の怒りを買って失脚。教会が実質的な権力を失って以降、王室が魔女狩り終結の功労を称えて子爵位を授与……今でこそ男爵家ですけれど、これほどの経歴なら十分ではありませんこと、お兄様？」

　淡々と告げるカサンドラと、彼女の隣で「まぁそうだねぇ」と穏やかに笑うヒルデベルトのふたりを、イゾルデは目を見開いて凝視するしかできない。

　まさか王女が、栄光を失って久しいフォルスト家の過去について、そこまで詳しく知っているとは。

「……どういう意味でしょう」

　低く問いかけたのは、イゾルデではなくアルフォンスだ。

　再びティーカップに指を伸ばしながら、ヒルデベルトが苦笑気味に返事をする。

「噛み砕いてお伝えしますと、妹とあなたの結婚を望んでいるのは、我が王室でも父王だけなのです。父は……そうですね、言ってしまえば古い時代の人ですから、亡き先代のオルデンベルク伯への手向けと感謝の意も込めて、良かれと思ってあなたに縁談を持ちかけたみたいですが」

　はは、と笑い交じりではあったが、ヒルデベルトの眉は困ったように下がったきりだ。

「私も妹の意を汲み取ってやりたくて、おふたりのご結婚に協力させていただきたいと考えました。幸運なことに、イゾルデ嬢は経歴を見ても人柄も見ても、頑固な父を納得させるにふさわしいご令嬢のようですし」

　経歴。人柄。ヒルデベルトの言葉に、イゾルデは肩を震わせる。

　単なる社交辞令かもしれないが、この短い時間ですっかり内面を見透かされた気分になる。穏やかな調子で話してこそいるが、王太子がイゾルデに向ける視線は確かに鋭く、観察じみてもいる。家に関する調べもとうに済んでいるようだ。

　一方で、カランドラはやれやれと手を振ってみせる。

「手紙くらいじゃお父様が納得しなかったのよ。それもそうよね、人間不信のオルデンベルク伯がいきなり『愛する女性と出会った』だなんて……まぁ嘘を疑われても仕方ないわ」

　鼻で笑うカサンドラの対面で、イゾルデはたちまち頬を染めてしまう。

　愛する女性と出会った──アルフォンスが王室宛てに、そんな赤裸々な手紙を綴っていたなんて。

　隣に座るアルフォンスに、イゾルデは目を向けられなくなる。それでいて、カサンドラからこれほど派手に冷やかされているにもかかわらず、彼が今なお平然としていることだけは理解できてしまう。

「王女殿下もご存知でしょう。私は嘘が嫌いなのです、嘘つきもね」

　深々と溜息を落としたアルフォンスは、呆れ顔でカサンドラを一瞥したきりだ。

　王女の美しさに魅入っている様子は、やはり露ほども見受けられない。というより、彼の焦点はカサンドラの顔に定まっていない。どの辺りが顔なのか、着飾った衣服や装飾品の場所から推し量っているだけなのだろう。

　……アルフォンスの言う愛は、自分の知る愛とは違う気がしてならない。それなのに。

　俯いたイゾルデの頬に、いよいよごまかしきれないほどの熱が集中し始めた頃、カサンドラが気遣わしげな声をあげた。

「安心してね、イゾルデ。あたくしだって、あたくしの美しさが理解できない男となんて結婚したくないわ。これっぽっちもよ」

「……王女殿下」

「お父様のこと、なかなか説得できなくて困ってたの。正直、オルデンベルク伯から手紙が届いたって聞いたときは『助かった～』って思っちゃったわ。本当よ？」

「は、はい……」

　王女が語りかけてくれているのに俯きっぱなしでは、あまりに礼を欠いている。その思いだけで、イゾルデはまだ熱の引かない顔をどうにもできないまま、なんとか返事を絞り出す。

　しかし、その返事に反応したのはカサンドラではなく、隣に座るアルフォンスだった。

「イゾルデ？　顔色が悪いな……疲れた？」

「っ、いえ。そういうわけでは」

　対面に腰かける貴人ふたりの視線を気にする素振りも見せず、アルフォンスはイゾルデの顔を覗き込み、そっと彼女の手を握る。

　この状況で〝そうですね、疲れました〟などと頷けるはずもないイゾルデはびくりと背筋を震わせたが、彼女がそれ以上の反応を見せるよりも早く、ヒルデベルトが「ああ」と納得した様子で声をあげる。

「移動もありましたしお疲れですよね。別室に案内させましょう、……オルデンベルク伯、父の件も含め、詳細に関してはまた改めて」

　最後には声を抑えて告げてから、ヒルデベルトは控えていた使用人にふたりを案内させるよう命じた。

　近くの部屋へ案内される間も、アルフォンスはイゾルデの腰から手を放さない。身体を支えてくれている男の、王族を前にしても少しも怯まない大胆な言動を思い返しながら、イゾルデはくらりと眩暈を覚えた。

　別室に辿り着き、案内してくれた使用人が去っていくや否や、イゾルデはへなへなと床に蹲ってしまった。

　その身体を、アルフォンスは慌てて抱きかかえてソファまで連れていく。

「す、すみません。気が抜けてしまって……」

「いや、顔が真っ赤だ。熱があるんじゃないか？　気づかなくてすまない、もしかして朝から具合が悪かった？」

　細い声で言い訳をしたイゾルデに、矢継ぎ早に言葉が返る。

　人の顔色の変化を見慣れていないせいか、アルフォンスは真面目にイゾルデの体調を心配してくれている。額に触れてくる彼の指はひんやりと冷たくさえ感じられるのに、触れられた場所から、焼けるように肌が熱くなっていく。

（……これ以上、優しくしないで……）

　もう何日も前から自覚している、それでいて目を逸らし続けている感情を、イゾルデは今日もまたこうして持て余すしかできない。アルフォンスに見えてしまわないよう深く俯きながら、彼女は唇を噛み締める。

「なにかほしいものは？」

　ソファに座るイゾルデの前に膝をつき、アルフォンスは穏やかな声で問う。

　耳には直に触れられているわけでもなんでもないのに、そこまで熱を持ち始めたかのような錯覚に溺れてしまう。

「……いいえ、なにも。ありがとうございます」

　微笑む彼の顔を、イゾルデはとても直視していられない。

　出会ってまだ半月も経っていないが、当初に比べて随分笑うようになった。目元のくまもある程度消えた。顔色だって良くなった。イゾルデを抱き締めて眠る夜は、彼にとって最も安堵できるひとときらしい。

　期待してしまう。もしかしたら、彼の自分への愛情は本物なのでは、と。

　でもその愛は、今後イゾルデの顔が歪んでしまったとして、そのときにも有効なのだろうか──彼女の胸に鋭い痛みが走る。

　考えたくなかった。せめて、今だけは。

　頬を撫でる彼の指が、熱く火照った頬に心地好い。その感触に酔い痴れながら、イゾルデはゆっくりと瞼を下ろした。





　　　　　＊






　束の間の休息の後、ヒルデベルト王太子から夕食の席に誘われたものの、アルフォンスはイゾルデの体調を理由に断った。ヒルデベルトもまた、イゾルデの不調を目の当たりにしたためか、気分を害した様子はなかったようだ。

　……なかなかフランクな兄妹だ。国王が厳かなタイプだから、余計にそう見える。

　だが、物腰穏やかな印象の王太子の目は、それでも確かにイゾルデを厳しく見定めていたように思う。砕けた口調を貫いていたカサンドラ王女も同様だ。

　特にカサンドラだ。彼女は美しいだけのお飾りの姫などではない。気さくな態度につい惑わされてしまいそうになるが、フォルスト家について語る口調を思い返せば、むしろひどく聡明な印象を受けた。

『暖かくして過ごしてね、イゾルデ。急に呼びつけたりして悪かったわ……そのドレスもよく似合ってるけど、コルセットは今のあなたの身体には毒よ？』

　カサンドラの別れの挨拶は、完全に妊婦を慮るものだった。

　王太子と王女のふたりと対面し、イゾルデは終始緊張に背筋を強張らせていただけなのだが、どうやら悪阻つわりに顔を引きつらせているのだと誤解したらしい。知っていたらもう少し配慮したのにとばかり、カサンドラは終始眉尻を下げていた。

　違う、そうではない……とますます顔を赤らめたイゾルデだったが、再びアルフォンスが見当外れな心配を始めた。そのせいもあり、ヒルデベルトたちとの別れ際のやり取りはひどく中途半端なものになってしまった。

　夕刻前に王城を出て、馬車に揺られて城下町のホテルへ向かう。

　アルフォンスは相変わらずで、道中、ずっとイゾルデの隣で彼女の手を取っていた。支えてもらっているはずが、イゾルデの目にはやはり、彼が親鳥に縋る雛鳥のように見えてしまう。

『安心してね、イゾルデ』

『あたくしだって、あたくしの美しさが理解できない男となんて結婚したくないわ』

　カサンドラ王女の言葉が、イゾルデの脳裏を忙しなく巡る。

　表に出さないよう意識している様子ではあったが、アルフォンスがカサンドラに向ける視線からは、嘘つきへの嫌悪を隠しきれていなかった。カサンドラもまた、今日だけに限らず、彼のそうした態度を感じ取っていたのかもしれない。無論、彼女の言葉通り、自身の美しさに毛ほども靡かない男に対するつまらなさもあるのだろうが。

　アルフォンスとカサンドラの結婚は、本人たちを含め、国王以外に誰も望んでいない。王太子も王女も、高齢の父親に手を焼いているように見えなくもなかった。

　彼らが、うまく国王を説得してくれればいい。だが。

　親の説得──その言葉をきっかけに、イゾルデの頭に彼女の両親の顔が思い浮かぶ。アルフォンスに気づかれないよう気を配りつつ、イゾルデは小さく息を落とした。

（今頃、両親はどうしているのでしょう……）

　ヨルンとの縁談は、騎士だった父が、知己を通じてヨルンの父親に頼み込んだものだと聞いている。

　おおかた、ヨルンとイゾルデを結婚させて何人か子供をもうけさせ、そのうちの誰かに男爵位を継がせたかったのだろう。そんな両親の目論見は、実の娘であるイゾルデをぞんざいに扱った結果、結局は潰えた。

　遺書を遺して消えた娘が、実は生きていて、しかもオルデンベルク伯爵に見初められていた──それを両親が知ったら、詳しい事情など二の次とばかりに飛び上がって喜びそうで、イゾルデは憂鬱になる。

　彼らが、図々しくもオルデンベルク家に身のほど知らずな要求をしそうで、イゾルデの不安はさっぱり抜けない。例えば今後、アルフォンスが継続して経済的な援助を要求される可能性もある。

　考えるだけでもおぞましい。それでも、いずれは両親にも顔を出さなければならない。

　またもひっそりと、イゾルデは溜息を落とした。







第４章 あなたの顔が見えなくなっても








　日がな一日気を張っていたイゾルデは、ホテルに到着するや否や、ようやく安堵の息を落とした。

　王城にいる間は終始険しい表情を見せていたアルフォンスも、ある程度落ち着いたらしい。眉間に寄っていた皺が幾分か和らいでいる。

「わぁ……！」

　最上階の角部屋、大窓から外を見下ろしたイゾルデは、感嘆の声を漏らした。

　夕刻に差しかかったこの時間、城下町の街路は行き交う人々で賑わしい。王城を囲むように貴族の邸宅が立ち並ぶ城下の中心部とは打って変わって、この辺りは賑やかだ。

　父がまだ騎士団に在籍していた頃、家族と、あるいは友人と、イゾルデも何度かこの城下町を訪れたことがあった。窓から覚えのある通りが覗き、彼女はつい浮足立ってしまう。

　客室で食事を済ませた後、入浴する前にと、イゾルデはアルフォンスへ声をかけた。

「アルフォンス様。もしお嫌でなければ、少し街を歩いてみませんか？」

「歩く？」

「はい。私、この辺りを訪れるのが久しぶりで……もちろん、人通りの少ないところを選びますから」

　思案げに視線を伏せ、数秒考え込んだ後、アルフォンスはイゾルデの手を取った。

「そうか……分かった。一緒に行こう」

　返事の調子はさほど硬くない。イゾルデはほっとする。

　それぞれ歩きやすい格好に着替えてから、ふたりはホテルを出た。

　夜の帳が下りた街路は、周辺の店から漏れる明かりと喧騒の中、活気に満ち溢れている。中央の賑やかな通りを避けつつ、街灯のほのかな明かりの下を、ふたりは並んでゆっくりと進んでいく。

　その間、アルフォンスはイゾルデの手をわずかにも放さなかった。

　……当然だ。こうして街中を歩くなど、以前の彼なら絶対に避けていただろう。久々の自由な外出に浮かれていたイゾルデは、急に冷や水を浴びせられた気分に陥ってしまう。

　提案した通り、できるだけ人通りの少なそうな道を選んではいるものの、アルフォンスは単に〝出かけたい〟というイゾルデの意向を汲んでくれただけだ。事実、彼の眉間にはまた深く皺が寄ってしまっている。

「……すみません。外出なんてお嫌でしたよね」

　強引に誘ってしまったな、と後悔を覚えながら、イゾルデは相手の顔色を窺う。

　考えてみれば、人嫌いのアルフォンスにこの街中を歩かせるのは、それ自体が無茶だ。彼が抵抗を感じていないとは思えない。

　イゾルデが外出すると言い張れば、アルフォンスは彼女についてこざるを得ない。彼はイゾルデの傍を離れられないのだから……思わず眉を寄せたそのとき、彼女の耳に焦ったような声が届いた。

「い、いや。そうではなくて」

　思わぬ問いかけだったのか、アルフォンスは大きく目を見開いてイゾルデを見つめ、慌てた素振りで首を横に振る。

「あなたと一緒だと、ひとりでいるときよりもずっと、周りの人が気にならなくて……不思議な感じがする。その、あなたと外を歩くのが嫌なわけじゃないんだ。決して」

　ふ、と頬を緩めたアルフォンスの表情に、イゾルデの視線は釘づけになる。

「イゾルデが楽しそうで嬉しい。今日は朝からずっと緊張していただろう？」

「……あ」

「屋敷に戻ってからも、もし出かけたくなったら教えてくれないか？　僕はあまり自分から外に出たいと思わないから……気づけなかった、ごめんね」

　これからはもっと一緒に出かけよう、と笑いながら告げるアルフォンスを、イゾルデはついまじまじと見つめてしまう。

　オルデンベルクの屋敷を訪れてまだ日が浅いとはいえ、確かに、これまでは屋敷の中だけで過ごすことばかりだった。もちろん、それはアルフォンスに対するイゾルデの配慮でもあったし、自分を知る人々に偶然鉢合わせる危険を避けるためでもあった。だが。

「……はい。嬉しいです」

　穏やかに笑いかけられ、なんとか返事をしながらも、イゾルデは深々と俯いてしまう。

　繋いだ手が熱くなる。頬も、再び熱を持ち始める。雛鳥が親鳥に縋るような手──違う。夜ごと、イゾルデの輪郭を求めて触れてくる男の手だ。

　急に夜の記憶が蘇ってきて、イゾルデは息を震わせた。

　今夜も身体中に触れられるのだろう。オルデンベルク邸を離れた、いつもとは違う場所で……きっと彼は遠慮なんてしない。

（……声、きちんと抑えられるでしょうか）

　思わず、イゾルデは口元を手で覆う。

　昨晩は拝謁に備えて早めに休みたいと訴えて難を逃れたが、その前の夜には──ほとんど情交と変わらない行為の一部始終を思い返し、彼女は頬を赤らめる。

　イゾルデが初めての絶頂に溺れた夜、結局、あの後もアルフォンスは何度も彼女を追い詰めた。喘ぐ声が嗄れ始めてしまうまで、ずっと。

　全身を貫く稲妻のような、強烈な……あれが女の快楽。

　イゾルデの純潔を奪うことなく、アルフォンスは彼女の秘密を夜ごと甘く解いていく。快楽に溺れて鳴くイゾルデを満足そうに抱き締める彼が、彼女の目には、まるで自分を愛してくれている人のように見えてしまう。

　──愛してくれている？

　イゾルデの足がひたりと止まった。羞恥に赤く染まっていた彼女の顔には、見る間に自嘲が浮かび始める。

（捨てられたくなくて隠しごとを続けている私が、この人に心から愛されるわけは……）

　胸がずきりと痛む。

　いい加減、打ち明けなければならない。このまま伏せ続けていては、それこそ嘘をついているようなものだ。

　生家の過去についても、もしかしたらアルフォンスはすでに知っていたのかもしれないが、結局はイゾルデが打ち明けるよりも先にカサンドラ王女の口から語られてしまった。

　今度こそ、自分のことは自分で伝えたい。

「……イゾルデ？」

　足を止めた彼女を不審に思ったのか、アルフォンスが顔を覗き込んでくる。今度は目を逸らさず、イゾルデはおずおずと切り出した。

「……あの、アルフォンス様」

「ん？」

「前からお伝えしようと考えていたのですが、……私、嘘をついたこと、本当は」

　今までに何度もあるんです、と続けかけたそのとき、イゾルデの肩がぎくりと震えた。

　前方から、見覚えのある男がふらふらと歩いてくるさまが見えたせいだ。この距離なら普通は見過ごしてしまうだろうに、優れた視力がイゾルデにそれを許さない。

「……あ……」

　中途半端に伸びた栗色の髪、だらしなく崩れた衣服と踵の潰れた靴──ヨルンだ。

　まさかこんなところで鉢合わせてしまうなんて。前方の男を凝視したきり、イゾルデはひと息に血の気を引かせる。

　後ずさりながら、今度は彼女からアルフォンスの手にしがみつく。指を絡めるというよりは危機を知らせるかのようなイゾルデの仕種に、彼は形の良い眉を微かにひそめてみせ、それからイゾルデの視線を目で追いかけた。

　ヨルンに連れはいなそうだ。ただ、妙に顔が赤い。酒でも飲んでいるのだろうか。

　無視したかったが、相手は違った。イゾルデよりも遅れて彼女に気づいたヨルンは、驚いた素振りで目を見開いてから、わざとらしく大きな声で話しかけてくる。

「へぇ、なんだお前。家に遺書があったって話は嘘か」

　うまく逃げたつもりかよ、と開口一番挑発するような大声で話しかけられ、イゾルデの肩がびくりと震える。

　普段から配慮のない男ではあるが、今は酒の力も手伝っているのか言葉の棘が鋭い。

　家にいた頃は、笑いたくもないのに笑いかけてなんとか機嫌を取るしかなかった相手だ。堪らず、イゾルデは唇をきつく噛み締める。

　余計なことにアルフォンスを巻き込むべきではない。繋ぎ留めた手を、今からでも放したほうがいい……確かにそう思うのに、イゾルデにはどうしてもできなかった。

　深く俯き、彼女はぼそぼそと声を落とす。

「……違います。私は」

「なにが違うんだよ。死んだって話は嘘だったろうが、口答えすんな」

　舌打ちとともにイゾルデの言葉を遮った後、ヨルンはあからさまに彼女の隣へ視線を動かした。

　幸い、アルフォンスが貴族だとひと目で気づいた様子はなかったが、まるで品定めでもするような目で彼を見ている。不躾な態度を隠そうともしない相手にも、その視線からアルフォンスを庇えずにいる自分にも、イゾルデは強烈な嫌悪を抱いてしまう。

　今、自分の身を守るためにアルフォンスを盾にするのは間違っている。自分自身を責める声に押し負け、イゾルデは、いつしかしがみつくように繋いでいたアルフォンスの手をついに放した。

　初対面の酔っ払いに不快な視線を向けられてなお、アルフォンスは口を閉ざしたきりだ。イゾルデの罪悪感はますます募っていく。

「随分身なりのいい男釣ってんじゃねえかよ。お前の親は知ってんのか？」

　見下したようなヨルンの視線が、再びイゾルデに向く。

　腹の膨らんだ女を連れて歩いているところをイゾルデに見つかった、あの日と同じ目をしている。お前にはどのみち選択肢なんてないだろうと言わんばかりの視線──慣れている。イゾルデは唇を引き締めて耐える。

　大丈夫だ。黙って聞き流していれば、そのうち言いたいだけ言って去っていく。

　とはいっても、フォルストの両親に自分の現状を伝えられてしまうと厄介だ。どうすればいい……口元に拳を添えて俯きかけたイゾルデだったが、その矢先、彼女の視界の端で、なにかが不意に揺らめいた。

「ッ、がっ!?」

　ゴ、と鈍い音がしたと同時、潰れたような男の声が耳を掠める。

　はっと顔を上げたイゾルデは、それきり言葉を失ってしまった。アルフォンスの左手がヨルンの首を掴み、その身体ごと、傍の塀へ押しつけていたからだ。

「ぐッ、なんだよ、放せこの野郎……ッ！」

　喚くヨルンの声が、人のすっかり捌けた路地に響きわたる。

　一方のアルフォンスは、男の口汚い悲鳴に露ほども動じなかった。男性にしてはやや細いヨルンの首に、彼の長い指が食い込む。ひ、とイゾルデの喉から悲鳴になりきれていない悲鳴が零れ落ちる。

　アルフォンスの右手には杖が握られていた。彼がいつも持ち歩いている物だ。その先端が、ちょうどヨルンの喉元に突きつけられている。

　歩きやすい服に着替えた折、他の荷物と一緒に置いてきたとばかり思っていたのに──よく見ると、杖の先端がぎろりと不穏な光を放っていた。それが鋭い刃だと気づいたイゾルデは、一層硬直してしまう。

「イゾルデ。この男？」

「っ、え……？」

「あなたが死のうとしたのはこいつのせい？」

　抑揚のない声で問うアルフォンスは、左手でヨルンの首を絞めたまま、標的から視線を逸らしてイゾルデを見つめている。

　ヨルンはなおも足掻いているが、彼が暴れれば暴れるほど、アルフォンスに押さえつけられている首が絞まっていくだけだ。

　暴れた反動で杖先の刃が首を掠め、薄く切れたそこから血がひと筋流れ落ちた頃になって、ヨルンはやっと抵抗をやめた。それきり石のごとく固まって動かなくなる。

　ざわざわと周囲に人の声がさざめき始め、イゾルデははっと我に返った。

　細い街路にはいつの間にか、三人を囲むように半円状に人垣ができていた。

（いけません、このままでは……！）

　イゾルデの背を、冷や汗が伝い落ちていく。

　しかしアルフォンスは動じない。野次馬の有無くらいなら十分認識できているだろうに、彼はそちらには毛ほども関心を向けない。ただただ、血の気を引かせたヨルンの顔を覗き込んでいる。

「動くな。よく見えてないんだ、はずみで刺してしまうかもしれない」

「ぁ……あんた、イ、イゾルデのなに、」

「『イゾルデ』？」

　よほど不愉快だったのか、アルフォンスの目が威嚇を湛えて大きく見開かれる。そして一層きつくヨルンの首を絞め上げ、彼は明らかにわざと刃先を動かした。

「口を慎め。貴様ごときが馴れ馴れしく呼んでいい名ではない」

　低く告げたアルフォンスを前に、とうとうヨルンは恐怖の限界を迎えたらしい。ぐりんと白目を剥き、それきり気を失ってしまった。

　イゾルデの喉から声が滑り落ちたのは、その瞬間だった。

「……っ、アルフォンス様！」

　どうかご容赦を、と叫んだイゾルデの全身から、どっと汗が吹き出す。

　両手が塞がったアルフォンスの腕を掴むわけにもいかず、彼女はガタガタと震える手で彼の服の裾を握るしかできない。

　そんな彼女の顔を、アルフォンスは黙って数秒見つめた後、急に関心が削げ落ちたかのような仕種でヨルンから手を放した。ずるりと地面に崩れ落ちたヨルンの口元から、途端に泡が噴き出す。

　二、三人の野次馬がヨルンの傍へ駆け寄っていくさまを横目に、アルフォンスは淡々と仕込み杖を元に戻してイゾルデの手を取った。それきり彼はヨルンに見向きもせず、まっすぐに歩き始める。

　アルフォンスを追ってくる者は、不思議と誰もいなかった。ヨルンを追い詰めていたのが彼だと、野次馬たちの目にも一目瞭然だったはずなのに。

　ほどなくしてホテルへ戻ったふたりに、出迎えの面々すらなにも言わなかった。アルフォンスの殺伐とした表情に、不穏な気配を感じ取ったからなのかもしれない。

　一方のイゾルデは、アルフォンスの手が血で汚れなかったことに安堵していた。

　ヨルンの暴言には慣れているが、それに苦痛を感じないわけではもちろんない。ただ耐えるしかなかった、両親さえ味方にはなってくれなかったイゾルデにとって、アルフォンスが自分のためにヨルンに怒りを叩きつけたという事実はあまりにも鮮烈だった。

　彼が躊躇なくヨルンに刃を突きつけていたことへの恐ろしさよりも、喜びが先に立ってしまう自分を、間違っているとイゾルデは思う。それでも歯止めが利かない。

　部屋に戻ったら、この気持ちを伝えなければ。それに、さっき言いかけた言葉──過去には嘘をついたことがあるという話も打ち明けなければ。イゾルデは一層決意を固め、だが。

　客室のドアをくぐるや否や、アルフォンスは身を翻してイゾルデの身体をドアに押しつけた。

　明かりのない室内で動きを封じられ、イゾルデはひゅ、と息を詰める。そんな彼女の耳に、暗がりで顔の見えないアルフォンスが低く囁く。

「なんで庇った？」

　ぎり、と両方の手首をそれぞれドアに押しつけられ、イゾルデは震える吐息を落とす。

　彼の問いかけが、なぜヨルンを庇ったのかという意味だと気づくまで、無駄に時間がかかってしまう。

　ヨルンを庇ったわけではない。むしろイゾルデが庇いたかったのはアルフォンスだ。だが返事をするよりも先、畳みかけるように問いかけが続く。

「まだあの男が好きなの？」

「っ、違……」

「嘘をつくな」

　今度こそ否定しなければと張り上げた声は、刺すような彼の声に遮られる。怒鳴られているわけではないのに、有無を言わさぬ圧を感じ、イゾルデはこくりと喉を鳴らす。

「ッ、あ……」

　嘘などついていないと否定したいのに、それ以上声が出せない。

　無言のアルフォンスに抱き上げられ、イゾルデは強引にベッドに横たえられてしまった。彼の所作は少し乱暴で、背筋がぎくりと強張る。

「ま、待ってくださいアルフォンス様、私は……」

「もう黙って」

　なにを告げることも許さず、アルフォンスはイゾルデの服の紐に指をかけた。

　単純な作りのワンピースドレスはあっさりと緩められ、パニエを穿いていない裾もまた簡単にたくし上げられてしまう。

　過去にないほど強引だ。脚を大きく広げられ、イゾルデの息が上擦る。

　そのまま下着の紐に指をかけられる。震える脚にはアルフォンスの手が這ったきりだ。隠すこともままならず、イゾルデの秘所はすぐ空気に晒されてしまう。

　あ、と弱々しい声が零れたとともに、アルフォンスの指がそこを這った。

「別になにも知らないわけじゃないよ。実物を見たことがないだけで」

「……あ……」

「僕だって貴族の家の人間だ。どうすれば子供ができるかとか、女をどう扱えばいいのかとか、幼いうちから学んでる……あなたをそういう手段で縛りつけることも、本当は最初からできたんだ」

　指を上下に振れさせながら、アルフォンスは淡々と続ける。

　秘裂をなぞられ、イゾルデは堪らず身をよじった。無理やりの行為だというのに、そこからはささやかな水音が聞こえてくる。長い指が往復するたび、彼女の秘所はくちくちと淫らな音を立てている。

　羞恥に震えたイゾルデの首に、アルフォンスの唇が寄せられる。次の瞬間にはぴりりとした痛みが走り、噛まれたのだと察したイゾルデは、ひ、と震える声を落とした。

『嘘をつくな』

　痛みが走った首筋よりも、嘘を疑われた心のほうがずっと痛い。

　イゾルデの目尻に薄く涙の膜が張る。窓から差し込んでくる月明かりの下、その雫が見えたのか、アルフォンスは彼女の目尻に指を這わせた。

　微かな衣擦れの音が聞こえた後、イゾルデの耳に熱い吐息がかかる。

「見て、イゾルデ」

「っ、あ……」

「これを使って、今からあなたを犯す」

　──これでもう、あなたは完全に僕のものになってしまうね。

　寛げられたトラウザーズから覗く、硬くそそり勃ったそれに、イゾルデの目は釘づけになる。

　何度か大腿を掠めたことはあったが、こうして直に見るのは初めてだ。

　濡れた秘裂をそれの先端でなぞられ、は、と掠れた吐息がイゾルデの喉を滑り落ちていく。ふたりの陰部を暗い目で見つめていたアルフォンスは、次の瞬間、滾った屹立を彼女の中へ強引に挿し込んだ。

「ひ、……ぅ……ッ」

　愛撫を受けていない秘所は、過ぎた質量に貫かれてぴりりと裂けてしまう。強烈な痛みがそこを伝い、イゾルデは強い眩暈を覚える。

　それでも拒絶はしたくなかった。

　痛いと訴えれば、きっと彼はためらう。あるいは傷つく。そう理解していたからだ。

『今からあなたを犯す』

　そう言いながら、アルフォンスは傷ついたような目をしていた。もう二度とあんな顔をしてほしくない──イゾルデがきつく唇を引き結んだ、そのときだった。

　薄い月明かりの下、うっすらと頬を高潮させたアルフォンスの眉が不意に寄る。繋がり合う場所を見つめるその目が一瞬見開かれ、間を置かず、挿し込まれたばかりのそれが引き抜かれた。

　圧迫感こそなくなったものの、裂かれた痛みはすぐには引かない。苦痛に耐えながらも、イゾルデはおそるおそるアルフォンスの顔へ焦点を合わせる。

　彼の顔はすっかり青褪めている。その原因はすぐに判明した。

　イゾルデの大腿になにかが付着している。暗がりだから黒ずんで見えるが、それは血だった。たった今、彼女の純潔が奪われた証。

　ホテルに戻ってからの強引な言動の理由について、ようやく想像が巡る。彼は、ヨルンによってイゾルデの純潔がすでに散らされていると考えたのかもしれない。

　こんな暴挙に出てしまうしかないほど、アルフォンスはヨルンに強く嫉妬したのだ。

　思えばこの部屋に戻って以降、ごく近くからイゾルデを射抜いてくる彼の視線には、常にほの暗い嫉妬が滲んでいた気もする。

「嘘じゃ、ないです……」

　青褪めたアルフォンスの顔に焦点を定め、イゾルデはそっと告げる。

「あの人は親同士が決めた婚約者でした。でも、私があの人に大切にされたことはありません。ただの一度だって」

「……イゾルデ」

「本当です。アルフォンス様には嘘をつかないって、私、約束したでしょう？」

　諭すような声で伝えているうち、イゾルデを苛んでいた強烈な痛みは少しずつ落ち着いてくる。

　起き上がり、彼女はアルフォンスの背にゆっくりと腕を回す。途端に彼は小さく呻き、両手で顔を覆ってしまった。

　今の彼を追い詰めているのは、イゾルデに血を流させたことはもちろん、なによりもイゾルデが嘘をついたと疑ってかかってしまったことなのかもしれない。イゾルデの胸にちくりと痛みが走る。

「どうかしていた。すまない……あなたの形を、無理やり、こんなふうに壊して……」

　ひどく弱々しい彼の声が、イゾルデの耳に深く残る。

　言葉の選び方が、いかにも人間の輪郭をよく知らないアルフォンスらしい。だからこそ余計に、イゾルデの胸はきつく締めつけられてしまう。

「いいんです。私、嬉しい」

「……え？」

「私のためにあんなふうに怒ってくれる人、今まで誰もいませんでした」

　言葉の通りだ。ヨルンの不貞を知った日も、両親さえ、イゾルデのために声を荒らげてはくれなかった。

　一度本音が溢れ始めたイゾルデの口は、もう彼女の意思だけでは止められない。

「今日だって、私、もしカサンドラ様のお姿がちゃんと見えるようになったら、アルフォンス様がカサンドラ様を選んでも全然おかしくないって、そんなことばかり考えて……なのに」

「っ、僕にはあなたしかいないと何度も言ってるだろう、どうして……っ」

　イゾルデの言葉を遮ったアルフォンスの声はとにかく苦々しい。どうして信じてくれないのかと、彼女を責める調子も孕んでいる。

　初めて彼に触れられた日から、ずっと胸の奥に閉じ込めてきたイゾルデの不安が、とうとう言葉になって口から溢れ出す。

「いいえ。だって、もしいつか呪いが解けたら、そのときアルフォンス様はどうなさるんですか？」

「どうもしない、僕にはあなたしかいないと言っている！」

「では逆に、私の顔が見えなくなってしまったらどうですか？」

　最後に問いかけた声は、自分で思うよりも遥かに低く、イゾルデは顔を歪めた。分かりやすく頬を引きつらせたアルフォンスをそれ以上見ていられず、彼女は深く項垂れる。

「私、あなたには一度も嘘をついていません。でも他の人にはついてきました。いろいろな人に、いろいろな嘘を」

　先刻、街路で偶然ヨルンに出会わなければあのときに伝えていただろう告白が、今頃になって彼女の口から零れる。

　両手で顔を覆ったイゾルデの目元から、ぼた、と大粒の涙が落ちた。

「どうして私の顔だけあなたに見えるのか、なにをきっかけに見えなくなってしまうのか、分からないんです。だから私、怖くて……それでも」

　怖い。それは紛れもなく本音だったが、彼女をこの上なく惨めにする言葉でもあった。

　この人に切り捨てられたら、もうどうやって生きていけばいいのか分からないと──あんなにも恐れたエルプセ岬の鮫の前へ、今度こそ自ら身を投げ出しても構わないと思えてしまうほどに、いつの間にかイゾルデは心から彼を慕ってしまっていた。

「……それでも、私、あなたの傍にいたいです……」

　一番の本音が、震える喉を滑り落ちていく。

　涙よりも歪んだ顔を見られたくない。その一心で、両手で顔を覆ったきり、イゾルデはぼろぼろと本心を零し続ける。

「もし私の顔が見えなくなったら、アルフォンス様は私のこと、きっと要らなくなってしまうでしょうから……」

「っ、違う!!」

　肩を掴まれ、反射的にイゾルデは顔を上向けてしまう。その先で、過去に見たことがないほど真剣な表情でイゾルデを見つめる彼と目が合った。

　相手の顔が見えるということは、相手に自分の顔が見えているということでもある。本音に溺れて醜く歪んだ今の顔だけは見られなくなかった、とイゾルデがますます顔をしかめると、その目尻を指が這った。

　何度もイゾルデの輪郭を辿ってきた長い指が、彼女の涙をそっと拭い取る。

「知らなかった。あなたがそんなふうに悩んでいたなんて」

「……うう……」

「ごめんね。僕はいつも気づいてあげられない」

　謝らないでほしいと伝えようにも、イゾルデの震える唇はまともな言葉を発せない。

　そんな彼女の背をゆっくりと擦りながら、アルフォンスはたどたどしくもはっきりと続ける。

「僕がまっすぐ向き合いたいと本気で思った人は、あなたが初めてだ。だから本当に分からないことだらけで……けど僕は、あなたにそうやってひとりで悩んでほしくない」

　両肩に添えられた彼の手は熱い。

　このぬくもりを、なりふり構わず信じてしまいたくなる。イゾルデの目尻を新しい涙が伝い落ちていく。

「あなたの顔が見えなくなっても、もう僕はあなたを放せない。イゾルデ」

「……あ」

「愛してるんだ、……愛してる……」

　唇を長い指になぞられ、イゾルデは思わずその指を掴んだ。

　イゾルデの形を辿るために指を使う──とかく彼女の輪郭を知りたがるアルフォンスは、それ以外の手段を取らない。

　でも、指で触れられるだけでは、もう自分が耐えられない。

　唇に触れていた指を握り締め、イゾルデは自らアルフォンスへ顔を近づけていく。そしてそのまま、彼の唇に自分のそれを重ねた。

　初めての口づけだった。イゾルデからしかけたそれに、アルフォンスは一瞬石のごとく固まり、それから頬を真っ赤に染めてたじろぎ始める。

　もっと淫らなことをした後だというのに、妙に初心な反応だ。

「……お嫌でしたか？」

「っ、ち、違う。そうじゃなくて……これは、書物でしか、見たことがなくて、」

　弁解する彼の口ぶりはとにかくたどたどしい。

　書物でキスの描写を見た、という意味だろうか。

「あなたのことは、僕が一方的に縛りつけてるだけで、……こ、こんなことをしたら嫌がるかと……」

「あ……だから今までしてくれなかったんですか？」

「それは僕には許されてないと思ってたんだ。なのに」

　あなたからしてくれるなんて、と呟いた彼の声は分かりやすく震えていて、イゾルデにまで震えが伝う染つってしまいそうになる。

　間を置かず、今度はアルフォンスから唇を重ねてきた。

　いつか見たという書物を、あるいはたった今イゾルデからしかけた不慣れなそれを、必死に思い出しながら真似ているような口づけだ。それでも、イゾルデの心は隅々まで満たされていく。

　うっとりと目を閉じた彼女の頬を両手で包み込んだアルフォンスは、唇を開いてイゾルデの口内を目指す。

　触れるだけだった口づけは次第に深くなっていく。要領を掴んだのか、彼の舌先はイゾルデのそれとねっとり絡み合い、イゾルデは浮かされたように薄く目を開いた。

　キスの最後、収まりきれなかった唾液が、彼女の口端からとろりと零れ落ちる。それを指で拭い、アルフォンスは目を細めて彼女へ問いかけた。

「あの男ともしたの？　こういうキス」

「い、いいえ。してません、本当です、でも向こうが酔ってるときに無理やり押し倒されたことは……」

　尋ね方が不機嫌そうだったから、嘘をつくわけにはいかないという思いに、いつも以上に拍車がかかった。

　気持ちが先走って余計なことまで伝えてしまった、とイゾルデが慌てて口を噤んだときには、アルフォンスはすでに血走った目を彼女に向けた後だ。

「……なんだって？」

「あっ、いいえ違うんです、そのときは、ゆ、指を、けど私、怖いし痛いしで悲鳴をあげてしまって、向こうはそれで興醒めだったらしくて……っ」

「……指……？」

　なにを口走っているのか、自分でももうよく分からない。ただ、喋れば喋るほど失言を繰り返す羽目になっていることだけは理解できた。

　真っ赤な顔で弁解するイゾルデを恨めしそうに見つめながら、アルフォンスは自分の親指の爪をガリ、と噛む。

「やっぱりさっき殺しておけば良かったな……」

「だっ、駄目です！　アルフォンス様が手を汚されるのは、よ、良くないと思います！」

「……そうかな」

「そうです。それに……彼はもうすぐ父親になる人ですし」

　父親、という言葉に、アルフォンスの表情がひと息に凍りついた。暗く告げても仕方ないと笑って伝えたはずが、イゾルデの唇はにわかに震え出してしまう。

　ひどい扱いを受け、自ら死を選びたくなるほど傷ついていたのは事実だ。それなのに、今はなにも感じない。

　不思議だ。ヨルンに対する不審感や嫌悪のすべてが昇華されてしまったかのように、心の底から、あの男のことがどうでも良くなっている。

　だが、アルフォンスは違ったらしい。

「やっと分かった。あの日、あなたがエルプセ岬に行った理由が」

　伸びてきた腕にきつく抱き締められ、イゾルデは目を細める。そして広い背に手を添えて抱擁に応え、震える彼の耳にそっと囁いた。

「大丈夫です。あのとき死ななくて良かったって、私、今はちゃんと思えてますから」

　告げ終えるや否や、彼女の唇はアルフォンスの熱いそれに塞がれる。

　角度を変え、ふたりの唇は幾度も重なり合う。離れてもすぐにまた触れ合うせいで、イゾルデの呼吸が少しずつ浅くなっていく中、不意にアルフォンスの唇が彼女の耳へ向かった。同時に、上半身はほとんど乱れていなかったイゾルデの衣服に彼の指がかかる。

「イゾルデ、……ここにもキスしたい……」

　胸に触れながら浮かされたような声で囁くアルフォンスと目が合い、イゾルデの腰がぞくりと震えた。

　服を脱がされ、ビスチェの紐も解かれる。顕わになった膨らみに吸いつかれ、イゾルデは堪らず甘い声をあげた。指とはまた感触が違う。いつもは指先で輪郭を辿ってばかりの彼が、今日は唇を使って同じことをしている。

「……ん、ふぅ……っ」

　舐められ、吸われ、咥えられる。声を抑えきれなくなる。

　隣の部屋には他の客が泊まっているかもしれない、艶めかしい声をあげてしまいたくない──その一心で必死に喘ぎを堪えていたイゾルデだったが、抵抗も虚しく、アルフォンスの唇は次第に下へ下へと下りていく。

　鳩尾、脇腹、臍……順に舐められ、彼の唇がどこを目指しているのか、イゾルデは悟らざるを得なくなる。

「さっきは痛かったでしょう。ごめんね」

「ぁ、い、いけません……っ」

　舌先は、暴かれたばかりのイゾルデの秘密を一度避け、大腿へ動いた。

　血が零れた痕を舐められていると気づき、イゾルデは悲鳴じみた声を落とす。だが彼女の制止は届かない。綺麗に血痕を舐め取ったアルフォンスの唇は、今度こそ秘所へ迫っていき、とうとう震える秘裂に辿り着く。

「っ、だめ、そんなところ、ああッ！」

「あの男に指を入れられたんでしょう？　どこ？　ここ？」

　入り口を優しく舐めた後、彼は舌の先端を内側へ押し込んだ。

　アルフォンスが喋るたびに温かな吐息が秘所を掠め、それだけでも意識が飛びそうなほどの羞恥に襲われてしまう。だというのに、疼きの止まらない秘密の内側にまで舌を入れられ、イゾルデはがくがくと腰を震わせる。

「あっ、そ、そんなの、ずっと、前のことなのに……っ」

「駄目だ。僕がその話を聞いたのは今だ、どうしても許せない」

「っ、ごめんなさ……」

「どうしてあなたが謝るの？　僕が許せないのはあの男だ」

　言いながら、アルフォンスはなおも輪郭を知りたがるような仕種でイゾルデの内側に舌を這わせる。

　裂けた場所がまだ痛むはずなのに、それ以上のなにかが押し寄せてくる。

　いつか強引に指を突き入れてきたヨルンの行為は、ただの暴力でしかなかった。だが今のこの行為は違う。敏感な媚肉を這う舌先が、イゾルデの快楽を引き出そうと彼女を甘く誘っている。

　腰の震えが止まらなくなる。

　ぼたりとひと粒、イゾルデの目尻を涙が流れ落ちていく。

「ここは？　ここも触られた？」

「ひ……ッ!?」

　ちゅ、と肉芽を吸われ、イゾルデは思わず身をよじった。アルフォンスの吐息が肌を掠めるたびに腰が震え、腹の奥がきゅうと締まる。

　ヨルンにどこに触れられたかなんて覚えていない。あの日の記憶に残っているのは、無理やり押さえつけられて乱暴に扱われる恐怖だけだ。けれど、それを訴えたところでアルフォンスは聞き入れないだろう。

　彼の嫉妬はきっと、自分の手で陥落するイゾルデを目にすることでしか慰められない。

「イゾルデ、……今すぐあなたの中に入りたい、でも」

　浮かされたようなアルフォンスの声を聞きながら、ふと、イゾルデは下肢に硬い感触を覚えた。

　それが、一度は力を失ったはずの彼の屹立だと気づいたときには、すでに大腿にそれを挟み込まれた後。熱い吐息を落としてゆっくりと腰を揺らし、アルフォンスは、イゾルデの入り口ごと掠めるようにして大腿に屹立を擦りつける。

「い、挿れないんですか……？」

「挿れない。もう傷つけたくない」

　おそるおそる問いかけたイゾルデにはっきりと答え、彼は浅く呼吸を繰り返す。

　入り口を往復していたそれは、やがて彼女のぷっくりと膨らんだ肉芽も掠め始める。硬い欲望に、秘裂も肉芽もまとめてぐりぐりと刺激され、イゾルデは悲鳴をあげて腰を浮かせてしまう。

「ぁ、あ……っ」

「痛い？」

　返事もできず、ただ必死に首を横に振り、イゾルデは唇を噛み締める。

　快楽が、裂かれた痛みをあっさり上回っていく。他の人々も宿泊している場所で、揃ってこんな行為に溺れているなんて……いけないことをしているという背徳感も手伝い、彼女の視界にはすぐさま快楽の火花が散り始める。

　手の甲を噛んで声を堪えていたイゾルデだったが、不意にその手を取られた。きつく瞑っていた目を開くと、噛んでいた場所を舐めるアルフォンスと目が合った。

　たしなめるような所作だ。声を抑える手段を失ったイゾルデが、堪らず切なく喘ぐ。

「はぁ、……ぁ、あッ」

「イゾルデ、……イゾルデ、」

　何度もイゾルデを呼ぶアルフォンスの声は、耳の奥を直に犯してくるようで、彼女を一層震わせる。

　擦られるたび、秘所から淫らな水音が聞こえてくる。滴る愛液を絡めて強く欲を押しつけられ、強引に腰を振られたイゾルデの視界に、ひときわ大きな火花が爆ぜた。

「……ふ……っ」

「ひ、ああ……ッ!!」

　背を反らせて絶頂を迎えたと同時、イゾルデの大腿に温かななにかが降りかかる。

　思わず、彼女はとろりとしたそれに指を伸ばした。荒い呼吸を繰り返しながら、大腿を濡らす白く濁った液体の正体に思い至り、イゾルデはただでさえ熱に滾った頬をさらに赤らめる。

　その手を躊躇なく握り締め、アルフォンスはまたイゾルデの唇にキスを落とした。

　息もつけないほどだった快楽の波が引き始める中、彼女はうっとりと目を細めて口づけを受け入れる。

「あなたはキスが好きなの？」

「……今まで、してもらえませんでしたから」

　唇と唇の隙間から、イゾルデは図らずも恨みがましい声を零してしまう。そんな彼女の耳元で、アルフォンスは許しを乞うように囁いた。

「これからは、あなたが望むなら何度でもする。だから僕から離れないで、イゾルデ」

「……アルフォンス様」

「他にはどうするといい？　どうされるとイゾルデは嬉しい？　教えてほしい。なんでもする、あなたのためならなんでも」

　白濁が垂れた大腿と、それに触れた指を丁寧に拭われ、イゾルデは零れかけた甘い声をなんとか堪えた。

　やわらかな布に肌を撫でられる、そんな感触にすら快楽を拾ってしまいそうになる自分が恥ずかしい。その羞恥ごとごまかすように、肌を拭ってくれた彼の背へ、イゾルデはきつく抱きついた。

「イゾルデ？」

「……抱き締めて、ほしくて……」

　真っ赤な顔で告げた彼女を、アルフォンスは嬉しそうに抱き締め返す。

　温かなぬくもりに溺れるイゾルデの頬を、新しい涙が滑り落ちていく。

「あなたに嘘をつかれても……あなたの顔がもし歪んで見えてしまっても、僕はあなたを放さない。愛してる、イゾルデ」

　イゾルデの顔を覗き込んだアルフォンスは、彼女の涙を目ざとく見つけ、それをそっと指で拭う。

　小さく頷いたイゾルデの唇に、彼は再び自分の唇を這わせた。





　　　　　＊






　翌朝、イゾルデが目を覚ました頃には、すでにアルフォンスの身支度は済んでいた。

　今日は屋敷に戻る日だ。寝坊してしまったかと飛び起きたイゾルデの肩を、彼は構わないとばかりに優しく撫でる。

「急がなくていいよ。朝食はここに運ぶように頼んであるから……身体はつらくないか？」

「は、はい。大丈夫です」

　ベッドの上、ぼんやりと上体を起こしながら答えたイゾルデへ、彼は身を屈めて口づけを落とした。

　寝乱れた夜着を直し、イゾルデはぼんやりと昨晩の一部始終を思い返す。

『これからは、あなたが望むなら何度でもする』

『あなたの顔がもし歪んで見えてしまっても、僕はあなたを放さない』

　アルフォンスの声が脳裏に蘇る。幾度も唇を、そして肌を辿った熱い唇のことも、ほとんど同時に思い出した。

　途端に火が出るほど熱くなった顔を、彼女はそっと両手で覆い……そのとき、ドアをノックする小さな音が響いた。

「失礼いたします。朝食をお持ちしました」

「ああ。入ってくれ」

　ドアの先、朝食を載せたワゴンとともに給仕が入室してくる。

　その顔にふと視線を向けたイゾルデは、瞬間、息を止めた。

「……え？」

　無意識のうちに声が漏れていた。

　声そのものには覚えがある。昨晩も夕食を運んでくれた、ちょうどイゾルデの母親くらいの齢の、女性の給仕だ。

　──だが、彼女の顔は、今。

　弾かれたように、イゾルデは隣のアルフォンスへ視線を向けた。彼もまた大きく目を見開き、信じられないものでも見る目で給仕を見つめている。

「あの、いかがなさいましたか……？」

　アルフォンスもイゾルデもぴくりとも動かないことに怯んだらしく、給仕は困惑した様子で尋ねてくる。

「……ああ、なんでもない。支度を頼む」

「か、かしこまりました」

　淡々としたアルフォンスの言葉に従い、給仕は手早くテーブルに朝食を広げて支度を済ませ、去っていった。

　その後ろ姿を、イゾルデは瞬きさえ忘れて凝視する。

　泥だ。黒く歪んだ泥。顔、それから手の一部も歪んで見えなかった。昨晩までは、彼女の柔和な面立ちも、シニヨンにまとめられたダークブロンドの髪も、目尻に薄く刻まれた皺も、すべて見えていたのに。

　これでは、まるで。

「イゾルデ」

　低く呼びかけられ、イゾルデははっと我に返る。

　隣へ視線を向けると、アルフォンスが狐につままれたような表情でイゾルデを見つめ返していた。

「……見えたんだ。今の、給仕の顔が」

　彼の声に、呪いが解けたのかもしれないという喜びや嬉しさは露ほども滲んでいない。もしかしたらそれは、イゾルデの顔色の悪さを察しているからなのかもしれなかった。

「あなたの目に、あの給仕の顔は見えた？」

　肩を強く掴まれて問われ、イゾルデは声を詰まらせる。

　彼の問いかけには、息苦しくなるほどの祈りが込められていた。どうか見えたと言ってくれ、と言わんばかりの。

　──だが、イゾルデは彼に嘘をつけない。

「……いいえ。黒く、淀んで……見えませんでした」

　呆然と告げたイゾルデの傍で、ひと息に血の気を引かせたアルフォンスが、ああ、と呻いて床に膝をついた。







第５章 憔悴する愛と奇妙な符合








「ん、ぅ……はぁ、」

「もう少し口を開いて、……そう、上手だ」

　……アルフォンスの呪いがイゾルデに移ってから、間もなく七日。

　ホテルから屋敷へ戻って以降、アルフォンスは、前にも増してイゾルデに依存するようになった。

　入浴の時間以外は部屋から出ることすら許さず、一瞬たりとも彼女の傍を離れない。食事を部屋に運ばせる際も、万が一にも使用人の黒く淀んだ顔がイゾルデに見えてしまわないよう、彼女の目に目隠しまで当てる始末だ。

　以前は雛鳥みたいだと微笑ましく感じていた執着も、今ではそんな愛らしい例えなどできないほどに歪んでしまっている。イゾルデ以外の顔が見えなかった頃以上に、アルフォンスは明らかに彼女に固執していた。

　なによりもイゾルデの心を締めつけてやまないのは、彼の憔悴ぶりだ。

『あなたと外を歩くのが嫌なわけじゃないんだ』

『屋敷に戻ってからも、もし出かけたくなったら教えてくれないか？』

　城下町の街路を一緒に歩いた夜の彼の言葉が、イゾルデの脳裏に蘇る。

　人の──嘘つきの顔が、黒く歪んで見える呪い。それそのものは、今のところイゾルデをさほど苛んでいない。むしろ、アルフォンスが長年体感していた苦痛を、身をもって理解できることへの関心のほうが大きいくらいだ。

　生まれつきこの呪いに苦しんできたアルフォンスとは違い、元々は人の顔が見えていた自分なら、呪いを解くための鍵となるなにかに気づけるかも……そんな期待さえ抱いていた。

　だが、アルフォンスはとてもそんな心境には至れないようだ。

　苦痛の程度を知っているからこそ、それがもたらすすべての障害からイゾルデを守りたがっている。なにが呪いの移動の原因になったのかは不明のままだが、自分の呪いを彼女に移してしまった罪悪感もまた、彼をそうした行動に駆り立てているのかもしれなかった。

　外に出かけたい。せめて部屋から出たい。それがイゾルデの本音だったが、憔悴しきった今のアルフォンスには、とてもそんな要望は伝えられない。

　彼の目の下に深く刻まれたくまが、イゾルデの胸を一層締めつける。出会った頃と同じ……いや、もっとひどくなっている気もする。

　せっかく人の顔が見えるようになったはずが、アルフォンスは露ほども嬉しくなさそうで、それもつらい。

『あなたの顔がもし歪んで見えてしまっても、僕はあなたを放さない』

　あの夜の囁きを思い返すたび、イゾルデは身を切るような切なさに襲われる。実際にそれを聞いたときには、飛び上がりたくなるほど嬉しかったのに。

　きっと彼は自分を捨てない。それは確かに嬉しい。

　それでも、彼にそんな顔をさせているのは自分だと思えば、イゾルデの喜びも嬉しさも見る間に霞んでしまう。

「イゾルデ。僕を見て」

　目覚めてからどのくらいの時間が経ったのか、瞼を開いた瞬間からキスで唇を塞がれたイゾルデには判断がつかない。

　唇の感覚はとうにない。昨晩からずっとだ。息も絶え絶えになりながら、イゾルデは薄く目を開く。

　出会った日、崖を眼下にしていたときよりも、アルフォンスは遥かに苦しそうだ。

　見ていられない。彼はもう、屋敷の使用人たちどころかユルゲンにさえイゾルデを会わせない。イゾルデをこの部屋に閉じ込め、肌を重ねた夜に彼女が望んだ口づけを、ただ盲目的に繰り返すばかりだ。

　呪いは消えたのに、どうしてあなたは前よりも苦しそうなんだろう──絶え間なく降り注ぐ口づけに翻弄されるイゾルデが、無理に開いていた瞼をそっと閉じた、そのときだった。

「アルフォンス様」

　ドア越しに嗄れ声が届いた。ユルゲンだ。

　執務もなにもかも投げ出し、この部屋にイゾルデを閉じ込め続ける当主に気を揉んでか、毎朝、ユルゲンは遠慮がちにこうして声をかけてくる。だが。

　今朝の彼の声はいつもより筋が通っていて、妙にはっきりと聞こえた。

「……あ……」

　終わらない口づけのせいで身体に力が入らず、細い声を漏らすしかできなかったイゾルデを抱きかかえながら、アルフォンスはドア越しの相手へ「取り込み中だ」とそっけなく返事をする。

　それも毎朝の通りだ。しかし、普段ならそのまま了承を告げて去っていくユルゲンが、今日はさらに言葉を続ける。

「イゾルデ様の母君がお見えです」

　思わず、イゾルデは大きく目を見開いた。

　アルフォンスもまた、弾かれたようにドアへ視線を向ける。

「……なに？」

「アルフォンス様に直々にお伝えしたい話があると、……オルデンベルク家の祖先が、当時のフォルスト家の当主に宛てたお手紙をお持ちでいらっしゃいます」

「手紙……？」

　困惑げに返したアルフォンスとは対照的に、ユルゲンの声には抑揚がない。

　訪ねてきたというイゾルデの母とあらかじめ話し合いを済ませておいたのでは、と訝しくなってくるほど、どこまでも落ち着き払った口調だった。

　──それに、手紙。

『あの手紙は、フォルスト家にまだ遺っているのでしょうか』

　そうだった。この屋敷を初めて訪れた日、邸内を案内されながら、ユルゲンにそう訊かれたのだ。

　王城を訪問したり、ヨルンと鉢合わせたり、アルフォンスの呪いが移ってしまったりと、緊張に背を震わせるできごとが立て続けに起こったせいですっかり忘れていた。フォルストの先代当主──イゾルデの祖父と顔を合わせたことがあるというユルゲンは、おそらく、イゾルデの知らないフォルスト家についてなにか知っている。

　こくりと喉を鳴らしたイゾルデを横目に、アルフォンスは、極めて不機嫌そうな声でドア越しのユルゲンへ尋ねる。

「お前が約束を取りつけたのか？　僕に許可も取らず？」

「はい。何度か話を伺う中で、少々思い当たる節がありましたゆえ……出すぎた真似とは承知の上ですが、どうかアルフォンス様に直々にお耳を傾けていただきたく」

　ユルゲンの口調は変わらない。

　オルデンベルク家の祖先が、当時のフォルスト家の当主に宛てた手紙……イゾルデと初めて話したあの日、ユルゲンは、彼女の祖父とのやり取りとともにその存在を思い出した。そして、尋ねても当を得ない返事しかしなかったイゾルデではなく、彼女の母に連絡を取り、やり取りを続けていたということか。

「……分かった」

　このところはユルゲンの話にもほとんど耳を貸さず、イゾルデにつきっきりだったアルフォンスが、とうとう溜息とともに答えた。

　ベッドの上のイゾルデに圧しかかっていた彼は、苦々しい表情を隠しもせず、彼女の耳元で囁く。

「すぐ戻る。あなたはここで待……」

「いいえ」

　震える唇を強引に動かし、イゾルデは咄嗟にアルフォンスの腕を掴んだ。

　母は、なんのためにこの屋敷を訪れたのか。城下町でのヨルンとの諍いを聞きつけ、その件で訪れた可能性は高い。だが。

（違う。きっとそれだけじゃない）

　イゾルデの頭が、痛むほど激しく働き始める。

『オルデンベルク家の祖先が、当時のフォルスト家の当主に宛てたお手紙をお持ちでいらっしゃいます』

　両家の繋がりを示す、祖先たちが交わした文ふみ──胸騒ぎがする。

　ユルゲンは、すでに母から何度か話を聞いているという。彼がわざわざ、それも一度のみならず母の言葉に耳を傾けた理由はなんなのか。

　鳥籠の鳥よろしく部屋に閉じ込められていたせいで、ここしばらくは碌に頭が働かなくなっていたが、イゾルデは元々大きな違和感を抱えていた。それもアルフォンスに出会った当初から、ずっと。

　イゾルデの姿だけがアルフォンスの目に映るという、それ自体が異常なのだ。

　こうして自分の身に呪いが移ることは想定外だったが、移った後、彼女の目にもアルフォンスの顔だけが映っている。それも引っかかる。

　──彼に自分の顔が見えたのは、そして呪いがこの身に移ったのは、自分の血筋に関係があるのでは。

　イゾルデの胸にもやもやと浮かんでは消えていくばかりだった、輪郭を持たない曖昧な仮説が、今になってはっきりと言葉に置き換わる。

　父は婿で、フォルストの直系は母だ。もしかしたら母は、オルデンベルク家の呪いについてなにか知っているのかもしれない。

　母が持ってきたという、オルデンベルクの祖先からフォルストの祖先に送られた手紙には、一体なにが記されているのか。

「私も一緒に参ります」

「……イゾルデ」

「もし母が嘘をついたとして、今、そうだと判断がつくのは私だけです。ですからどうか」

　アルフォンスの手首を掴むイゾルデの指に、にわかに力がこもる。

　そのまっすぐな眼差しを受け止めきれなくなったのか、ゆっくりと視線を下ろしたアルフォンスは、苦々しい表情で彼女に小さく頷き返した。





　　　　　＊






「お初にお目にかかります、オルデンベルク伯爵」

　ふたりが応接間に足を踏み入れるや否や、立ち上がって深々と頭を下げたのは、イゾルデの母パウラだ。

　支度を済ませ、イゾルデはアルフォンスとふたりで応接間へやってきた。室内には母とユルゲン、そして彼らの四人のみだ。

　母の声を聞くのはひどく久しぶりだ。たったひと月弱ほど離れていただけなのに、イゾルデには妙に懐かしく聞こえる。耳ばかりが懐かしさを拾うのは、今の彼女の目に、母の姿が黒く淀んで映っているせいもあった。

「お母様。お父様は、今日は？」

「……人を雇って任せてきたわ。あなたが遺してくれたお金があったから、それを使ってね」

　あなたが遺してくれたお金、というパウラの言葉には、罪悪感が強く滲んでいた。

　怪我をして以来すっかり弱ってしまった父が、馬車に乗ってこの屋敷を訪れるのは、確かに現実的ではない。パウラに小さく頷き返し、イゾルデはアルフォンスとともにソファへ腰を下ろす。それから、周囲の誰にも気づかれないよう小さく息をついた。

　……久しぶりにドレスを着た。ホテルから屋敷に戻って以降、ずっと部屋の中だけで過ごしてきた。夜着から夜着へ着替えるばかりの、いわば軟禁状態だったのだ。

　今日は、七日ぶりに顔を合わせた使用人に支度を調えてもらった。多くの使用人は、そもそもオルデンベルクの呪いについて知らない。目隠しは必要ないからと、アルフォンスには事前に伝えた。

　レースがふんだんにあしらわれた薄空色のドレス、同じ色のリボンを織り交ぜて編まれた髪。久しぶりに着飾ったせいか、イゾルデは妙に気分が落ち着かない。

　イヤリングとネックレス、そして靴には、色の深いサファイアがあしらわれている。灰がかった深い青色……アルフォンスの瞳によく似た色の宝石に全身を包まれている。まるで自分が、彼の所有物になってしまったかのようだ。

　今の自分は、母の目にもそんなふうに見えているのだろうか。まっすぐに、イゾルデはパウラの顔を直視する。

　黒い淀みが母の顔をくすませている。だが、輪郭そのものは思ったよりも見える。七日前、ホテルで世話になった給仕の女性よりもはっきりしている気がした。

　あのときの給仕と母では、齢なんてそう変わらないだろうに──母は、これまでさほど嘘をつかずに生きてきた人なのかもしれない。イゾルデはつい意外に感じてしまう。

「伯爵様。このたびは娘をお助けいただき……本当に、どう感謝を申し上げれば良いか」

　伏し目がちに、パウラは対面のアルフォンスへ感謝を告げる。

　一方のアルフォンスは、目を細めてパウラを見つめたきり、隣のイゾルデの腰をやや強引に抱き寄せた。わざと母に見せつけているのだと察し、イゾルデは緊張に喉を震わせる。

　空いた手で目の下のくまを撫でつけながら、アルフォンスは口元を歪ませてパウラへ笑いかけてみせた。

「逆だ。僕がご息女に助けてもらったんだ、飛び降りの名所でね」

　はっきりと告げたアルフォンスの前で、パウラは露骨に肩を震わせる。

　飛び降りの名所──その言葉を強調したアルフォンスの意図は明白だ。彼はパウラを責めている。死を覚悟するほどまでにイゾルデを追い詰めたのは誰だ、と。

「……イゾルデの書き置きを最初に見つけたのは、私でした」

　やがてパウラは、ぽつぽつと事情を語り始めた。

　自分がいかに娘を蔑ろにしてしまっていたか、彼女は、娘の遺書を目にしてようやく正気を取り戻したという。

　夫が怪我をして以来、自分の役割であった家の切り盛りも、完全にイゾルデに依存してしまっていた。娘だけに負担が集中する現状を、夫婦揃って顧みもしなかった。大切な娘を守ることよりも、家を守ることに囚われてばかりだった。

　そのせいで、娘を追い詰めてしまった。

　イゾルデの簡潔な遺書を前に、なおも体裁を気にする夫と、彼女はそのとき初めて真っ向から意見を対立させたそうだ。珍しく表情を歪ませて怒るパウラを前に、イゾルデの父も、憑き物が落ちたようにして正気を取り戻し……そんな頃、彼らはヨルンの家族からある話を聞いた。

『イゾルデが、いかにも身分の高そうな男と一緒に城下町を歩いていた』

『その相手を、イゾルデは〝アルフォンス様〟と呼んでいた』

　ヨルンがそう言っていると聞いたイゾルデの両親は、まさか、と目を瞠ったという。

　酒のせいで判断が鈍っていたが、あれは確かにオルデンベルク伯爵だったと、ヨルンは家に戻されてから声高に言い張ったらしい。

　ヨルンは元々、自分より立場が下の相手にしか強く出られない性た質ちだ。彼の首の傷は、彼の証言通りならばオルデンベルク伯爵につけられたもの。それなのに、ヨルンは伯爵にではなくイゾルデに対して怒り心頭だったという。

　対する彼の家族は、もし息子がオルデンベルク伯に無礼を働いたのなら、と身を震わせ、なおも我儘を喚き散らすヨルンと揉めに揉めたそうだ。

　一方で、娘は生きていると希望を見出したイゾルデの両親は、速やかにヨルンの家へ破談を申し入れた。婚前交渉によって孕ませた女性の家族からも責められているそうで、近々、ヨルンは勘当されるとの話だった。

　そこまで語り終えたパウラは、呼吸を整えるように息をついた。

　イゾルデの腰を抱いたきり、アルフォンスはパウラへ冷めた視線を投げつける。

「それで？　今日はわざわざその話を伝えに？」

　刺々しい彼の問いかけに、パウラは分かりやすく肩を震わせ、しかしゆっくりと首を横に振ってみせた。

「いいえ。ヨルン……イゾルデの元婚約者が、城下町で伯爵様とやり取りをした際に、『人の顔が見えていない様子だった』と言っていたと聞き及びました」

　顔を上向けたパウラは、ためらいの滲む声で続ける。

「伯爵様、無礼を承知でお尋ねいたします。あなたがたの血筋に、なんらかの障害が現れている方はいらっしゃいませんか？」

「……障害？」

「はい。例えば、人の顔が識別できなくなってしまうような」

　含みのある言い方をしたパウラの前で、アルフォンスとイゾルデははっと目を瞠る。咄嗟に口を開きかけたイゾルデをやんわりと遮り、アルフォンスは静かに答えた。

「僕に現れている。嘘をついた人間の顔が次第に歪んでいく、我が一族はこれを〝呪い〟と呼んでいる」

「……やはりそうなのですね」

　呟くように返事をした後、パウラは深く頭を垂れてみせた。

「それは呪術の影響なのだそうです。かつてのフォルスト家の当主が、魔女の末裔……おそらくは後のテレジア・オルデンベルク様から受けた呪術」

「……呪術？」

　俯きながらもはっきりと告げたパウラは、手持ちの袋からおもむろに箱を取り出した。素朴な飾り彫りが施された、彼女の両手大ほどの大きさの、鍵つきの箱だ。

「フォルスト家には、テレジア様から届いたお手紙が保管されております。こちらを巡って、私の父……先代のフォルスト家当主がある問題を起こしたために、娘のイゾルデにはわざわざ伝えなくて良いだろうと考えていたのですが」

　ためらいがちに告げてから、パウラは箱をテーブルの上に置き、鍵を開けて中身を取り出した。

　中から出てきたのは封筒だった。それも複数の。

　角がよれているもの、虫に食われたのか穴が空いてしまっているもの、中には封筒が破損して中身が覗いているものもある。握り締めた跡のような皺も目立つ。状態は決して良いとは言えない……だが。

　手紙の差出人に当たる部分にオルデンベルクの名を見つけたイゾルデは、思わず目を見開いた。

　テレジア・オルデンベルク。その名を、アルフォンスも目に留めたらしい。

　ちらりとユルゲンを見やった彼に応じ、老齢の執事は、あらかじめ用意していたと思しきオルデンベルク家の家系図を紐解いてみせた。

「テレジア様は九代前の当主の後妻で、次の当主の母君であらせられたようです」

「……後妻の子が当主に？」

「はい。時期的には流行病の影響かと……前妻との間には子が三人、いずれも流行病に侵され、当主も含めて皆早逝なさったご様子」

　アルフォンスとユルゲンのやり取りをぼんやり耳に入れつつ、イゾルデは、今度は宛名を確認する。そちらはフォルスト姓の男性だ。

　娘の視線を追ったのか、パウラが再び遠慮がちに口を開く。

「宛名の〝ヴァルター・フォルスト〟は、魔女狩りを終結に導いた功績を称えられて子爵位を賜った、当家の八代前の当主の名です」

「……八代前の当主？」

「はい。テレジア様はヴァルターにある呪術をかけてしまい、その後、彼の呪いをすべてご自身が引き継いだ……こちらの手紙に、そのように記していらっしゃるのです」

　パウラの言葉を最後に、応接間に沈黙が落ちた。

　魔女の末裔と魔女狩りの聖騎士……そのふたりに面識があったということか。こくりと喉を鳴らしたイゾルデからアルフォンスへと視線を動かし、パウラは彼に向けて告げる。

「私の父の代に、フォルスト家は多額の借金を抱えました。まだ私が幼かった頃、あるとき突然、父はこの手紙を握り締めて家を飛び出して……後々母に聞いたのですが、そのとき、父はこちらのお屋敷へ足を運んだそうです」

「覚えがございます。当時、私が応対しました。先々代、アルフォンス様のお祖父様が爵位をお継ぎになって間もなかった頃です」

　口を挟んだユルゲンは、苦々しく顔を歪めている。

　母が幼かった頃となると、少なくとも三十年以上は前の話になるだろうか。

「この手紙は、我が家で代々大切にされてきたものです。記録を紐解いてみると、まさにヴァルターの代から守られてきたようでした」

「……お母様」

「それを、父は大切だと思えなかったのかもしれません。もしくは、大切に思えなくなってしまうほどに切羽詰まっていたのか」

　物憂げな吐息を落とした後、パウラは懺悔でもするかのような声で続ける。

「この手紙の内容をだしにオルデンベルク家を脅して、お金を工面してもらおうと考えたらしく……箱から取り出した手紙をまとめて握り締めた父の仕種を、今でも覚えております」

　そこで言葉を切ったパウラは、再び深く俯いてしまった。

「本当に、情けない……申し訳ございません……」

　祖父の借金をきっかけにフォルスト家は傾き、子爵位から男爵位へと転落した。そうした事情はイゾルデも知っている。

　だがまさか、当の祖父が、格上の貴族を相手にそんな恥を晒していたとは。イゾルデもまた、母につられて深く俯かざるを得なくなる。

　膝の上で拳を握り締め、パウラは細い声で続ける。

「ユルゲンさんと何度かやり取りさせていただいて知りましたが、この手紙の内容についてお伝えする際、父は〝呪い〟という言葉も出したようで……侮辱と受け取られて当然です。門前払いで済んだのは、むしろ幸運だったのかもしれません」

　呪いの件は、オルデンベルク家では極めてデリケートに扱われていたはずだ。それを落ちぶれた男爵家の人間に、それも門前でいきなり声高に叫ばれたとなれば、確かに祖父は門前払いされて当然だ。

　なにより祖父は、金銭のためにこの手紙を利用しようとした。その事実が、今まさに呪いを身に宿しているイゾルデの癇にひどく障る。だが。

　──ここにきて、思いがけない情報に触れてしまった。

　大きさがそれぞれ微妙に異なる複数の封筒を見つめながら、イゾルデは喉を鳴らす。

　魔女狩りの時代、教会が掲げる正義の名の下、弾圧の筆頭に立っていた聖騎士の一族・フォルスト家。その当主が、当時、他ならぬ魔女から呪術を受けていただなんて。

　俯いた母の顔の辺りを、イゾルデはじっと凝視する。

「オルデンベルク家の祖先に魔女の末裔がいて、その方が当時のフォルスト家当主に呪術をかけて、その後、彼の呪いを引き継いだ……それらのお手紙に、そう記されているということですか？」

　パウラをじっと見つめ、イゾルデはあえて声に出して尋ねた。

　母の返答にもし嘘があれば、彼女の顔はさらに歪んで見えるだろう──しかし。

「……ええ。本当に、信じがたいのだけれど」

　俯いたきりの母の顔は、今以上には歪まなかった。

「アルフォンス様。母は嘘を申しておりません」

「……イゾルデ」

　驚いた様子でイゾルデへ視線を向けたアルフォンスは、ほどなくして彼女の言葉の意味を察したらしい。

　一方で、ふたりのやり取りを遠慮がちに眺めていたパウラは、見る間に顔色を変えた。

「イゾルデ、お前……まさか、その呪術を」

　青褪めた母親の呟きには答えず、イゾルデはまっすぐに切り出した。

「お母様。そちらのお手紙、すべて読ませていただけますか？」







第６章 彼らの恋の終わりと祈り








　──時は遡り、およそ二百年前。

　教会による魔女狩りが始まって十年。終息の兆しを見せない弾圧に、民は疲弊し、怯え、しまいには魔女ではない者まで巻き込まれるなどして泥沼化していた。

　フォルスト家の嫡男ヴァルター・フォルストは、教会直属の聖騎士として剣を握るひとりだった。当主の後継であった彼も、魔女と呼ばれる者たちを幾人もその手にかけてきた……だが。

　彼が手にかけた魔女たちは、皆、紛れもなく人間だった。悲鳴をあげ、血を流し、愛する家族や恋人の名を呼びながら死にゆく者ばかり。

　そのたびに彼の心は揺れた。魔女とはなんだ、本当に実在するのだろうか、と。

　まじないや占いを行う者、星から未来を読む者、医術に通じる者、あるいは巧みな技術で薬を作る者。普通の人よりも進んだ知恵や技を持つ者たちを、教会側の都合で良からぬ者と決めつけ、その命を惨たらしく奪っているだけなのでは、と。

　そんな中、運悪く森で怪我をした彼は、ある娘に窮地を救われる。

　テレジアと名乗ったその娘は、魔女の末裔であった。

　ところが、魔女の命を狙う聖騎士を前にしても、彼女は動じなかった。淡々とヴァルターへ手当てを施し、彼のために食事や寝床まで用意した。

　傷が癒えるまでの間、彼女とともに暮らしながら、ヴァルターはますます分からなくなっていった。魔女とはなんなのか。自分と彼女の、なにが違うのか。

　ふたりが恋に落ちるまで、さして時間はかからなかった。

　傷が癒えたヴァルターが彼女の家を去って以降も、ふたりはときおり森の奥で逢瀬を重ねた。片や魔女、片や聖騎士──許されない恋だと互いに理解していた。

　ヴァルターが家の意向を拒絶し、魔女狩りの不当性を訴え始めたのもその頃だ。

　家族や親族に非難されたヴァルターが、親から勘当されかけたことをきっかけに、ふたりはとうとう心中を決意した。心中の名所として知られるエルプセ岬、その崖から一緒に飛び降りよう、と。

　しかし、ふたりが岬を訪れたその日、悲劇が起きた。

　まさにそのエルプセ岬で炎が上がったのだ。崖の手前、草を刈られて広くなった場所で、数名の聖騎士たちに囲まれたなにかが火に炙られていた。

　──魔女狩りだ。

　途端に、テレジアはヴァルターに牙を剥いた。私を嵌めたのか、この嘘つき、と。

　違う、と何度も否定するヴァルターの声に耳を貸さず、憎しみに駆られたテレジアは彼に呪術をかけた。

　嘘をついた人間が、他の誰の目にも映らなくなる呪術だ。

　ところが、激昂していたテレジアは呪文を一節取り違えた。そのせいで、呪術をかけられたヴァルターの目にこそ嘘つきが映らなくなる──彼の目にだけ、他のすべての嘘つきの顔が黒く歪んで見えるようになってしまった。

　結局、岬で見かけた炎は魔女を炙るための炎ではなく、聖騎士たちが古い武具を燃やすために上げていた炎だった。すべてはテレジアの思い込みが生んだ誤解だった。

　術者であるテレジアだけは、唯一ヴァルターの目に鮮明に見えた。だが、すべての嘘つき──すなわちほとんどすべての人間の顔がまともに見えなくなったヴァルターは、それ以来、同僚や家族さえも信用できなくなってしまった。

　彼が頼れたのは、顔が見えるテレジアただひとり。

　元々孤独な生活を送っていたテレジアは、彼女なしでは生きられなくなったヴァルターにより傾倒し、以前にも増して彼を深く愛するようになった。失踪した名家の息子を探す者たちは少なくなかったが、テレジアはあらゆる手段を駆使して彼を隠し続けた。

　テレジアがかけた呪術は、口づけを交わしたり肌を触れ合わせたりするたび、ときおり互いの身を行き来した。元々が、テレジア本人には術の影響が及ばないようにと組んだ呪術であり、テレジア自身も術に組み込まれていたためだ。

　人の顔が黒く歪んで見える現象も、テレジアには大した害にならなかった。彼女が信用できる人間など、ヴァルター以外にはいなかったのだから。

　だが、ヴァルターは違った。

　家族を信じ、仲間を信じ、そうした人々と同じようにテレジアのことも信じた。彼はごく普通の、そして正直な人間だった。

　決して長くはなかった拘束の末、ヴァルターの心こそが、次第にテレジアから離れていってしまった。

『僕を縛りつけるばかりの君を、僕はもう以前のようには愛せない』

　森に迷い込んできた旅人を、テレジアが口封じに殺めかけたその日、辛くも旅人を逃したヴァルターはとうとうテレジアへ別れを切り出した。

　逆上しながら拒否するテレジアを、ヴァルターは辛抱強く説得し続けた。

　そんな彼を前に、テレジアもまた悟らざるを得なかった。彼の心が、もう自分に添ってはいないのだと。

『私を殺さないと約束するなら解放する』

　彼女の最後の言葉を胸に刻みつけるようにして頷いたヴァルターは、それきり、振り返ることなくテレジアの家を後にした。

　誤解の延長でヴァルターを苦しめてしまった罪悪感から、テレジアは、例の呪いを引き継いだ状態で別れた。あくまでも表面上は。

　──ある致命的な原因によって、呪術は、とうとう正しく解けなかったのだ。





　　　　　＊






　失踪の末に死んだと考えられていた正当な跡継ぎが無傷で戻ってきたことに、フォルスト家は大いに喜んだ。

　その頃には、無理に魔女狩りを推し進めていた教会から人心が離れつつあった。力をつけすぎた教会を目障りに思っていた王室は、魔女狩りの終結に多大な影響を及ぼしたフォルスト家に子爵位を与え、その功績を称えた。

　皮肉にも、テレジアとの出会いをきっかけにヴァルターが訴え始めた〝魔女狩りの不当性〟が、その頃になってようやく認められたのだ。

　一方のテレジアは、流れ流れてオルデンベルク家の使用人となっていた。

　彼女の目には、嘘つきの姿が黒く歪んで見えるまま。主人も、主人の妻と子供たちも、客人も、使用人仲間も──誰も彼も、多少なりとも歪みを持って彼女の目に映っていた。

　自分が魔女であることも、嘘つきの姿が黒く歪んで見えることも、テレジアは誰にも打ち明けなかった。魔女狩りに否定的な世にはなったが、オルデンの地には、異端を恐れる風潮がなおも色濃く残っていたからだ。

　当時のオルデンベルク家は、新たに発見された鉱脈を開発して急速に力をつけていたところで、伯爵位を賜ったばかりだった。妻に先立たれた当主に見初められたテレジアは、彼の後妻となり、やがて子を身籠った。誕生した男児には、呪術の残滓も魔女の力も引き継がれなかった。

　この過ちまみれの呪術が、自分の生涯からはみ出すことなく完結してくれるなら──そう願いながら平穏に暮らしていた彼女だったが、ほどなくして、オルデンの地は大規模な流行病に襲われてしまう。

　オルデンベルク家ではテレジアとテレジアの息子だけが生き残り、彼女の息子が後継となって家は存続し、それから十数年。新たな悲劇が再びテレジアを襲った。

　孫が生まれると同時に、彼女の目に、すべての人の顔が見えるようになったのだ。

　自分が負うはずの業が孫に引き継がれてしまった。魔女特有の直感で、テレジアはそう悟らざるを得なかった。

　家族には打ち明けられない。当主の母親が魔女だと知られれば、この家から人心が離れてしまう。やっとのことでここまで家を立て直してきた、嘘嫌いで実直な息子の足を、この期に及んで自分が引っ張るなんて耐えられない。

　悩みに悩んだ彼女は、少しずつ心を病んでいった。彼女の家族はそれを、皮肉にも〝孫が謎の呪いを受けて生まれてきたせいだ〟と受け取った。

　すでに一線を退いていたとはいえ、公務にも一切携わらなくなり、日がな一日私室に引きこもったきり。心の弱ったテレジアが取ったのは、孫のため、ヴァルターを頼って手紙をしたためるという選択だった。

　いまさらどの口で助けを乞うのかと自嘲に溺れながらも、筆を止められず、彼女は何度もヴァルターへ手紙を送った。

　だが、返事はなかった。いつまで待っても一通も届かなかった。

　──七通目の手紙をしたためた後、衰弱した彼女はとうとう筆を握れなくなった。





　　　　　＊

　　　　＊＊＊

　　　　　＊






　手紙を読み終え、イゾルデは震える息を落とした。

　人の日記を盗み見ているような罪悪感とともに、ヴァルターとテレジアの人生をそのままそっくりなぞっている錯覚に囚われる。

「最初の手紙が届いた頃、ヴァルターはすでに妻と死別した後で、本人も病床にあったそうです。テレジア様のお名前で届いた手紙は全部で七通……そのすべてを厳重に保管し、代々大切に扱うようにと命じてから息を引き取ったそうです。当時の執事の記録が残っておりますので、おそらく真実かと」

　語る母親の声が、イゾルデの耳にはどこか遠く聞こえてくる。

　七通すべての封蝋が、オルデンベルク家の紋章入りだ。確かに、これらの手紙はテレジア・オルデンベルクがしたためたものなのだろう。

　一通目には、ヴァルターへの謝罪と、彼女が引き継いだ呪術が孫に移ってしまった経緯、その解呪のためにヴァルターの力を貸してもらえないかという申し出が記されていた。

　二通目から五通目は、どれもインクが滲んでうまく読み取れなかった。郵送時や保管中の不注意、あるいは時間の経過による劣化もあるだろうが、ところどころ乱れの強い筆跡を見る限り、テレジア自身が書きながら涙を滲ませていたのではと想像できてしまう。

　……そして、六通目。

　五通目までに返事が一切届かなかったために、テレジア自身も覚悟を決めたのかもしれない。宛名は、ヴァルターの実子とその家族になっていた。

　何枚にもわたる、まるで祈りを直に綴るかのような長い手紙だ。

　自身が魔女の末裔であること、魔女にとって天敵とも呼べる聖騎士・ヴァルターと親しくなったこと、あるとき彼を疑って呪術をかけたこと、そのせいでふたりの間に亀裂が走ったこと、嘘つきの顔が見えなくなる彼の呪いを自分が引き継いだことなどが記されていた。




『呪いから解放されて、ヴァルターはきっと清々しい気持ちだったでしょう。私は、彼を信じきれなかった代償を、死ぬまでこの身に宿し続けようと決めたのです。それなのに』




　さまざまな不運が重なり、彼女の息子がオルデンベルク家の後継になったこと。誕生した孫に呪いが移ってしまったこと。家族の誰にも、自分が魔女だと打ち明けられずにいること。悩みの末、心身を病んでしまったこと。

　手紙を読み進めるほどに、筆跡は乱れていく。

　老齢のせい、もしくは心身を病んでいたせい。それ以外にも、この文字の乱れ方には理由がありそうで、イゾルデの胸はきつく締めつけられる。




『自分が魔女だと、私が打ち明けることができた相手は、生涯を通してヴァルターだけでした。そのせいか、この願いを彼に託す以外の方法が思い浮かばないのです。

　私はまだ弾圧の中に生きている。いつか自分にも魔女狩りの矛先を向けられるのではと、いまだに恐れている。そんな中で、聖騎士として多くの同胞を殺めたはずの彼だけを信じられているだなんて、自分でも信じられない……だとしても』




　一枚、もう一枚と、古びた紙をめくる指の震えを、イゾルデは必死に堪える。




『私がヴァルターにかけた呪術は、〝少し痛い目を見ればいい〟といった腹いせの類でした。だからその呪文は、そもそも解きやすいように編みました。

　激昂していたために編み方を誤りましたが、元々、彼が嘘をついたことに腹を立て、そんな彼が誰の目にも見えなくなってしまうようにとかけた術です。私にだけは彼が見えるように編みましたから、ヴァルターはもちろん、私自身もまた、術に編み込まれた糸のひとつでした。

　ゆえに、私たちは肌を通してときおり呪術を共有できました。そしてそれゆえに、ヴァルターが私に心を寄せてくれなくなってからは、どう足掻いても解けなくなってしまいました。

　編み物を解くときには、糸が絡まないよう慎重に解くものです。それと同じで、編み込まれた呪術を解くときも慎重に解かなければなりません。

　ヴァルターという糸と、私という糸……それぞれの心をきちんと寄せ合えば解けるように編んだのに、二度と解けなくなってしまいました。私ひとりが彼に心を寄せている状態では、いくら解呪の呪文を唱えても、もう意味がなかったのです。

　複雑に絡み合った呪術の成れの果ては、私が引き継ぎました。せめてもの罪滅ぼしのつもりでした。けれどその成れの果てには今も、彼という糸が絡まったままです。

　私が無理やり引っ張って切れてしまった糸の、もう片側の切れ端は、今もヴァルターが持っています。あるいは、ヴァルターの血を受け継いだ子供たちに受け継がれていくのかもしれません。

　フォルスト家の方々が、魔女である私のために心を砕いてくれることは、おそらくないでしょう。勇気のない私自身も、家族に自分の素性を打ち明けられずじまいで、惨めに死んでいくのでしょう。孫を助けてなどと、どの口が言うのかと笑われても、私にはもうなにも言えません。

　ですがもし遠い未来、私の子孫が呪いの残滓に苦しむ日が来るのなら、そのときはどうか、その子とヴァルターの血を引く誰かに心を通い合わせてほしい────

　それはきっと、夜空の星をすべて数え終えるよりも難しいこと。

　それでも私は託すしかありません。その日のために、解呪の手段を遺させてほしいのです。




　──どうか、いつかの未来に不幸が巡ったとき、奇跡もまた巡ってくれますよう』




　次の一枚が六通目の最後だ。

　そこには、解呪の具体的な方法と、呪文の一節らしき文言が記されていた。

「……」

　無言のまま内容を確認したイゾルデは、ゆっくりと手紙を揃えて元に戻し、それから七通目を手に取った。

　最後の手紙は、真実を打ち明けられない自身の家族や孫への懺悔の念とともに、ヴァルターと彼の息子へしつこく手紙を送り続けたことへの謝罪が綴られているだけの、ごく簡素なものだった。

　隣のアルフォンスへ、イゾルデはゆっくりと視線を定める。

　呪いが自分の身に移っていても、やはり彼の顔は鮮明に見える。テレジアの手紙に記されている情報が真実なら、アルフォンスが受け継いだ呪いは、フォルストの血縁、すなわち〝引きちぎられた片方の糸〟を持つヴァルターの子孫でなければ共有できなかったはずだ。

　自分にはできている。

　つまり、この呪いはテレジアが示した方法で解ける。

「イゾルデ、これだけは教えてちょうだい。お前は今、伯爵様と呪いを共有しているの？」

「……はい。嘘をついている人の顔が、今は私の目に映りません」

　母が心から自分の身を案じていると悟りながらも、イゾルデは迷いなく答えた。

　ひゅ、と息を詰めたパウラは、ためらいを覗かせつつも続ける。

「イゾルデ。もしこの手紙の方法で伯爵様の呪いが解けたなら、家に帰っていらっしゃい」

「……お母様」

「私もお父さんも、あなたを無理やり結婚させたり縛りつけたりするような真似は、もう絶対に……」

「断る」

　懺悔にも似たパウラの言葉を遮ったのは、イゾルデではなくアルフォンスだった。

　途端に固まったパウラを睨みつけながら、アルフォンスは彼女へ見せつけるようにしてイゾルデの手を取る。

「イゾルデがエルプセ岬から飛び降りようとした理由はなんだと思う？」

「……そ、それは……この子の婚約者が、他の女性を孕ませたからで……」

「違う。あなたがたがイゾルデを庇わなかったからだ」

　彼女を崖の縁に立たせるまで追い詰めたのは、あの男であり、お前たち両親でもある──存外にそう滲ませたアルフォンスの声は低い。

　彼の言わんとしていることを察したのか、パウラもまた深く顔を俯ける。表情までは見えないはずなのに、母の顔が後悔に歪んで見えた気がして、イゾルデは堪らずアルフォンスの腕を掴んだ。

「……どうした？」

　険しい表情のまま問いかけてくる相手を、イゾルデはじっと見つめる。

　怒ることよりも諦めることを選び続けてきたイゾルデとは違い、アルフォンスは今、彼女のために怒ってくれている。ヨルンに刃を突きつけたときと同じく、あるいはあのとき以上に──だが。

「アルフォンス様。私たちを苦しめる呪いを解く方法を示してくれたのは、母です」

「……イゾルデ。それとこれとは」

「良いのです。今はどうか、母を許してくださいませんか？」

　自分自身も、すぐには両親を許せそうにない。

　それでも。

「過去に縛られて恨みを募らせるよりも、今はこの先の、未来のことを考えていたいのです」

　愛する人の腕に手を添えたまま、イゾルデは唇を緩めて微笑んでみせる。

　彼女のその顔を、アルフォンスはしばらく呆けたように見つめ、それから額を押さえて深々と溜息を落とした。

　再びパウラへ視線を向けた彼が、苦々しく告げる。

「手紙はしばらく預かりたい。こちらでも史実と照らし合わせて確認したい点がある」

「かしこまりました……あの、伯爵様。娘は、」

　アルフォンスに頷き返した後、パウラはいかにも気弱そうな声をあげた。娘は今後どうなるのか、という質問を呑み込んだのだろう。

　イゾルデにヨルンとの結婚を強いていた立場上、強く訴えることはできないのかもしれない。だが、アルフォンスと呪いを共有するほどの仲に至ったイゾルデを、もし彼が、呪いが解けた瞬間に切り捨てたらという不安に駆られている──そんな声色だった。

　彼女の訴えを察したアルフォンスは、わずかに口元を緩めて答える。

「イゾルデは僕の未来の妻としてこの屋敷に招いている。王室への拝謁も済ませた、……あなたがたには悪いが、フォルスト家には返せない」

「……恐れ入りますが、我が男爵家とオルデンベルク伯爵家では、とても釣り合うとは……」

「親子で同じことを言うんだな」

　ふふ、と今度は声をあげて笑ったアルフォンスの隣で、初対面のときのやり取りを思い返したイゾルデは思わず頬を染めた。

　そんな彼女の腰を抱き寄せながら、彼はパウラに薄く笑いかける。

「仮にイゾルデが平民だったとして、僕はきっとどんな手段を使ってでも彼女と一緒に歩む道を選んだ。あなたがたが気に病む話ではない」

　あ、と零したきり、パウラはもう口を開かなかった。

　黒く歪む母の顔が、微かに綻んで見えた気がして、イゾルデはますます顔を赤くして俯くしかできなくなってしまった。







第７章 いびつな呪いが消える日に








　呪いを受け継いでしまった自分の子孫と、かつて魔女と呪いを共有したフォルスト家の子孫が、心を通わせ、また手を取り合いながら、ふたり同時にある呪文を唱える──それがテレジアの遺した解呪の方法だった。

　ほとんどの筆跡が震えていたテレジアの手紙は、解呪の方法を記した部分だけ、他と比べて明らかに鮮明だった。

　おそらく、彼女は最期まで自分の家族に事情を明かせなかった。だからこそオルデンベルク家には解呪の方法が伝わっていなかったのだろうが、せめて、という強い意思を感じる筆跡だった。

　ユルゲンに調査を任せたところ、手紙の筆跡と、書庫に遺っていたテレジア本人の手記の筆跡が一致した。

　ユルゲンがオルデンベルク一族の呪いについて知ったのは、まさにイゾルデの祖父の応対をした直後だという。当時は『手紙は偽物に決まっている、没落貴族の戯言だ』と一蹴され、ユルゲン自身も当主のその判断に納得していた。

　だが今になって、フォルストの名を持つイゾルデが、偶然にも彼らの前に現れた。しかも、呪いを受け継いだアルフォンスの目に、彼女の顔だけが鮮明に映った。

『あの手紙は、フォルスト家にまだ遺っているのでしょうか』

　呪いとフォルスト、その奇妙な符合を前に、ユルゲンはもしやと考えてイゾルデにあの質問をしたのだろう。

　若いイゾルデが事情を知らないと知った後、彼は直接フォルスト家に連絡を入れた。折しもそれは、ちょうどイゾルデの両親が娘の生存を知った頃。父ではなく、イゾルデの祖父がテレジアの手紙を悪用しようとした経緯を知る母パウラが応じたそうだ。

　呪いが解けたかどうかを知るには、呪いを共有していない人間の顔が見えるかどうかを確認しなければならない。解呪の場に、証人として立ち会っているのはユルゲンだ。

　しんと静まり返った部屋の中、イゾルデはゆっくりと深呼吸をして、それから対面に立つアルフォンスの手を取った。向き合って両手を繋ぎ、ふたり一緒に、手紙に記されていた呪文の一節を口に乗せる。

　そして、唱え終えたふたりの声がふつりと途絶えた、そのとき。

「っ、あ……」

　堪らず、イゾルデは声を落としてしまう。それまではどんな状況にあっても必ず見えていたアルフォンスの顔が、見る間に黒く歪み始めたためだ。

　呪いが移って数日、他の誰の顔が歪んで見えても、彼の顔だけは鮮明に見えていた。それなのに、真向かいに立っているはずのアルフォンスの姿は、見る間に大きく歪んで見えなくなる。まるで、たった今嘘をつかれたかのように。

　顔のみならず、繋いだ彼の手も、いつの間にか消し炭のごとく黒く濁って見える。

（怖い……でも）

　瞼を窄めながらも、イゾルデは正面の黒い影をじっと凝視し、テレジアの手紙に記されていた一文を強く思い返していた。

『もし解呪が可能な状態にあるなら、呪文を唱え終えた時点で、互いの姿が真っ黒に歪んで見えなくなるでしょう』

　こうしてアルフォンスが黒く見えている以上、解呪は可能ということだ。アルフォンスの目にも、今、自分の姿は黒く歪んで映っているのだろう。

　イゾルデが唇を噛み締めたそのとき、片方の手を外されそうになり、彼女は目を瞠る。

「ッ、う……あ、」

　案の定、アルフォンスは派手に困惑している。

　悲鳴じみた声をあげた彼の手が、自分の手から離れそうになるや否や、イゾルデは自分から強く握り返してそれを繋ぎ留めた。

　アルフォンスの目にイゾルデの顔が歪んで映ったことは、過去に一度もない。ならばせめて、自分だけは冷静であるべきだ──繋いだ両手に、イゾルデはそっと力を込める。

「アルフォンス様。大丈夫です」

「……あ……」

「顔が見えなくても、私には、あなたがあなただと分かります」

　繋いでいた両手のうち、片方の手を外したイゾルデは、彼の黒い顔に向けて指を伸ばしていく。きっと、彼の目には黒く歪んで見えているだろう指を。

　髪に触れる。少し癖のあるアルフォンスの黒髪……感触はいつもと同じだ。思わず、彼女は頬を緩ませた。

　次に頬、その次は顎。順に指を動かしていく。目尻の泣きぼくろに触れたときには、微かな膨らみがきちんとイゾルデの指を伝った。

（……不思議。自分の顔より、あなたの顔のほうが鮮明に思い出せてしまうなんて）

　最後に、イゾルデの指は彼の唇へ辿り着いた。城下町のホテルで初めて口づけを交わしてから、何度も重ねてきた唇だ。

　そのときになって初めて、アルフォンスの黒い片手もイゾルデに向かって伸びてきた。

　おそるおそるといった仕種で顔に触れられ、その擽ったさに、彼女はつい声をあげて笑ってしまう。黒い塊に見えるそれも、何度も触れられてきた彼の指の感触となにも変わらなかった。

　イゾルデの顔の輪郭をぐるりとなぞってから、アルフォンスの指もまた、やがて彼女の唇に辿り着く。

「……本当だ。ちゃんと、分かる」

　笑う彼の吐息が頬を掠め、ふふ、とイゾルデも声をあげて笑い──その瞬間、靄のように互いの姿を蝕んでいた黒色が晴れ始める。

　瞬きをしたイゾルデが再び目を開いたときにはすでに、アルフォンスの輪郭を濁らせていた黒い淀みはすっかり掻き消えていた。

　目を瞠ったイゾルデの唇から、あ、と知らず声が零れていた。

　アルフォンスの目にも、そんな彼女の顔と姿がきちんと映ったらしい。気の抜けたような吐息を落とした後、彼は固唾を呑んでふたりを見守っていたユルゲンに視線を向け、やはり気が抜けたように笑んでみせた。

　主のその表情からすべてを悟ったのか、ユルゲンは感極まった様子で目頭を押さえ、ふたりは慌てて老齢の執事の元へ駆け寄ったのだった。





　　　　　＊






　イゾルデに呪いが移った影響で、ここ数日、アルフォンスの精神状態はひどく逼迫していた。夕食を済ませた後、イゾルデは『今日は早く休んだほうが』と提案したが、彼は小さく首を横に振った。

『今夜は、初めて一緒に過ごした夜みたいにあなたに触れたい』

　我儘を言う子供のように小首を傾げて強ね請だられたために、イゾルデはつい目を見開いて固まってしまった。

　言われてみれば、イゾルデに呪いが移ってから、アルフォンスは基本的にイゾルデとともに部屋にこもりきりの生活を送っていた。すべての人の顔が見える状態に、彼はまだ慣れていない。以前のように触れ合っていたほうが安心するのかもと、イゾルデはにっこり微笑んで了承を伝えた。

　入浴を終え、ふたり一緒にベッドへ向かった。初めてこの屋敷を訪れた夜のやり取りを、丁寧になぞるかのような夜の始まりだった。

　せいぜいひと月ほど前とはいえ、妙に懐かしく感じられてしまう。イゾルデは思わず頬を緩め、だが。

　輪郭を確かめるようにイゾルデの顔を撫でていたアルフォンスの指は、次第に彼女の胸へ、そして脇腹へと動いていき……イゾルデが訝しんだときにはもう遅かった。

　ベッドに押し倒され、覆い被さるようにして圧しかかられる。

　いつしか右脚に添えられていた彼の手が、大腿をぐっと持ち上げ、そのときになってようやくイゾルデは異変を察した。

「っ、あ……？」

　大きく脚を開かれて頬を染めたイゾルデを横目に、アルフォンスは紐で留まった彼女の下着をあっさり剥ぎ取ってしまう。剥き出しにされた秘所へ顔を寄せられ、イゾルデは一層真っ赤になりながら呻く。

　空いた手で夜着の肩紐を外され、乳房がまろび出る。まだ触られてもいないのに、先端はすでに硬くなり始めていて、そのことがイゾルデの羞恥を一層煽る。

　……じゃれ合いにも似た触れ合いが、いつしか濃厚な雰囲気をまとっていたことに、もう少し早く気づくべきだった。出会いの頃の記憶を懐かしく巡らせていたせいで気づくのが遅れた。

　アルフォンスの視線には、とうに色濃い劣情が滲んでいる。

「ああ、綺麗だ……イゾルデ」

　イゾルデの大腿を押さえながら、アルフォンスは、まだ蜜に濡れていない彼女の秘密をひたすら凝視している。

　ヨルンと鉢合わせた夜も、ここまでじっくりとは見つめられなかった。羞恥が過ぎたイゾルデは、目尻に薄く涙を滲ませて懇願する。

「っ、あまり、見ないでください……」

　恥ずかしいです、と細い声で彼女が訴えたそのとき、アルフォンスが大きく口を開いた。

　赤い舌が覗き見え、イゾルデは反射的に身をよじったが、両手で大腿を押さえ込まれている以上は逃げ場がない。

「ひッ!?」

　ざらついた舌が入り口を這い、イゾルデは目を見開いて悲鳴をあげる。

　初めて一緒に過ごした夜、アルフォンスはイゾルデの輪郭を辿ることに夢中だった。あの日、彼は舌など使っていない。指で、手のひらで、ただひたすらにイゾルデの肌をなぞっていたはずだ。

「……初めての、夜みたいにって、言ったのに……っ」

「うん。ごめんね、嘘ついて」

　泣き言じみた言葉を漏らしたイゾルデに、脚の間に顔を埋めたきり、アルフォンスが平然と囁く。

　吐息が肌を掠める感触に身悶えながら、イゾルデは驚愕に目を瞠った。

　まさか、彼が嘘をつく日が来るなんて。信じられない、という気持ちがそのまま表情に滲み出てしまったイゾルデへ、アルフォンスは極めて機嫌が良さそうに笑いかける。

「あなたは本当に嘘がつけないね。可愛い」

　囁きを落としてから、彼は再びイゾルデの秘所を舐り始める。

　秘裂を往復した後、舌先の狙いを内側に定めたようだ。敏感な襞をねっとりと舐め上げられる刺激に、イゾルデの目尻から生理的な涙がぼろりと零れ落ちる。

「ぁ、あぁ……ッ」

　ちゅ、と音を立てて吸いつかれるたび、彼女の腰は派手に跳ねてしまう。手を取られて指を絡められ、堪らずイゾルデはきつく握り返した。

　呪いを解いたときにも同じように手を繋いだことを思い返しながら、彼女は与えられる快楽にひたすら酔い痴れる。

　息が苦しい。漏れる喘ぎも、自分の意思ではうまく止められない。

　秘密の奥、舌先で嬲られているそこからなにかが溢れてくる。自分でも分かる。身体の芯が、愛する人の愛撫に蕩けて蜜を溢れさせているのだと。

「……溢れてくる、すごい……分かる？」

「ゃ、喋っちゃ、駄目です、あッ……！」

「どうして？　こんなに気持ち良さそうなのに」

　じゅ、と音を立てて強く吸われ、イゾルデの目尻をまた涙が伝い落ちていく。

　間を置かず、彼の唇は秘裂のすぐ上で震える肉芽に移った。蜜が滴る秘所を指で浅く撫でられながら、ぷっくりと膨らんだ肉芽を吸われ、唇で挟まれ──そのたび、息が浅くなったイゾルデの腰が淫らに揺れる。

「ひ、ぁあ……っ!!」

　肉芽を強く吸われた瞬間、イゾルデの視界の端に火花が散った。

　腹の中が不規則に痙攣し、同時に指を添えられていた入り口から、ぴゅ、ぴゅ、と蜜が溢れ出る。淫らな雫がアルフォンスの頬を濡らし、その光景を霞んだ目で見つめていたイゾルデは、ぞくりと腰を震わせた。

　美しい彼の顔を、自分が汚してしまっている。強烈な背徳感と充足に溺れたイゾルデの視界が、くらくらと眩暈に揺れる。

「はぁ、あ……」

　イゾルデの蜜で濡れた頬に指を這わせたアルフォンスは、彼女へ見せつけるようにしてそれを口に含んでみせた。

　甘い、と蕩けた声で囁く彼の、その声にこそ反応してしまう。絶頂の余韻に浸っていたイゾルデの内側が、再びひくひくと疼き始める。

　その反応を見透かすかのように、アルフォンスはそこへ指を含ませた。ゆっくりとながらも、舌で舐られていたときよりも深くまで侵入してくる指の感触に、イゾルデの腰が甘く跳ねる。

「あっ、ん……っ」

「今日は痛くしたくないんだ、……ここ、あのときより深いでしょう？」

　もう少し解さないと、と囁く彼の声を聞きながら、イゾルデは霞む頭で考える。

　あのとき──彼は、王太子と王女に拝謁した日の夜、ホテルで強引にイゾルデを暴いたときのことを言っている。

「つらくないか？」

「ぁ、……はい、大丈夫、です……」

　あの夜に無理やり押し込まれた欲よりも、今、彼の指は深い場所を探っている。

　蕩けた蜜をまとい、アルフォンスの指が未開の場所を往復する。浅く深く出し入れを繰り返され、内側から腹の側の壁を圧迫され……いつしか中を泳ぐ指は二本に増えていた。

　一本を奥深くに、もう一本を腹の壁に擦りつけられながら、刺激に酔わされたイゾルデの内側は彼の指をきゅうきゅうと締めつけてしまう。

「……ああ、締まる……」

「あ、ぁ、……気持ち、ぃ、ああ……っ」

「イゾルデ……っ」

　内側に指を潜らせたまま、アルフォンスは彼女に覆い被さってその唇を塞いだ。

　脚を折り曲げた体勢も、舌が絡み合う口づけも、息苦しさを煽って苦しいほどだ。それなのに、イゾルデの心は隅々まで余すところなく満たされていく。

　ちゅぽ、といやらしい水音を立てて指が引き抜かれ、あ、といかにも寂しそうな声がイゾルデの喉を通った。

　切なげに眉を寄せる彼女を見下ろしながら、アルフォンスは余裕を欠いた仕種で服を脱ぎ捨てていく。

　くたりと力の抜けた肢体を反転させられ、イゾルデはベッドの上で四つん這いの体勢にさせられてしまう。彼女がその格好に恥ずかしさを覚えるよりも先、舌と指でとろとろに解された秘密へ、硬く張り詰めた彼自身が押しつけられる。

「ここに入りたい、……奥まで全部、僕の形に広げたい……」

「っ、あ……ぅ」

「いいって言って、イゾルデ。あなたの許しがほしいんだ」

　愛おしそうにイゾルデの下腹を撫で、アルフォンスは彼女の耳元で甘く囁く。

　その途端、溢れ出た蜜がイゾルデの大腿を伝い落ちた。硬く反り返った屹立に押し広げられた自分の内側が、それと同じ形にされる──想像するだけで腹の奥が切なく震え、すぐにも達してしまいそうになる。

　四つん這いの姿勢のまま首だけを後ろへ向けながら、彼女は屹立を押しつけられた自分の秘所を、さらに指で自ら広げてみせた。

「……きて……」

　互いに求め合って契りを交わすのは今日が初めてなのに、自分からこんなふうに淫らに誘うなんて……はしたないと頭では分かっていて、それでも止められない。

　こくりと喉の鳴る音が確かに聞こえ、その瞬間、ぐり、と昂ぶりを押し込まれる。

　あ、と零れたイゾルデの声は快楽に染まりきっていて、それが余計に男の興奮を煽ったらしい。未開の場所を押し開き、アルフォンスは彼自身をイゾルデの奥深くまで挿し込んでいく。

「……熱い……」

「あ、……ぁん、はぁ、」

　ホテルでの夜よりも、さっきまで埋められていた指よりも、ずっと深くまで押し込められているのに、痛みは少しもなかった。

　刺激を求めて腫れぼったくなった内側を埋める熱いそれに、イゾルデはすっかり酔い痴れていた。力の入らなくなった腕ががくりと崩れ、腰だけを高く上げた状態で、蕩けた内側が雄を甘く締めつける。

　根本まで自身を収めた後、アルフォンスはそれを動かすことなく、上体を崩したイゾルデの背中に覆い被さるようにして身を寄せた。

「っ、そんなに締めないで……堪らなくなる」

「ぁ……ん、はぁ」

　締めないで、と言われても、どうすればいいのか分からない。

　自分の意思では止められない。中に収まる彼自身の形を感じ取ろうとすればするほど、イゾルデの腹の奥は勝手に疼いてしまう。

「中、うねって、……いい……」

　彼女としては、張り詰めたそれを受け止めるだけで精一杯だ。それなのに耳元で囁かれ、その声が一層イゾルデを敏感にする。熱っぽい吐息を落としながら、きゅう、と自分の内側が雄を締めつけたと理解できてしまう。

「はぁ、あ、ぁッ……」

「イゾルデ、……ぁ、く……っ」

　譫うわ言ごとめいた声でイゾルデを呼んだ後、堪らずといった様子で、アルフォンスはようやく腰を動かした。激しさを欠いた往復を何度か繰り返してから、ほどなくして彼は低く呻き、イゾルデを抱き締める腕をぶるりと震わせる。

「……あ……」

　内側の圧迫感が、少しずつ薄まっていく。

　中に子種を注がれたのだと、そのときになって察したイゾルデは、シーツに顔を埋めたまま、はぁ、とまた熱のこもった息を吐き出した。

（……終わってしまったの……？）

　ホテルの客室で肌を重ねた夜、彼自身で秘所を擦られたときの、全身を貫く稲妻のような絶頂は味わえなかった。そのことを寂しく感じたものの、彼が達してくれたのなら、とイゾルデは無理に自分を納得させる。

　直前までの力強さを欠いたそれを埋め込まれたきり、背中からゆっくりと抱き上げられ、彼女の身体は反転させられる。向かい合ったイゾルデをシーツの上にそっと押し倒し、アルフォンスは彼女の唇を奪った。

　舌の絡む口づけを交わしながら、イゾルデがうっとりと目を細めた、そのとき。

「ッ、んぅっ!?」

　彼女の鼻から思わず声が漏れる。内側に、再び圧迫感が走ったせいだ。

　イゾルデが大きく目を見開くと、アルフォンスは、彼女の耳たぶに唇を触れさせながら囁いた。

「次は動きたい。いいよね？」

　耳の奥に流し込まれる声は、普段よりも甘く掠れている。だがそれよりも、『次』という言葉がイゾルデの耳に強く残る。

　返事をする暇は与えてもらえなかった。イゾルデの中に潜り込んだままのそれは、毎秒ごと力を取り戻していく。ほとんど間を置かず、彼の屹立は先ほどまでと変わらない硬度に戻ってしまった。

　反り返った彼自身の全貌を思い出したイゾルデの口から、あん、と蕩けた声が漏れる。

　その瞬間、『次は動きたい』という宣言の通り、アルフォンスは仰向けのイゾルデに覆い被さったきり深く腰を押しつけた。

「ひぁ……ッ!!」

　奥まで挿し込まれた衝撃が、イゾルデに悲鳴をあげさせる。

　それと同時に胸の先端を吸われ、どうして、と問いかけることもできずじまいで、彼女はぞくぞくと腰を震わせるしかできない。

「っ、……待って、も、終わり、じゃ、」

「終わりのほうが良かった？」

　尋ねているわりに、アルフォンスは返事を求めていない。またも唇を塞がれ、イゾルデは混乱の中で派手に息を乱す。

　脱げかけの夜着が腰の辺りでたわんでいる。そのさまが、いっそなにも着ていないよりも淫らに見え、イゾルデはうう、とくぐもった呻きを落とした。

　イゾルデの片脚を肩に抱えたアルフォンスは、ふたりが繋がり合うその場所を凝視しながら腰を引く。そして引き抜く寸前で動きを止め、もう一度、奥までじりじりと押し込んでいく。

「や、ぁあ……ッ！」

　激しさを伴わない動きだからこそ、目でしっかり追えてしまう。生々しい往復が生む快楽に、イゾルデはますます過敏に腰を震わせる。

「僕は嫌だよ。もっと愛し合いたい……いいでしょう、イゾルデ？」

「ぁ、……はぁ、ああッ！」

「どこが気持ちいい？　教えてほしい、あなたが一番感じるようにしたいんだ」

　イゾルデの腰が浮いた隙に、アルフォンスは彼女の背を抱き上げ、その華奢な身体を自分の胡座の中に閉じ込めた。身体にうまく力が入らないイゾルデは、腕を引かれるまま、ただ彼にしなだれかかるしかできない。

　イゾルデの細腰を両手で固定し、アルフォンスは少しずつ彼女に腰を落とさせていく。

「ぁ、……だめ……」

　過ぎた快楽から逃げるようにして、イゾルデは反射的に腰を引いてしまう。だが、大きな両手に腰を押さえられているせいでそれも碌に叶わない。後ろから挿入されていたときよりもさらに深い場所まで届く気がして、彼女の視界がくらりと眩暈に揺れる。

　アルフォンスは、なおも激しく突き上げようとしない。イゾルデの腹の奥に自分の形を刻みつけるかのごとく、彼女の腰に手を添え、ゆっくりと腰を揺らすばかりだ。

「は、あ……ぁ、」

　激しく突かれるよりも、よほど鮮明に雄の形を教え込まれている気がしてならない。隙間なく内側を埋められ、イゾルデは熱に浮かされたような声で切なく喘いだ。

　深くまで侵入を許したのは初めてなのに、そこは彼女自身の意思とは関係なく、もっともっとと貪欲に求めて震えている。切なさを噛み締めれば噛み締めるほど、なおさらきつく彼を締めつけてしまう。

「イゾルデ。僕の形、ちゃんと覚えてくれた？」

「ぁ、あっ、あっ、ああっ……」

「あなたにも僕なしでは生きられなくなってほしい。だって、僕だけがそうだと、あなたにとっては負担でしょう？」

　──あなたもそうなってくれたら、きっともっと幸せになれるよ、僕ら。

　耳を直に犯すような声で囁かれた瞬間、初めて勢い良く最奥を突かれ、イゾルデの唇から甘い悲鳴が迸る。

　……あなたなしでは生きられない私を、あなたは負担に感じないと言う。

　怖くなる。これ以上ないところまで深く深く落ちていく気がするのに、確かに、それは何物にも代えがたい幸福にも感じられてしまう。

　これは、私とあなたしか知らない、私たちだけの愛し合い方だ。

「ぁ、……だめ、おかしくなる……っ」

　一層深く潜り込まれ、イゾルデは首を横に振って降伏を訴える。

　その矢先、アルフォンスが再び奥を突いた。ぐりぐりと最奥に先端を押しつけられ、イゾルデは背を反らせて悲鳴をあげる。

「これは？　気持ちいい？」

「きゃあッ、ふっ、ああッ！」

「それともこっちのほうがいい？　教えて、イゾルデ」

　つい先刻まで、ただ中に留まって形を教え込むだけだった屹立に奥を突かれ、腹の側の壁を擦られ、指で肉芽を押し潰され……『教えて』と問いかけておきながら、彼はイゾルデの返答など少しも待っていない。

　もちろん、イゾルデにも逐一答えていられる余裕はなかった。弄ばれ続ける内側が、次第にひくひくと痙攣し始める。

　彼女の瞳もまた、とろりと快楽に溶けて濡れる。

「……ぁ、ぜんぶ、きもちい……ぁ、あんっ、あっ」

　啜り泣きに似た喘ぎを、もう自らの意思では止められない。理性が溶け落ちているとしか思えない表情で、イゾルデは譫言のように零した。

　そんな彼女を抱き締めながら、アルフォンスはぞくりと腰を震わせる。

「イゾルデ、……奥、突きたい、もっと、」

　過ぎた興奮のせいか、彼の青灰色の瞳が、イゾルデの目には微かに赤みを帯びて紫色になって見えた。蕩けた目でアルフォンスを見つめ返すや否や、イゾルデは再びベッドの上に押し倒されてしまう。

　今度ばかりは少々乱暴だった。強引に腰を掴まれ、激しく突き入れられる。本能に呑み込まれたアルフォンスは、目を見開いて嬌声をあげるイゾルデを突き上げ、その耳元で荒い呼吸を繰り返すのみになる。

　あ、あ、と短い喘ぎを繰り返すイゾルデの目尻を、大粒の涙が流れ落ちていく。

　耳を塞ぎたくなってくるほどいやらしい水音を立てながら、自分たちは今、これ以上ないくらいに激しく愛し合っている。

　熱い。このまま、溶けてひとつに混ざり合ってしまいたくなるほど。

　あなたも、同じことを考えてくれていたらいいと思う。

「……く……っ」

「ああ……ッ!!」

　ひときわ高く喘いだイゾルデの腹の奥、最も深い場所へ、どくどくと男の欲が注ぎ込まれる。

　腹の中にもうひとつ心臓ができてしまったかのように、中が激しく脈打っている。絶頂を迎えたそこが、切なく震えながら、一滴残らず子種を飲み込んでいく。

　今度こそ、中に注がれる感覚を直に教え込まれていた。

　意識が飛びそうになるほどの強烈な絶頂の中、イゾルデの口端から零れた唾液を指で拭ったアルフォンスは、もったいないとばかりにそれを自分の口に含む。そして、ぼんやりと目を蕩かせたきり、まだ意識を朦朧とさせているイゾルデの耳元で囁いた。

「……もっといい？　まだ萎えないみたいだ……」

「ぁ、ん……」

　欲を注ぎ込んだ下腹を恍惚と撫でる彼の、いつもより赤みの強い瞳から、イゾルデは目を逸らせなくなる。

　イゾルデの荒れた呼吸が落ち着くよりも先、アルフォンスはまたも腰を揺らし始める。すでにたっぷり注ぎ込まれた彼女の入り口から、収まりきらなかった白濁がとろりとひと筋溢れ出て、堪らずイゾルデは身をよじって熱い吐息を落とした。

「……愛してる、イゾルデ……」

　イゾルデが溢れさせた蜜と自分が吐き出した白濁、それらが混ざり合うさまをうっとりと見つめた後、アルフォンスはイゾルデの耳元で甘く囁く。

　絶頂の余韻から抜けきれないまま、イゾルデもまた、求愛に応えるように彼の背へ腕を回した。







終章 運命の、その先へ








　ヴァルター・フォルストや彼の家族に宛てられた、テレジア・オルデンベルクの七通の手紙。それらは、すべてオルデンベルク家で保管されることになった。

　古い物、特に紙類の管理は困難を極める。ただでさえ、一度は雑に握り締められた形跡のある代物だ。そうした点も念頭に置かれ、フォルスト側も納得しての結論だった。

　そして今、イゾルデの手元には母からの手紙が一通。

　呪いが解けた旨を報告したイゾルデへの返事の手紙だ。便箋一枚のみの、ごく簡潔な便りだった。




『これからも、どうか身体だけは大切になさい


──母より』






　気遣いで締め括られた最後の一文を指でなぞりながら、イゾルデは口元を緩める。

　テレジアの手紙を持ってオルデンベルク邸を訪ねてきた日、母はずっと俯いていた。呪いのせいで表情こそ分からなかったが、イゾルデへの仕打ちをアルフォンスに指摘されたときには、もはや言葉もなく項垂れていた。

　両親に対しては、まだ複雑な気持ちが強い。それでも、いつかはふたりを許せる日が来たらいい──そう思える程度には、イゾルデの気持ちも少しずつ回復してきている。それはきっと、今が満ち足りているからなのだろう。

　ぼろぼろの心境でエルプセ岬へ向かった日を思い返す。

　イゾルデとアルフォンス、そしてそれぞれの祖先であるヴァルターとテレジアも心中を試みたという岬……手入れの施されていない、おそらくは彼らが生きていた二百年前もそうだったのだろう、荒れた地。

　あの日、あの時間にあの場所を訪れなかったなら、イゾルデはアルフォンスに出会えなかった。アルフォンスもまた、誰の顔もまともに認識できない絶望に閉じ込められたきり、躊躇なく崖を飛び降りていたのかもしれない。

　鮫の群れを見て飛び降りを思い留まったことも、彼の飛び降りを止めたことも、もしかしたらすべて運命だったのではと考えてしまう。

　なにかがひとつずれていたら──例えばあの前日に岬へ向かっていたなら、あるいは彼が別の時間に岬を訪れていたなら、自分たちは出会えなかった。イゾルデに至っては、祖先の遺した悲しい呪いについて、その存在を知ることさえ叶わなかった。

　奇跡のような運命を経て、自分たちは今、こうしてともに日々を送っている。

　便箋が一枚入ったきりの薄い封筒を、文机の棚へ大切にしまい込みながら、イゾルデはゆっくりと窓の外に視線を動かした。

　眼下に覗く庭の木々も花々も、通り抜けていく涼やかな風に、心地好さそうに葉や花びらを揺らしている。

　あの日命を絶っていたなら絶対に見ることのなかった世界は、今日も変わらず美しい。





　　　　　＊






　解呪から間もなく二ヶ月。

　カサンドラ王女の成人式に招かれたアルフォンスとイゾルデは、その日、日中の華やかな祝宴に出席した後、夕刻には王城を後にした。

　宿泊先は、以前王城を訪ねた際にも利用したホテル。部屋もあの日と同じだ。

「アルフォンス様。今日のカサンドラ様、本当にお綺麗でしたね！」

「ん……うん……？」

　客室に到着するや否や、イゾルデは浮かれた声で同意を求めてしまう。

　一方のアルフォンスは、若干の間を置いてから曖昧な返事を落としたのみだ。楽しそうに話しかけてきたイゾルデに、真っ向から否定を返すのもどうなのかと迷った……そういう理由もあるのだろうが、相変わらず徹底的に美醜の感覚が鈍い。イゾルデはつい苦笑いを零してしまう。

　正式にアルフォンスの婚約者となったイゾルデは、伯爵夫人にふさわしい素養を身につけるべく、日々さまざまな教育を受けている最中だ。

　男爵家とはいえ貴族の家の出身である彼女には、すでに基本的な素養は備わっている。しかし、領地を管轄する家の者としての知識はもちろんない。特にオルデンベルク家は、国の主要な鉱山を所有する由緒ある一族だ。

　先代夫妻の突然の死以降、ユルゲンをはじめとした信頼ある家臣たちがアルフォンスを支えてきたというが、今後はイゾルデも夫を補佐していく立場になる。ふたりで公務に赴く機会もあるだろう。そう思えば、イゾルデの身は一層引き締まる。

　そうした教育と並行し、自分たちの挙式の支度も進めていた。

　目まぐるしく日々が過ぎていく。そんな彼女にとって、今日のカサンドラの成人式は、初めての公の場への出席だった。

　窓辺のソファにふたり並んで腰を下ろした後、日中の祝宴を思い出し、イゾルデはうっとりと溜息を落とす。

　先に拝謁した際ももちろん美しかったが、今日のカサンドラ王女はあの日以上に輝いていた。祝いの席の主役として眩いばかりの光を放つ彼女を、イゾルデは陰ながらそっとお祝いするつもりだった……無論、カサンドラ本人がそれを許さなかったのだが。

　挨拶がてら、ふたりの元を訪れたカサンドラは、見るからにイゾルデの腹部を注視していた。流産を想像したのかすっかり青褪めた彼女に、慌てて事情を説明したことを思い返し、イゾルデはくすくすと笑ってしまう。

『ええっ、妊娠してるんじゃなかったの!?』

　悲鳴じみた声をあげたカサンドラは慌てて口を塞いだものの、その一声によって、周囲の視線がアルフォンスとイゾルデのふたりに露骨に集中してしまった。ただでさえ、滅多に公の場に現れないオルデンベルク伯爵が今日は女性を連れている──その時点で遠巻きに注目を受けていたのだ。だが。

（なんとか最後までボロを出さずに済みました……多分）

　ゆっくりと立ち上がり、イゾルデは軽く伸びをしてから窓の外へ目を向ける。

　以前ここへ泊まったときも、こうして同じ窓から眼下を見下ろした。あの日は王太子と王女、ふたりに妊娠を誤解されてしまったのだった……なんだか懐かしい。

　あの日の自分は、カサンドラ王女の顔が見えるようになればアルフォンスだって彼女に靡くのでは、と毎分毎秒神経を尖らせていた。劣等感と嫉妬が綯い交ぜになった湿度の高い感情を、ひたすら持て余しては俯いていた。

　だというのに、今日は不思議とそんなことなど考えなかった。あの日と違い、アルフォンスの目にきちんとカサンドラ王女の姿が見えていると理解できていて、それでも。

　周囲からの注目にやんわりと応えたり、振る舞いなどにおいて失敗できない席だと緊張したり、他に意識を集中させなければならなかった事情はいろいろある。だが。

「イゾルデ」

「……あ」

　夜に移り変わりつつある空模様を、ぼんやりと窓から眺めていたイゾルデの背を、アルフォンスが抱き締めた。そのままイゾルデの肩に顎を載せ、深く息をついた彼の腕に、イゾルデはそっと手を添える。

　彼のカサンドラ王女への態度は、以前拝謁したときと変わらなかった。

　視線だけはあの日よりも若干穏やかだった。だが、あのカサンドラを──自信に満ち溢れた美しい姫を眼前にしても、アルフォンスの熱視線はイゾルデにしか注がれない。

　当のカサンドラ王女にも、好奇心まみれの周囲の人々にも、嫌というくらい伝わったのではないかと感じるほどの熱い視線だった。あれでは、彼がもしかしたらカサンドラ王女を選ぶかも、などとはとても思えない。

　愛されている実感に全身を包まれながら、イゾルデは降ってきた彼の唇を受け止める。

　彼が愛しているのはイゾルデだけ。イゾルデが愛しているのもまたアルフォンスだけだ。ふたりの間には、誰であろうと挟まれない。

「あなたに触れてると、それだけで癒される……」

　愛する女性の耳元で、アルフォンスは溶けたカラメルを彷彿とさせる甘い声をあげる。

　人目がある場所では紳士的な振る舞いを見せていた彼の、すっかり気の抜けたような態度を前に、イゾルデは思わず唇を緩めた。まるで雛鳥。出会ったときに感じたその第一印象は、今も変わっていない。

　とはいえ、今日は特に疲れただろうな、とイゾルデは同情してしまう。

　今日の席に集まっていた人々は、ほぼ全員が貴族だった。オルデンベルク家より格の高い公爵家の面々も出席していた。つまり、今までのアルフォンスの目には泥のごとく真っ黒に見えていた人々だ。

　いくら事前に写真や情報を確認していたとはいっても、彼らと挨拶を交わし、婚約者のイゾルデを紹介し……もちろんイゾルデも緊張していたが、そんな彼女にも、今日のアルフォンスには自分にかかる以上の心労がかかっていたとしか思えない。

「不思議だ。誰の顔もはっきり見えて、……やっぱりまだ疲れてしまうな」

　苦笑とともに囁いたアルフォンスの手に、イゾルデは静かに指を添える。

　解呪以降、彼は少しずつ外出の機会を増やしていた。イゾルデも何度も隣に添ってきた。だが、彼を長年苛んでいた呪いがいくら綺麗さっぱり消えたからといって、すぐに慣れるものでもないようだ。そもそも、人が多い場所では人酔いをしてしまう場合も多かった。

　そんな中、今日は貴人ばかりの公の場への出席──相当に気を張っていたはずだ。やはり、自分よりも彼のほうが心配になってしまう。

　嘘つきの人は、すべてがすべて悪人というわけではない。やむにやまれぬ事情で嘘をつく人もいれば、人を楽しませるために嘘をつく人もいる。

　相手の姿が正しく目に映るようになり、アルフォンスも、それを実感として受け止めつつあるのかもしれなかった。

　……確かに、それは彼にとって心底疲れることなのかもしれない。

　もちろん、これまで通りに人を避けて暮らし続ければ、負担も軽く済むのかもしれない。嘘つきと見れば避ければ良かった、ある意味ではあの呪いはそうした逃げ道になっていたのだろうから。

　だが今は、アルフォンス自身がそれを望んでいなそうなのだ。

「今日は本当にお疲れ様でした。ゆっくり休みましょう」

「今日は外出には誘わない？」

「あはは、さすがに今日は……」

　笑って返すと、アルフォンスはほっとしたように表情を緩め、イゾルデはますます笑いが止まらなくなってしまう。

　物心がついた頃からずっと、二十年あまり人を避けてきた彼だ。その癖が簡単に治るとも思えないし、イゾルデ自身、早く治してほしいとは思わない。

　人はすぐには変われない。でも。

　背中から抱き締められていた身体をそっとひねり、イゾルデはアルフォンスに向き直る。そして自分からも彼の背に腕を回す。

「あなたさえ傍にいてくれるなら、呪いなんて別に解けなくてもいいと思ってた。でも違った」

「……アルフォンス様」

「あなたが僕らの関係とか、未来とか……そういうものに真剣に向き合って、考え抜いてくれたから」

　だから、こうして解呪という未来に辿り着けた。

　穏やかに囁くアルフォンスの、イゾルデを抱き締めるその腕に、にわかに力がこもる。

「イゾルデ。あなたが、僕の全部を変えてくれたんだ」

　蕩けるような微笑みを浮かべる彼の目元に、すでに黒いくまは残っていない。そのまま唇を寄せられ、イゾルデは目を閉じて甘い口づけを受け入れる。

　奇跡に等しい運命を経て、自分たちは今、こうして並んで日々を送っている。

　彼はまだ人に慣れない。自分もすぐには変われない。例えば、まだ両親とどう接していいのか分からなくなるときもある。

　けれど互いが隣にいることで、それぞれの苦しみを少しでも和らげられるなら、それはきっと自分たちにとってこの上ない幸せだ。

「はい。これからも、ずっとお傍におります、アルフォンス様」

　わずかに離れた唇の隙間から囁きを落としたイゾルデを、アルフォンスは、日中に彼女を見つめていたときよりも熱く見つめている。

　微笑み合った後、ふたりはまた自然と唇を寄せ合い、互いのそれを塞いだ。
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　こんにちは。鞠まり坂さか小こ鞠まりと申します。

　このたびは『死に損ね令嬢と人嫌い伯爵 ～揺るぎない運命愛からは決して逃れられない～』をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　本作のテーマは〝運命〟でした。自死の名所で思わぬ出会いを果たしたふたりが、少しずつ心を通わせていく中で、実はそれぞれの祖先たちにも浅からぬ縁があったと判明し……という主軸のエピソードには、自分の好きな要素をここぞとばかりに詰め込んだ次第です。

　運命という言葉には、ロマンチックな雰囲気とともに、どこか儚く切ない雰囲気が漂っていると私は思っていて、その両方をひとつの物語の中に落とし込めたら、と気合を入れて頑張ってみました。

　アルフォンスの祖先・テレジアの、どうしようもなく不器用な生き方に、ときおり深く感情移入しそうになりながらも、ラストシーンまで楽しく書き上げることができました。

　濃蜜ラブルージュ様では初めての執筆となった本作、最後までのびのびと書かせてもらえたなと感じています。担当様をはじめ、本作に関わってくださった方々、そして本作を目に留めてくださった読者様に、心から感謝を申し上げます。

　この物語を楽しんでいただけたなら、書き手としてそれが一番の喜びです。

　またいつか、どこかでお目にかかれますように。
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